









































僕の魔剣が、うるさい件について　４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「────きれいな刀だな、おまえは」

　蒼あおい夜色の魔ま剣けんに向かって、僕は囁ささやきかける。

「ほんとうに────きれいだ、《夜来たるNightfall》」

　鋼はがねの中を星がよぎって────


────夜の中へと、消えていく。









　第一章　深夜にベッドに這入る少女







　　　　１．




　──────誰だれかの気配で目が覚めた。




　寝ねている顔を冷たい風に撫なでられた気がして、早はや瀬せ吏り玖くは眠ねむりの海から浮ふ上じようした。

　──ん…………なんだ？

　眠ねむ気けに逆らって瞼まぶたをこじ開ける。

　真っ暗な部屋の中、机の上に置かれたデジタル時計の数字が緑色に光っている。

　──三時…………か。

　普ふ段だんなら夢も見ずに寝こけている時間だ。

　吸い込まれるような真夜中の静せい寂じやく。

　耳を澄すませても、家の中からは物音一つ聞こえない。

　部屋の空気にも動きはなく、ただ十二月の寒さにシンと冷えている。

　──誰か部屋に入って来たのかと思ったけど……気のせいか？

　布ふ団とんにくるまったまま、吏玖はぼんやりと思う。

　危機感がないのは、殺気とか、剣けん気きとか、そういったものを感じなかったからだ。

　しばし動かずに様子を窺うかがってみたが、特に何が起こるというわけでもない。

　──やっぱり気のせいか。寝直そう…………。

　ふわあ、と欠伸あくびをして吏玖は寝返りを打った。

　そして、ちょうどそこに横たわっていた、温かく、柔やわらかく、いい香かおりのする、ほっそりとしたものを抱だきしめる格好になった。

「あっ」

　色っぽい声でそれは喘あえいだ。

　そんな抱き枕まくらを使っていた憶おぼえは、吏玖にはない。

「……………………ん!?」

　ぎょっとして目を見開くと、視線が合った。

　同じ布団の中、吏玖の腕うでに抱きしめられて、潤うるんだ瞳ひとみを向けているのは────

「こんばんは──吏玖」

　────魔剣《虚きよ数すう》の遣つかい手にして、〈兵器廠アーセナル〉の盟主リングリーダーたる美少女────鋳流いるるだった。




「うわああああああああっっ!?」

　飛び起きながら遠ざかろうとして、ベッドから転げ落ちた。

「あ痛いってえッ、ぐおっ、あだっ」

　無様にどたばた音を立てつつ床ゆかに身を起こし、吏玖は椅い子すの脚あしにぶつけた向こう脛ずねをさすりながら叫さけんだ。

「おっおまっ、なんでここに…………僕のベッドに!?」

「し──っ。大声出さないで、吏玖」

　幼い顔立ちにおよそ不ふ釣つり合いな、しっとりとした声で鋳流は囁いた。

　シーツの上に身体からだを起こした少女が身に纏まとっているのは、いつものパーカーではなく、ごく薄うすいキャミソールだけだった。夜目にも白い肌はだが、繊せん細さいなレースの向こうに透すけて見える。

　人差し指を唇くちびるに当てて、鋳流は悪戯いたずらっぽく目を細めた。

「ちょっと夜よ這ばいに来ただけじゃない────」

「よっ、よばっ!?」

〝…………うるっさいわね、なにを騒さわいでるのよ〟

　動どう揺ようする吏玖の傍かたわらに、音もなくもう一人の美少女が姿を現した。

　闇やみに溶とけ込む夜色の装しよう束ぞくと、星の輝かがやきを放つ髪かみ。

　吏玖の魔剣《夜来たるNightfall》の刃じん格かくたる少女の幻げん像ぞうである。

〝リクってばもう、また一人でギャーギャー言ってってええええ!?〟

　台詞せりふの途と中ちゆうで、鋼の蒼色ガンメタル・ブルーの目が驚きよう愕がくに見開かれた。

〝なっ、なんでなんでなんでこいつがここにいるのよリク!?　いつの間に!?〟

「知らないよ！　おまえこそなんで気付かなかったんだよ!?」

　自分にしか聞こえていない《夜来たる》の声に思わず肉声で叫び返したのは、吏玖も動転していたからだ。

　鋳流は、敵である。

　いや──敵という言い方が強すぎるとしても、味方と呼ぶほど信用できる相手とは到とう底てい言えない。「何を考えているかわからない」というのが正直なところだ。

「何を考えているかわからない、魔剣を持った相手」というのは──要するに、敵である。ただひたすらに互たがいを折り合う魔剣たちの論理からすれば、そう認にん識しきするのが正しい。

　その相手が、よりによって、知らないうちに自分のベッドに潜もぐり込んでいたのだ。

　動転するなというのが無理な話だ。鋳流が殺そうと思えば、目を覚ますこともなく死んでいたはずである。

「ふふ。その様子だと、《夜来たる》も気付かなかったみたいね」

　鋳流がぺろりと舌を出して、唇を湿しめらせる。

「結構、苦労したのよ。抜ぬき足差し足、息を殺して、剣気を抑おさえて──と言っても、今夜は戦うつもりないんだけど」

「じゃ、じゃあ何しに────」

「だーかーら」

　ベッドの上をにじり寄りながら、鋳流は押し殺した声で言った。

「夜這いだってば、夜這い…………あ、もしかして夜這いの意味、知らない？」

「い、いや、知ってるけど……なんとなく」

「そーお……？」

　小首を傾かしげて、鋳流は床に尻しり餅もちをついたままの吏玖を見下ろした。

「……どんな意味？　教えて……？」

　キャミソールの裾すそからすらりと脚が出て、ベッドの縁ふちから下りてきた。

　艶つややかな太ふと腿ももから、整えられた爪つま先さきまで、その肌には傷ひとつない。

　吏玖のぶつけた脚を、じんじんと熱を持って痛む向こう脛を、皮一枚の距きよ離りを保って、滑なめらかな足裏が生き物のようになぞり上げていく。

「ねえ…………教えて？」

「う……あ……」

〝ちょっと！　こら！　リク!!〟

《夜来たる》の叫びが頭の中で爆ばく発はつして、吏玖は我に返った。

〝アウアウ言ってんじゃなああい！　立って！　早く！〟

（お、おう）

〝抜いて！　さっさと私を抜いて！　こいつ、もう許さない！　斬きって！　今すぐ!!〟

（で、でも、相手はまだ抜いてない────）

〝それがどうしたってのよ[image: ]〟

《夜来たる》の幻像からは、凄すさまじい怒いかりが赤黒いオーラとなって噴ふん出しゆつしていた。

（ちょ、ちょっと《夜来たる》さん？）

〝魔ま剣けん遣つかいのくせに、他刃ひとの遣い手にすり寄ってんじゃないわよ！　私のリクから、離はなれろおおおおっ!!〟

　ブチ切れであった。

「ふふ…………感じる」

　鋳流が含ふくみ笑いをして言った。

「《夜来たる》が激げき怒どしてるの、あなたに触ふれなくても伝わってくる。当然よね。魔ま剣けんにとって遣い手は唯ゆい一いつにして絶対の存在。その遣い手が、他ほかの遣い手に触れられたら……それはもう、嫉しつ妬とするよね。いるるの《虚数》だってそう。すごくすごく嫉妬してる、今も」

　鋳流の足の爪先は、吏玖の立てた膝ひざの上を通過し、そのまま上じよう昇しようを続けた。

「でも、いるるは思うの、吏玖。いるると、あなた、もっとよく知り合うべきなんじゃないかって」

　頭の中で《夜来たる》が喚わめき続けているのに、鋳流の言葉は滑らかな刃はのように吏玖の中へと入り込んでくる。

「この前みたいに、手のひらを合わせるだけでなく────肌を重ねて、もっと深く触れ合えば────」

　のけぞった吏玖の顎あご先をかすめるようにして、鋳流の足は止まった。

　吏玖の鼻の頭に触れそうな距離で、爪先がきゅっと縮まる。

「────そうすれば、お互いのことが、もっともっとよく理解できるんじゃないかって」

「いや…………それは」

「それは…………？」

「その…………」

　そのときだった。

　吏玖の部屋のドアが、衝しよう撃げき音と共に戸口から吹ふっ飛んだ。

　歪ゆがんだ蝶ちよう番つがいと木の破は片へんを撒まき散らしながら、真っ二つに折れた木製のドアが、戸口からもぎ取られて部屋の中に飛び込んできた。

　鋳流の反応は速かった。

　ベッドにぺたんと尻しりを着けた状態から一いつ瞬しゆんで体たいを捌さばき、低い姿勢のまま、右みぎ腰ごしの位置から《虚数》を逆手抜き打ちに斬り上げたのだ。

　蜉蝣かげろうの翅はねを思わせる薄うす緑みどり色の刀身が疾はしり、破は裂れつするような鋭するどい刃は鳴なりを伴ともなって、飛来するドアの破片を空中で断たち割った。

「おわあっ!?」

　天てん井じように跳はね返ったドアの残ざん骸がいが、泡あわを食って身をかわした吏玖をかすめてフローリングの床を直ちよく撃げきした。

「そこまでよ！　こっ、このっ、泥どろ棒ぼう猫ねこ！」

　戸口に立っていたのは、パジャマ姿の貫肌ぬかだ心花このかだ。

　恐おそるべき破は壊かい力を秘ひめた右みぎ腕うで、セスタス型の魔剣《象られた力ジヤガーノート》が、ぶんぶんと唸うなりを上げている。

「今すぐ出て行かないと、真っ平らになるまで叩たたきのめすからね！」

　ショートカットを逆立てて心花が叫ぶと、右腕の輝きと唸りも一段と増した。

《夜来たる》に負けず劣おとらず激げき昂こうしているように見えた。

「あー、もう、ほら」

　鋳流がため息をついて、ふわりと立ち上がった。さりげないその動作ひとつとっても尋じん常じような業わざではない。柔らかく不安定なベッドの上にいながら、ほとんど体重を感じさせない動きだった。

「吏玖が大きい声出すから、心花ちゃん起きちゃったじゃない」

　怒りに燃える心花が部屋の中に踏ふみ込んでくるのを見て、鋳流は肩かたをすくめた。

「しょうがない、今日は諦あきらめるけど────いるる、本気なのよ」

　吏玖に微笑ほほえみかけると、鋳流はベッドのそばの窓をからりと開けて、猫ねこのように窓まど枠わくに跳とび乗った。

　月の光がキャミソールの下の身体のラインを淡あわく浮うかび上がらせている。

「あなたも刕り蠱こや魔剣のこと、もっと知りたいでしょ？」
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　鋳流と吏玖の視線が交こう錯さくする。

「そのためにも────さっきの話、考えておいてね、吏玖」

　そう言い残して、鋳流の姿は窓辺から消えた。

　今の今までそこにいたのが、まるで夢だったかのように消え失うせていた。

　呆ぼう然ぜんと床に座り込む吏玖の脇わきをずかずかと心花が横切り、ベッドに上がって、窓をぴしゃんと閉めた。

「…………何やってるんですか吏玖さん！」

　サッシの鍵かぎを掛かけると、心花は怒りの醒さめやらぬ顔で振ふり返った。

「部屋まで上がり込まれて────やられちゃうとこだったじゃないですか！」

「あ、ああ…………」

　ようよう立ち上がりながら、吏玖は部屋の惨さん状じようを見み渡わたした。

　床ゆかもベッドも机の上も、ぶっ散らばったドアの残骸で足の踏み場もない。

「心花ちゃん…………なんでドア壊こわしたの？　ドア壊すの好きなの？」

「吏玖さんのベッドの上に気配を感じたから、ドアごと殴なぐってぶっ飛ばせば手っ取り早いと思ったんです」

「僕がベッドの上にいたらどうしよう、とか思わなかったの？」

「あの女ひとと、吏玖さんが？」

　不ふ愉ゆ快かいなことを言われたように、心花は顔を背そむけた。

「そのときは二人もろとも真っ平らにしてたかもしれませんね！」

「何そんなに怒おこってるの？」

「知りません！」

　心花の背後では、《夜来たる》が窓に張りついて、外に向かって悪態をついていた。

〝ば──か！　ば──か！　二度と来んな！　来たら殺す！　来なくても殺す！〟

　──どっちみち殺すんじゃねーか……。

　げんなりして目を逸そらすと、戸口からこわごわ部屋の中を覗のぞき込む顔と目が合った。

「あ…………墨すみ緒おさん」

　髪かみが若じやつ干かん寝ね乱みだれた芹せり沢ざわ墨緒は、ひどく散らかった室内の様子を見て取ると顔を覆おおった。

「あちゃー…………」

　吏玖と心花が間借りしているこの家は、そもそも墨緒の家なのである。

「ご、ごめん、墨緒さん。急に敵が来たから」

「ごめんなさい！　すぐ片付けます！」

　心花も慌あわてて言い添そえる。

「ううん、いいの。こういうこともあるだろうとは思ってた」

　何かを諦めた顔で墨緒は言った。

「もう遅おそいし……片付けは明るくなってからにしよう？」




　一階の座ざ敷しきに布ふ団とんを敷しいて寝直すことにした。

　以前、負傷した才さい森もり加か奈な子こを寝かせた部屋である。

　布団の中で天井を見上げながら、吏玖は鋳流の言葉を思い出していた。




　────あなたも刕蠱や魔剣のこと、もっと知りたいでしょ？




　魔剣を持った人間同士による蠱こ毒どく────刕蠱。

　古代中国、夏か王朝に端たんを発するそれは、鍛か冶じ神しん蚩し尤ゆうによって人類に仕し掛かけられた呪じゆ詛そだ。

　吏玖の《夜来たる》と、鋳流の《虚数》────どちらかが折れれば刕蠱は成じよう就じゆし、人類に破は滅めつが降りかかる。〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉のゾーンタークはそう言っていた。

　放ほうっておけば、魔剣と魔剣はいずれぶつかり合う。

　互たがいの存在を認にん識しきしているのに戦わないのは、魔剣にとって非常に不自然な行こう為いだ。

《夜来たる》と《虚数》が互いを求める力はますます強くなるだろう。

　──現に、さっきも。

　ベッドの上で鋳流が《虚数》を抜ぬきはなった瞬しゆん間かん。

　ぎゃあぎゃあ喚いていた《夜来たる》は一瞬で口を閉とざし、目の前の宿敵へと注意を絞しぼり込んだ。吏玖も同様、すぐにでも斬りかかりたいという衝しよう動どうを堪こらえるのに苦労していた。

　それはおそらく、鋳流と《虚数》の方も同じだったはずだ。

　ふたたび鋳流と剣けんを交えることになったら、どうする？

《夜来たる》を手放すことなく──刕蠱の成就をどうやって防ぐ？

〝…………何考えてるの、リク？〟

《夜来たる》の幻げん像ぞうが、疑わしげに吏玖の顔を覗き込んだ。

〝まさか、さっきあいつが言ったこと本気で考えてるんじゃないよね？〟

「んー？　いや…………」

　吏玖がぼんやりと答えると、《夜来たる》は不安そうに眉まゆをひそめた。

〝ヨバイだかなんだかわかんないけど────あんなにベタベタされるの、すごく嫌いや〟

「え？」

〝二度としないでね、リク〟

「僕がしたわけじゃないよ────」

〝うるさい！〟

《夜来たる》は吏玖の言葉を遮さえぎって叫さけんだ。

　涙なみだ目めだった。

〝ばーか！　リクのば────か！〟

「なんだよ…………」

〝知らない！〟

　それだけ言って、《夜来たる》はふっと消えてしまった。

　吏玖はため息をついて目を閉じた。

　──どうするのが一番いいんだろう？

　考えてみても、取り立てていい考えは浮かばない。

　悩なやんで意味があるなら、もっと早くどうにかなっている。

　考えつかれた寝ね入いりばなに、ふと思った。

　──こんな魔ま剣けんをそばに置いていながら、おじいちゃんは平気だったのかな？

　蔵くらに《夜来たる》を保管していたのは祖父、早はや瀬せ俊とし男おに違ちがいなかった。

　いつからあそこに置かれていたか。

　そして、祖父はどんな思いで魔剣を所持していたのか。

《夜来たる》を手にした日以来、祖父母宅には足を向けていない。

　──もう一度戻もどってみようか…………あそこに。

　吏玖がそう考えると、吏玖と繫つながったどこか別の空間で、《夜来たる》が耳をぴんと立てた気がした。




　　　　２．




　絶え間なく続いていた男の絶ぜつ叫きようがふっつりと止やみ、不意の沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　意識を失って前のめりに倒たおれようとした男の身体からだが、その全身を椅い子すに縛しばり付けた鎖くさりに阻はばまれてがくりと停止する。

「起こせ」

　命令に従って、気絶した男の顔に向かってホースの水がぶちまけられた。

「うぶっ、がはっ」

　意識を取り戻した男が、ひとしきり咳せき込んで、力なくうなだれる。

「喋しやべる気になったか？」

「し、知らねえ……俺は……何も」

　髪からぽたぽたと水を滴したたらせながら、男は切れ切れに呻うめく。

　影かげに包まれた部屋の中、男の縛り付けられた椅子だけが頭上から降り注ぐ白熱灯の光で眩まばゆく照らし出されている。室内には不快な臭においが漂ただよっていた。つんと鼻を刺さすそれは、ある種の汗あせ──恐きよう怖ふした人間が発する汗の臭いだった。

　男はのろのろと頭を上げた。明かりに照らし出されたその顔は、度たび重かさなる苦痛を受けてひきつり、次なる責め苦に怯おびえきっていた。まだ若い。落ち窪くぼんだ眼がん窩かの中で、虚うつろに見開かれた目がぎょろついている。

　だが、奇き妙みようなことに、その身体は見たところ無傷だ。

　水をかぶって衣服がべったりと張りつき、確かに惨みじめなありさまではある。だが、目立った傷は一つもない。せいぜい鎖で肌はだが少し擦すれているくらいだ。

　それなのに、男の表情は極度の苦痛を与あたえられたことをまざまざと物語っていた。

「も、もう……やめてくれ……俺は、ほんとに、何も…………」

「そうかね」

　答える声は甲かん高だかく、感情を欠いていた。

　声の主は、影の中、スチール机に向かって座っている瘦やせた初老の男だ。

　机の上は金属加工用の作業台になっており、そこに一本の鋼鉄製の棍棒メイスが、クランプで固定されて横たわっていた。

　メイスの銘なは《霧む笛てき》────白く美しい、手持ちサイズの灯台のようなそれは、拷ごう問もんされている男が所有する魔剣だった。

　メイスのヘッドから放たれる淡あわい光が、机に向かう拷問者の顔を下から仄ほのかに浮うかび上がらせている。しかしその光は弱々しく明めい滅めつし、今にも途と絶だえそうだ。

　よく見れば、メイスの表面は傷だらけだった。鋭するどい縁フランジが反り返ったヘッドも、まっすぐに伸のびるシャフトも、細かな凹へこみや引っ搔かき傷にびっしりと覆われている。

　机に向かう拷問者が、作業台の上のメイスに右の手のひらを向けると、撥条ぜんまい時計を思わせる小さな機械の駆く動どう音が一いつ斉せいに鳴り響ひびいた。

　手のひらが下ろされ、《霧笛》の表面に触ふれると、何十本もの歯医者のドリルが一斉に歯を削けずり始めたような甲高い音が沸わき起こった。

「あがあああああああああああ────っ」

　椅子に縛り付けられた男が絶叫と共にのけぞって、鎖がぎしぎしと軋きしみを上げる。

　初老の男の背後に浮かび上がったのは、真っ白な手術室に鉄てつ鉤かぎでぶら下げられた肉にく塊かいのヴィジョン。

　この男も、魔ま剣けん遣つかいなのだ。

　手のひらに装着されているのは、早はや手て錠じようという日本の補とり具ぐである。数枚の細長い鉄てつ札さねが連なったシンプルな構造だが、その表面には無数の棘とげや針、ヤスリ、ドリルなど、極小サイズの責め具がびっしりと蠢うごめいている。

　魔剣《仇医ドクター・アダー》。人に触れればたちまち皮ひ膚ふが弾はじけ、血が噴ふき出すだろう。だがこの魔剣の犠ぎ牲せい者しやは人間だけではない。他ほかの魔剣に触れて傷つけること、そして魔剣が味わう苦痛をそのまま遣い手へと送り込むのが、この魔剣の恐おそるべき能力なのだ。

　魔剣と魔剣遣いを共に痛めつけ、最大限の苦しみを与える拷問者の魔剣────それが《仇医》だった。

　早手錠とメイスの接せつ触しよく面から大量の火花が飛び散って、部屋を青白く染める。その光が、犠牲者を取り巻く影の中に控ひかえる屈くつ強きような奴僕ヘンチマンたちを照らし出す。

　絶叫する魔剣遣いを食い入るように見つめる彼らの顔には、暗い愉ゆ悦えつの色があった。魔剣遣いに付き従い、魔剣に恋こい焦こがれながら触れることさえ許されず、魔剣遣いの道具となって働く奴僕たち────目の前で拷問される魔剣遣いを見る彼らの目には、どろどろと渦うず巻まく感情が抑おさえきれずに浮かび上がっていた。

　奴僕たちの背後、部屋の隅すみに、もう一人の小こ柄がらな影がひっそりと椅子に座っていた。

　拷問に同席しているのは、竜りん胆どうめら。

　赤みがかった髪をポニーテールに括くくった、小学生と見み紛まがうような背せ丈たけの魔剣遣いである。

　眉をわずかにひそめ、唇くちびるを引き結び、竜胆は凄せい惨さんな拷問の光景に目を注いでいた。《霧笛》の遣い手の叫びがひときわ大きくなると、キュロットスカートの膝ひざに置かれた手がぎゅっと握にぎりしめられた。




〝恐れているな、メラ〟

　頭の中に響き渡わたる声は、いつものように超ちよう然ぜんとしていた。

〝恐れてはいけない。おまえは強いのだ。目を逸そらしてはいけない。おまえが、他の魔剣の苦痛に動どう揺ようするような弱い遣い手であるはずがない〟

（わかってる）

　竜胆は心の中で答える。

（わかってる、《清焰ホーリー・フアイアー》。わたしは強い。わたしは、何も恐れない）

　そう自分に言い聞かせても、竜胆の心の波立ちはなかなか消えようとしなかった。

　会話の相手は、竜胆の魔剣《清焰》である。

　天から大地に突つき立つ光の柱という幻像を具そなえたこの第二世代魔剣は、出で逢あったときから一度も感情を昂たかぶらせたことがない。自然、竜胆との会話も事務的なものになっていた。しかし、魔剣として非常に強力かつ有能であることは疑いようもなく、常にこうして竜胆を教え導き、模も範はん的な剣けん士しとして育てようとするのだった。

　──何を動揺しているんだ、わたしは。

《清焰》にも読まれないような心の奥底で、竜胆は自問自答する。

　確かに、目の前で人が拷問されて泣き叫ぶのを見て平常心を保つのは難しい。

　だが、死線の上で斬きり結ぶのを当然の役目として育て上げられた〈火神結社〉の魔剣遣いが、たかがその程度でこれほどにびくつき、苛いら立だつものだろうか。

　そんなはずはないし、《清焰》の言うとおり、そうあるべきではない。

　──わたしは強い。わたしは〈火神結社〉のエリートだ。第二世代魔剣の遣い手という才能に恵めぐまれ、その名に恥はじぬよう血の滲にじむような訓練をくぐり抜ぬけてきた。

　思考の糸が絡からまり、脳のう裏りに一人の少女の像を結ぶ。

　──あいつと、一いつ緒しよに。

　途と端たんに、頭がかっと熱くなった。

　──才森、加奈子…………！

　彼女の顔を思い出すと、総身が震ふるえるような怒いかりに、目の前が赤くなった。

　才森加奈子。魔剣《凍いて月づき》の遣い手。

　竜胆と同様に、第二世代魔剣との相あい性しように恵まれたエリート剣士。

　竜胆とは違って、背もすらりと高く、いつも涼すずやかな顔をして、軽々と任務をこなしていく、いけ好かない奴やつ。

　年ねん齢れいが同じこともあって、似たような任務を与えられることも多かった。上の思惑おもわくとしては、あえて競きそわせることで互たがいの技ぎ倆りようが磨みがかれることを期待したのかもしれない。

　だが、そうでなくとも二人の相性は悪かった。自分の価値を周囲に認めさせようと必死な竜胆から見ると、才森はあまりにもスマートだった。竜胆が泣きながらやっとのことでくぐり抜けるような試練を、才森は汗ひとつかかずに軽々とこなしているように思えた。

　──わたしは強い、わたしは恐れない、わたしは負けない。でも、きっとあいつは──

　苦々しい思いを竜胆は嚙かみしめる。

　──きっとあいつは、こんな風に、自分に言い聞かせる必要もなかっただろうな。

　才森は口数も少なく、自分の強さを鼻にかける様子もなかったが、それも竜胆にとっては怒りの火種となった。

　──わたしには自じ慢まんすらしないのか。わたしには口を利きく必要もないということか！

　常に竜胆の前を歩いて、振ふり返りもしない奴。

　どこまでもムカつく奴。

　竜胆は才森が嫌きらいだった。

　しかし、それでも────あのときまでは、仲間だったのだ。

　敬愛する師、鍛匠マイスターホルスト・ゾーンタークの死に際ぎわが蘇よみがえり、竜胆はきつく目を閉じる。

　その唇がわずかに動き、声にならない呟つぶやきが漏もれる。

　──裏切り者め。

　裏切り者。

　毒を含ふくんだその言葉が歯の間から吐はき出されると、竜胆の小さな身体の中で荒あれ狂くるう怒りの焰に、一本の芯しんが通る気がした。

　裏切り者。

　それは、竜胆にとって特別な意味を持つ言葉だった。

　竜胆は「裏切り者の娘むすめ」である。

　彼女がまだ物心もつかないころ、竜胆の両親は〈火神結社〉を裏切った。

　鍛匠の地位まで上り詰つめた魔剣遣いだったのに、幼い娘を残して、逃にげたのだ。

　彼らがどうしてそんなことをしたのか、その後二人がどうなったのか、竜胆は未いまだに詳くわしい事情を知らされていない。追っ手が掛かかって殺されたのか、どこかで生き延びているのか、それすらも知らない。いや、知りたくもなかった。

　両親の旧友であったゾーンタークが後見人になってくれていなければ、竜胆も両親の咎とがを受けてどうなっていたかわからない。

〈火神結社〉の老人たちには、幾いく度どとなくそう言い聞かせられた。

　だからおまえは、その恩に報むくい、〈火神結社〉によく尽つくさなければならないぞ────裏切り者の娘よ。

　裏切り者の娘。その肩かた書がきは、竜胆にどこまでもつきまとってきた。

　だからこそ、竜胆は必死で自分の価値を証明しなければならなかった。

　──わたしが背負っているものは、おまえにはわからないだろう、才森。

〈火神結社〉に所属する第二世代魔ま剣けんの遣い手という、一見対等な立場ではあったが、その実はハンディキャップマッチだったのだ。少なくとも竜胆にとってはそうだった。スタートラインからして違ちがっていたのだ。

　だから嫌っていた。

　だが、才森は有能だった。強かった。嫌いながらも──不承不承、それは認めていた。

　嫌いやな奴だと思いながらも、仲間だと思っていた。

　あのときまでは。

　──才森。才森。才森、才森、才森。裏切り者め。

　舌の上でその言葉を転がすと、熱くのぼせた頭がすっきりと冴さえてくる。

　心の中に生じた芯のようなものが、冷たく、硬かたく、形を成していく。

　──おまえは裏切った。裏切ったんだ。〈火神結社〉を。師し匠しようを。

　竜胆はもう一度、膝の上の手を握りしめた。

　恐怖ではなく、決意を込めて。

　──報いは受けてもらうぞ、才森。わたしの手で、おまえを殺してやる。




「…………職人ゲゼレ」

　声をかけられて、竜胆は顔を上げた。

　いつの間にか、部屋は静かになっていた。

　声をかけてきた奴僕の向こうで、椅い子すに縛しばり付けられた遣い手がぐったりと頭こうべを垂れているのが見える。

　初老の拷ごう問もん者が振り返り、竜胆と目を合わせると、何も言わずに肩かたをすくめた。

　作業台の上に、もうメイスはない。

「死にました」

　奴僕が淡たん々たんと言った。

「価値ある情報は何も吐きませんでした。ただの兵隊だったのでしょう」

「……《霧笛》は？」

「死ぬ直前に回収済みです。封ふう印いん鞘さやの中に」

「そう」

「捕つかまえた〈兵器廠〉の遣い手は、これで全部責め殺しました。どうしますか、職人？」

　そう言って見下ろす奴僕の顔は無表情だったが、竜胆はその目に自分への侮あなどりを見た。

　奴僕たちの間にも、竜胆が「裏切り者の娘」であることは知れている。

　ゾーンタークの庇ひ護ごを受けなければ、竜胆も奴僕の一人に身を落としていた可能性は大いにあった。

　彼ら奴僕は、魔剣に魅み了りようされ、恋い焦がれている。

　目立った働きがあった者には、適性を見て魔剣の所持が認められることもあるが、ほとんどは一生魔剣に触ふれることを許されない。

　求めても手に入らない渇かつ望ぼうが、魔ま剣けん遣つかいへの暗い感情を生むのは不思議ではなかった。

　もちろん、表立って遣い手に刃は向むかう者はいない。

　だが、〈火神結社〉の中でも微び妙みような立場である竜胆は、奴僕たちの蔑さげすみや嘲あざけりの視線を肌はだで感じることが多かった。

　彼らは命令には従いながらも、内心では自分を侮っている。いつもそう思っていた。

　このときの奴僕の視線からも、竜胆はそれを感じた。

　────なすすべもなく師匠を殺された上に、拷問を直視できないような柔やわい小娘が、職人だと？　でかい顔をしやがって。

　腹の底が透すけて見えるようだった。

「どうしますか、職人？」

　念を押すように訊きかれた。

　──舐なめてんじゃないわよ。

　椅子に座ったまま、奴僕の顔を無言で見返した。

　視線が合うと、奴僕はぎくりと顔をこわばらせた。

「どうするかって……？」

　竜胆はゆっくりと言った。

「そんなの決まってるでしょ……？　さっさと次を連れてくるのよ！」

「ですから、捕ほ虜りよの遣い手はこれで全部で……」

「それ以外にもいるでしょ」

　竜胆は奴僕の言葉を遮さえぎった。

「あいつらの奴僕を連れてくればいいじゃない。まだ何人か生きてたはず」

「それはそうですが、あいつらは本当に下したっ端ぱですし……」

「判断するのはおまえか、わたしか？」

　竜胆はぴしゃりと言って、椅子から立ち上がった。

　奴僕たちの驚おどろいたような視線が集中する。

「答えろ、奴僕──わたしの命に従わないつもりか？」

「い……いえ、決して、そのような」

「それなら、ガタガタ言わずにさっさとやりなさい！」

　小こ柄がらな竜胆の身体からだから噴ふき上がる迫はく力りよくに、屈くつ強きような男たちが弾はじかれたように動き出した。

　仁に王おう立だちで室内を睨ねめ付ける小さな魔剣遣いと、目を合わせようとする者はいなかった。

〝それでよい〟

　満足げな声が頭の中に響ひびき渡わたる。

〝おまえは強いのだ、メラ。その強さを当然のものとせよ〟

《清焰》の言葉を、竜胆は他人ひと事ごとのように聞いた。

　若い男の死体が床ゆかの穴に投げ落とされて消える。

　待つほどもなく、横の扉とびらが開いて、新しい犠ぎ牲せい者しやがやってきた。

　奴僕に抱かかえられるようにして連れてこられたのは、女だった。

　ひょろりと背が高く、ウェーブのかかった長い髪かみの間から、怯おびえた目が覗のぞいている。

　その身が椅子に投げ出されると、女は座面の上に手足を縮こめて、落ち着きのない視線を部屋中に投げかけた。

「な、なんだミャー。どうするつもりだミャー……」

　鎖くさりで椅子に縛り付けられながら、弱々しい声で女が言った。

「生身の人間にこれを使うのは、汚きたなくなるから嫌なんだがね」

　顔をしかめながらも、拷問者が染しみだらけの革かわのエプロンを着けながら立ち上がった。《仇医》をかざしながら、女に歩み寄る。

　その手のひらで唸うなりを上げる責め具の群れに、女はヒッと息を吞のんだ。

「奴僕よ、おまえが〈兵器廠〉の下っ端であることはわかっている」

　拷問者が囁ささやいた。

「多くは望まん。ただ、〈兵器廠〉と、鋳流と名乗る人物について、知っていることを言え。奴僕としての忠誠が邪じや魔まをするなら、苦痛によってそれを取り去るまでだ」

《仇医》が女の顔にゆっくりと近づいていく。

「二目と見られぬ姿になるぞ。さあ──手て遅おくれにならないうちに、話せ」

　女の反応は奇き妙みようなものだった。

　顔面を挽ひき肉にくにされようとしているのに、近づいてくる《仇医》を見つめる目から、次し第だいに恐きよう怖ふが消えていく。

　代わってその目に生じたのは────欲よく望ぼうの暗い光だ。

　いや、それだけであれば当然と言えたかもしれない。魔剣を目の前にぶら下げられて、平然としていられる奴僕はいないからだ。

　しかし、そこにあるのは欲望だけではなかった。

　──なに、あの表情？

　違い和わ感かんに竜胆は眉まゆをひそめる。

　──あれじゃ、まるで…………「懐なつかしい」とでもいうような…………。

　はっとして、竜胆は声を張り上げた。

「やめて！」

　女に触れる寸前で、《仇医》は止まった。

　遠ざかる《仇医》を追う女の目には、確かに焦こがれるような切なさがあった。

　歩み寄りながら、竜胆は腕うでを振ふって拷問者を遠ざけた。

　女の方へ屈かがみ込んで訊たずねる。

「あんた、ただの奴僕じゃないでしょ。もしかして────魔剣遣い？」

　竜胆を見てから、女はおずおずと視線を落とした。

「い、今は違うミャー」

「今は？　前はそうだったってこと？」

「だから今は違うんだミャー……」

「あんた、名前は？」

「が…………ががり、だミャー……」

「ががり…………我が牙が理り!?」

　聞き覚えのある名前に、竜胆はまじまじと女を見直した。

　ほつれて顔にかかった髪を手でよけると、確かに資料で見たことのある顔だ。

　すっかり怯えて弱気になり、資料にあった写真の、頭のネジが数十本飛んだような雰ふん囲い気きとは似ても似つかないが、目の前にいる女は確かにあの我牙理だった。

「あんた、《フィアサム・エンジン》の？」

「懐かしい名前だミャ……」

　じわっ、と我牙理の目に涙なみだが浮うかぶ。

「でも、もういないミャー…………ぐすっ」

「いない？　どうなったの？」

「折られたミャー…………《夜来たる》に…………」

　鼻を啜すすって、我牙理はしくしく泣き始めた。

　──なるほど、そういうことだったのね。

〈火神結社〉でも、ある時点までの《フィアサム・エンジン》の消息は把は握あくしていたが、《夜来たる》に折られたというのは知られていない情報だった。なにしろ貫肌心花の家の前で交戦した際、《夜来たる》は一度負けている。再戦し、勝利しているとは、竜胆をはじめとして誰だれも考えていなかったのだ。

　──それで、魔ま剣けんを折られて奴僕に身を落としていたわけか。

　めそめそしている我牙理を見下ろして考える竜胆に、横から声がかかった。

「どうするんです、職人。やらないんですか、続きは」

　ぎらついた奴僕たちの視線。目の前で痛めつけられるのが、魔剣を失った元・魔剣遣いともなれば、拷問にも気合が入るというものだろうか。

　──こいつらを喜ばせるのもつまらないな。

　そんな考えから生まれた思いつきではあったが、気がつくと、竜胆は我牙理に話しかけていた。

「我牙理。あんたの魔剣と、もう一度逢あいたくはない？」

「え…………そんなの無理だミャー。《フィアサム・エンジン》は《夜来たる》に斬きられて、ばらばらになっちゃったミャー…………」

　我牙理はぐしぐしと啜り上げながら答える。

「普ふ通つうはそうね。でも手はあるの。《夜来たる》の破は片へんを使えば」

「どういう……ことだミャー？」

「興味はあるようね。ただし、条件がひとつ────あんたはわたしに忠誠を誓ちかうのよ、我牙理」

[image: ]

「ミャー……？　あなた、に？」

「我々に、よ。〈兵器廠〉ではなく、〈火神結社〉につけってこと。知っていることをすべて話すのは当然、それに────あんたには、案内人になってもらう。我々の強きよう襲しゆう部隊を、鋳流の元へ導く案内人にね」

「…………条件がひとつじゃないミャー……」

「細かいこと言ってんじゃないわよ！」

　竜胆は苛いら々いらとそう言ってから、我牙理に顔を寄せた。

「さあ、どうする、我牙理？　全面的に協力するなら、あんたの魔剣にもう一度逢わせてあげる。そうでないなら、ここで…………」

　言葉を切って、後ろに控ひかえる拷ごう問もん者の方をちらりと見た。

　我牙理は唇くちびるを嚙かんでうつむいた。その顔にさまざまな感情が表れては消えていく。

　この女の中でどのような葛かつ藤とうが起きているのか、想像するのは難しかった。

　やがて、我牙理は顔を上げた。

「本当に…………もう一度、《フィアサム・エンジン》と逢えるミャ…………？」

　──かかった。

　胸の内でにやりと笑って、竜胆は頷うなずく。

「本当よ。あんたの魔剣を、蘇よみがえらせてあげる」
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「もう服を着ていいわよ」

　女医に声をかけられて、鋳流は真っ白なシーツの上に身を起こした。

　診しん療りよう用の寝しん台だいから床に足を下ろして立ち上がり、首をこりこり回して伸のびをする。

　一糸まとわぬ裸ら身しんを蛍けい光こう灯とうが白々と照らす。

　籠かごに放ほうり込んだ服の中から下着を取ると、片脚あしずつ通して穿はいた。

「…………で、どう？」

　身体の前でブラジャーのホックを留めながら、曖あい昧まいな質問を投げかける。

　質問の相手は、寝台のそばの丸椅い子すに座った白衣の女医だ。

　眼鏡の奥の目は鋭するどく細められて、発光パネルの上のレントゲン写真を見ている。

「正直、よくわからないわね」

　服を着ている鋳流に向き直って、女医は言った。

「わからない？」

「特定のどこが悪いというわけではないんだけど────なんだか、全体的に妙みような感じがする、あなたの身体。触しよく診しんしても、中を見ても同じ」

「西洋医学の徒にしてはずいぶん曖昧な表現をするのね」

　鋳流はパーカーに頭を通してフードをはね除のけ、乱れた髪を直す。

「まあ、言いたいことはわかるわ。確かにその通りだと、いるるも思うもの」

「何か自覚症しよう状じようが？」

「ううん、絶好調よ────身体はね」

　鋳流はその場でくるりと回ってみせる。

　何気ない動作だが、見る者が見れば驚きよう愕がくしただろう。指先にまで神経の行き届いた、体たい軸じくにまったくぶれのない精密なターン。熟練のバレリーナのような完かん璧ぺきな身体制せい御ぎよ。それは達人の動きだった。

「じゃあ、何が？」

　問われて鋳流は顔を背そむける。窓のない部屋に蛍光灯の唸りがかすかに響いている。

「…………心、なのかな」

　不満げな口調だった。

「あんまり、メンタル弱いと思ってないから、超ちよう不本意なんだけど。でも、なんだか調子が出ないのは確か」

　女医は口を挟はさまず、手の動きで先を促うながす。鋳流は続けた。

「鬱うつっぽいとか、そういうんじゃないのよ。ただ、なんていうか…………疲つかれてる気がするの」

「疲れてる────」

「でも、さっき言ったとおり、体調は万ばん全ぜんなの。精神的にも健康だと思う。いるる、ずっと前から好き勝手に生きてるからさ」

　言葉を切り、鋳流は寝台に腰こしを下ろした。

「でも、なんかね…………ときどき、あれっ、て瞬しゆん間かんがあるの。いるる、今、何やってるんだろうって。何のためにここにいるんだろうって。もう、いいんじゃないかって。今までそんなことなかったのに。でも────」

「いつごろから？」

「《夜来たる》と早瀬吏玖に遭あってから」

　女医の質問に、鋳流は即そく答とうした。

「わかってるのよ。あいつらがきっかけだってことくらい。だけど、ほじくり返したのがあいつらなだけで、根本の原因はいるるの中にある気がするの」

「…………」

「ただ、その原因がわかんないの。身体からだでもない、心でもない。だとしたら────何？」

「魂たましい…………とか？」

　女医の口をついて出た言葉に、鋳流は意外そうな顔をした。

「お医者さんでもそういうこと言うの？」

「今日ここに来たのは、ただの健康診しん断だんのためじゃないんでしょう？　いつもは来いと言っても来ないくせに。用があるのは、私の魔剣じゃないの？」

　鋳流は顔をよそに向けて、猫ねこが顔を洗うような仕し種ぐさを始めた。

「何をごまかしてるのよ。いいから、あなたの魔剣を抜ぬいて」

「はぁーい、先生」

　次の瞬間、鋳流の手の中に《虚数》があった。

　蜉蝣かげろうの翅はねを思わせる薄うす緑みどり色をした、半はん透とう明めいの刀。

　ぴりぴりと肌はだを刺さすその存在感に、女医が息を吞のむ。

　鋳流は寝台の上に《虚数》をそっと横たえ、柄つかに片手を優やさしく添そえた。

「それじゃ、お願い」

　女医は表情を引き締しめて頷き、拳こぶしの中から自らの魔剣を引き抜いた。

　刃はが非常に細く尖とがった、長さ三〇センチほどの短たん剣けんである。その刀身は磨みがき抜かれた鏡だった。誰とも知れない人ひと影かげが鏡面を横切り、消えていく。

　ミゼリコルド。中世ヨーロッパの戦場で、倒たおれた者を鎧よろいの隙すき間まから刺してとどめを刺すために使われた武器だ。

「《砂の中の扉ム・ムルム・ムラルル》」

　魔剣の銘なを呼ぶと、砂に埋うもれた鏡のヴィジョンが背後に浮かび上がった。

　女医は組んでいた脚をほどき、短剣を握にぎった右手をタイトスカートから伸びる太ふと腿ももの上に置いた。座ったまま丸椅子のキャスターを転がし、寝台に近づける。

　緊きん張ちようした面おも持もちで右手を差し伸べ、ミゼリコルドの刀身で《虚数》に触ふれた。




《砂の中の扉》は特とく殊しゆな魔剣である。

　直接的な攻こう撃げき力はゼロに等しい。その能力は、触れた相手の情報を分ぶん析せきするというだけのものだ。接せつ触しよくした刀身を通じて遣つかい手もろとも行動を支配する《虚数》とは比べものにならない、「弱い」魔剣である。

　しかし、だからこそ、この魔剣は《虚数》に触れて無事で済む数少ない魔剣となっていた。ワニの口の中を掃そう除じする小鳥のように、《砂の中の扉》は、《虚数》と鋳流をメンテナンスするために飼われているのだ。

　ミゼリコルドの細い刃に触れられながら、《虚数》の半透明の刀身に震ふるえが走った。透すき通った鋼はがねの上を走る薄緑色の翅し脈みやくがかすかに脈打っている。そのリズムは徐じよ々じよに穏おだやかに、ゆっくりになっていく。まるでマッサージを受けてリラックスしていくかのように。

《虚数》の緊張がほぐれていくにしたがって、鋳流の様子にも変化が起きた。瞼まぶたが半ば閉とざされ、頰ほおに赤みが差す。《砂の中の扉》が、《虚数》を通して遣い手の中まで入り込み、つぶさに観察しているのだ。それは魔剣と遣い手の両方に、催さい眠みんにも似た効果を及およぼす。

「…………これで診みるのは久々だけど」

　女医が口を開く。額に浮ういた汗あせの粒つぶが、極度の集中を物語っている。

「《虚数》もだいぶ不安定になってきてるわね」

「…………そう？」

「《砂の中の扉》の能力で、私には魔剣の精神構造が見えるの。あちこちに空白ができてたり、重複してたり────ちょうど、使い込んだパソコンみたい」

　鋳流はくすりと笑う。

「身も蓋ふたもない喩たとえね。わかりやすいけど」

「そうでなければ、コピーを繰くり返しすぎてエラーが増えた遺伝情報ってとこかしら」

「コピー…………ね」

　鋳流は呟つぶやいた。

「確かに、そう────コピーみたいなものなのかな」

「何が？」

「《虚数》は今まで、自分の破は片へんからたくさんの魔ま剣けんを創つくってきた」

　鋳流はそう言って、ぼんやりした視線を《砂の中の扉》に向ける。

「〈兵器廠〉の魔剣のほとんどが、《虚数》から創ったもの。あなたの魔剣もそう。もう長い間同じことを繰り返してきたから、そろそろ無理が来ても不思議じゃない」

「────あなたは？」

「《砂の中の扉》には、どう見えてる？」

「…………そうね、同じように見えるわ。あなたもだいぶ、傷いたんできてる」

　女医の目には、魔剣の知覚を通して、鋳流の精神構造も見えていた。人間の精神は魔剣とはまるで違ちがう作りだが、システムが疲ひ労ろうしているという点では共通していた。

「なるほどね。一心同体だもんね、無理もないか」

　ため息をつきながらも、鋳流の手は愛いとおしげに《虚数》の柄を撫なでている。

「でも、もうひとつ気になるのは────」

　女医は言いかけて、ためらった。

「何？　言ってよ、先生」

「ええ、その────あなたと《虚数》、もしかして喧けん嘩かでもした？」

「え？」

「前に診たときにはそんなことなかったんだけど、ふたりの精神の結合部分が混乱してるの。がっちり嚙かみ合ってはいるんだけど、複雑に入り組んで絡からみついてる」

　しばらく目をぱちくりさせていた鋳流だったが、やがて目を伏ふせて口を開いた。

「嫉しつ妬としてるのよ」

「嫉妬？」

「いるるが、自分以外に興味を持つから」

　女医が顔を上げると、鋳流のそばに寄り添う儚はかなげな美少年の姿が目に入った。

《虚数》の幻げん像ぞうである少年は、鋳流から顔を背けて寝台に腰こし掛かけている。その表情には哀かなしみと怒いかりが入り混じっていたが、それでも鋳流と繫つないだ手を離はなすことはなかった。

「いるるも、《虚数》も────ふたりとも、お互たがいを唯ゆい一いつの拠より所として長い年月を生きてきた。こうやって何度もメンテして、身体も精神も長い間保ってきたけど────」

　言葉を切る。

「────《夜来たる》と、早瀬吏玖」

　鋳流の口からその言葉が出ると、《虚数》の幻像が表情を険しくした。繫いだ手に力が込められる。

「あの子たちをどう扱あつかうべきか、いるるの中にも迷いがある。《虚数》はそれが不安なの」

「そう…………みたいね」

　鋳流は女医に微笑ほほえみかける。そうして笑うと、歳とし相応には見えない。

　少女の姿のまま二〇〇年生きているようには、とても見えない。

「それじゃ、いつものように────メンテお願いできる？　せんせ」

　私にできることは限られているけど──という言葉を吞み込んで、女医は頷うなずく。

「ＯＫ。楽にしてて」

　それだけ言うと、最強の魔剣と最強の遣い手の絡み合った精神の中に、《砂の中の扉》を構えて、彼女は没ぼつ入にゆうする。
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「それじゃ、行ってくる」

　玄げん関かんで靴くつを履はいて、吏玖は振ふり返った。

「気をつけてね、吏玖くん」

「こっちは大だい丈じよう夫ぶだよ。僕より、墨緒さんも気をつけて。〈火神結社〉も〈兵器廠〉も、何してくるかわかんないから」

「ううん。頼たのもしい護衛がいるから、安心してる」

　そう言って、墨緒は隣となりに立っている心花に微笑みかけた。

「ね、心花ちゃん？」

「うう～～～～っ」

　心花はぷっくりと頰を膨ふくらませて吏玖を睨にらんでいる。ちょっと涙なみだ目めだった。

「そんな顔しないでよ、心花ちゃん。話し合って決めたことだろ？」

「それはそうですけどっ！」




　おじいちゃんの家に、もう一度行ってみようと思う──という話を吏玖が持ち出したのは、週末の朝食の席でのことだった。

「早瀬先生の家に？　どうして？」

　眠ねむそうな顔を上げて墨緒が訊たずねる。

「あそこは《夜来たる》と最初に逢あった場所だから。あのときは僕も混乱してて、そのままにして逃にげて来ちゃったけど、何か手がかりが残ってるかもしれない」

「手がかりって？」

「刕蠱の進行を止めるための」

　墨緒がコーヒーを口に運ぶ手を止めた。吏玖は続ける。

「おじいちゃん、ずっと《夜来たる》を保管してたんだし、僕の知らないこと色々知ってたと思うんだ。あそこに戻もどってみれば、何かわかるんじゃないかって」

「うーん……先生のノートを調べた感じ、魔剣の来歴に関してはかなり突つっ込んで研究してたし、刕蠱の存在にも辿たどり着いてたみたいだけど、先生自身が魔ま剣けん遣つかいだったとは思えないよ？　そんなことはどこにも書いてなかったし」

「でも、やっぱりあの蔵くらにもう一回戻ってみようと思う」

「それは止めないけど」

「はいっ！　はいっ！」

　横から元気よく手が挙がった。心花である。

「私も行きますっ！」

「いや、心花ちゃんはここに残っててほしいんだ。誰だれかが墨緒さんを護まもる必要がある」

「えっ。でも、吏玖さん一人じゃ心配です！」

「僕は大丈夫だから」

「それなら、三人で行きましょう！　これなら安心です！」

「心花ちゃん、私と一いつ緒しよにいるのそんなに嫌いやなの……？」

「あっ、やっ、違います違いますそういうことじゃなくって！」

　心花は慌あわてたように両手を振って、吏玖と墨緒をせわしなく見比べる。

「わ、私、お二人とも護らなきゃいけないのに、どうすれば────」

「僕の方は心配要いらないよ」

「それはそうかもしれませんけど、でも」

「心花ちゃんがここを護っててくれれば、安心して出かけられる」

　混乱している心花をなだめるように、吏玖は言い聞かせる。

「僕も墨緒さんも、心花ちゃんを置いていなくなったりしないから。ちゃんと戻ってくる」

　心花は目をぱちくりさせて黙だまってから、唇くちびるを尖らせた。

「そういうの、死亡フラグっていうんですよう…………」




　結局、一緒に来たい心花を説得するのに三〇分くらいかかった。

　その結果が今のこの不満顔である。

「そういうことだから、じゃあね」

「あっ、あっ、吏玖さん！　ほんとに気をつけてくださいね！」

「はいはい。心花ちゃんもね」

　心花がおとなしくしているうちにと、吏玖は手を振って玄関を出た。

「ふう」

　ため息をついて芹沢家の門を出た吏玖の頭の中に、満足そうな含ふくみ笑いが聞こえてくる。

〝んーふーふー〟

（どうした、《夜来たる》？）

　ぱっ、と《夜来たる》の幻像が出現して、吏玖の左ひだり腕うでに自分の腕を絡めた。

　幻像のはずなのに、柔やわらかい胸の感かん触しよくにどきっとする。

　ぼんやりしていたその感触が、日に日にはっきりしてくるような気がするのは、吏玖の思い違いだろうか。

（お、おい？）

〝二人っきりでおでかけだね、リク！〟

　満面の笑えみでそう言われて、呆ぼう然ぜんとする。

（あ、あのなあ…………遊びに行くんじゃないんだぞ）

〝もっちろんわかってるわよ。馬ば鹿かにしないでよ〟

（そうか？　ほんとに？）

〝あったりまえよ。また狩かりに連れてってくれるのよね？〟

（は？）

〝足手まといを置いて遠出して、魔剣をいっぱい誘さそい出して、片かたっ端ぱしからブチ折ろうってことなんでしょ？　リクもたまには冴さえてるじゃない〟

（おまえ何聞いてたんだよ!?）

〝んふふふー。ひさびさに邪じや魔ま者ものいなくて嬉うれしいなー〟

　吏玖の突っ込みも完全スルーである。

　──ま、まあ、上じよう機き嫌げんな分にはいいか…………。

　腕にぶら下がって鼻歌でも歌い出しそうな横顔を見て、吏玖は思い直した。

　おぼろげながらも肉体的な感触があると、ただの魔剣の刃じん格かくが投とう影えいされた立体映像と思いこむのは難しい。本当にそこに女の子がいるように思えてくる。

　──他人に見えない女の子とくっついて歩いてるって、言葉にするとかなりヤバい人だよなあ…………。

　そう思いつつ見ていると、《夜来たる》が吏玖を見て小首を傾かしげた。

　なぜかどぎまぎして視線を逸そらしてしまう。

〝どうしたの、リク？〟

（い、いや…………なんでもない）

〝ふふっ、変なリク〟

　なんとなくぎくしゃく歩いて、最も寄よりの駅に着いた。

　祖父母宅へは都心から電車を何本か乗り継ついで行く。

　券売機前で路線図を確かく認にんしていると、背後から声がかかった。

「あら、吏玖。こんにちは」

　浮うかれていた《夜来たる》の顔が凍こおり付いた。

　その声は聞き誤りようもない。

　鋳流だった。

〝またおまえか！〟

　眉まゆを逆立てて《夜来たる》が叫さけぶ。

　振り返ると、タワーシールド遣つかいの大男──確かダムという名で呼ばれていた黒人が、改札から出てくる人の流れから突き出す岩のように聳そびえ立っているのがまず目に入った。

　鋳流はその岩いわ陰かげに護られて立ち、ポケットに両手を突っ込んでいる。

　心なしか息が荒あらく、肩かたが上下している。護衛の大男もそうだった。

「こんなところで遭あうなんて奇き遇ぐうね、吏玖」

「…………奇遇っていうか」

　吏玖はじろじろ鋳流を見ながら答える。

「なんでハァハァしてんの？　走ってきた？」

「気のせいよ。それより、どこ行くの？　ご一緒してもいい？」

〝ハァ!?　何言ってんのこいつ！　だめよ、だめだめ、ぜーったい、だめ！〟

「反省したのよ。昨夜ゆうべはちょっといきなりすぎたかなーって。だから────」

〝あっ!?〟

　ごく自然な動作で、鋳流は吏玖の手を取った。

「────やっぱり、おつきあいはちゃんと段階踏ふまないとね？」

「…………あのさ」

「なーに、吏玖？」

「君の隣で、《虚数》がものすごい目でこっち睨んでるんだけど」

「あら。ちょうどいるるも、《夜来たる》にぶっ殺すぞって感じで睨まれてるところよ」

　口ではそう言いながら、鋳流は気に留める風でもない。

「それはそれとして、一緒に行ってもいいわよね、吏玖────？」







　第二章　遺された言葉







　　　　１．




　三時間後、ひどく消しよう耗もうして吏り玖くは電車を降りた。

〝うう…………あんまりよ、リク、こんなの、あんまりだよ…………〟

　頭の中で《夜来たるNightfall》がしくしく泣く声がする。

「二人っきりでおでかけ」を見事に邪魔された《夜来たる》は、鋳流いるると《虚きよ数すう》を罵ののしり続け、同行を拒きよ絶ぜつしない吏玖を責め、ついには泣き出してしまった。

　もう一本の魔ま剣けんである《虚数》の方も状じよう況きようが気に入らないようで、鋳流の向こう側から常に殺意の籠こもった視線を飛ばしてくる。鋳流に触ふれられると《虚数》の幻げん像ぞうが見えるので、吏玖としてはなるべく遠ざかっていたいのだが、そんなことはお構いなしに鋳流は手を握にぎってくるのだった。

　当の鋳流はといえば、魔剣たちの不満などどこ吹ふく風、傍はたから見れば恋こい人びととしか思えないような近さで吏玖にぴったりくっついている。

　その印象を裏切るのは、隣となりで睨にらみを利きかせているスーツの黒人ボディガードだ。

　タワーシールドこそ出してはいないものの、ダムのたたずまいは明らかに堅かた気ぎではない。

　地方の小さな町、駅前に人通りはまばらだが、それでも周りの視線が痛い。のどかなはずの三時間の電車の旅は最悪だった。乗り合わせた乗客の不ふ審しんげな目つきといったらトラウマになりそうなレベルで、バリアでも張っているみたいに吏玖たちの周りに無人のエリアができていた。おかげでずっと座っていられたのを不幸中の幸いと言うべきかどうか。

「で、この後どうするの、吏玖？」

　鋳流が無む邪じや気きに訊たずねる。

「そもそもここどこ？　こんな辺へん鄙ぴな場所に何の用があるの？」

　現地の人が聞いたら怒おこり出しそうなことをずけずけ言う鋳流。辺鄙なのは確かだが。

「だからおじいちゃんの家に行くんだよ！　ていうか、おまえは何しに来たんだよ!?」

「そんな言い方しないでよ。いるる、吏玖と一緒に来たかっただけだもん」

「はあ…………」

　吏玖は今日何度目になるかわからないため息をついた。

　鋳流が一いつ緒しよなんてひどい、と《夜来たる》には責められたが、同行を承知したおぼえはない。むしろはっきり来るなと言ったのだが────

「それなら、いるるはいるるで好きなところに行くわ。どこに行こうがいるるの勝手だから、断られる筋合いはないわよね？」

　────という屁へ理り屈くつで粉ふん砕さいされた。

　もう我が慢まんできない、この場でこいつを叩たたき斬きろう、と《夜来たる》は息巻いたが、近所の駅の人ごみの中でそんなことできるわけないのである。




　駅前で捕つかまえたタクシーで田舎いなか道を一〇分ほど行くと、田畑が広がる中の集落にたどり着く。吏玖と鋳流に続いて、巨きよ体たいを窮きゆう屈くつそうに折り曲げていたダムがタクシーを降りる。いつものように護衛が二人だったら一台には乗り切らなかっただろう。

「そういえば、もう一人はどうしたの？」

「ディーは今日は別のところよ。本人の希望もあったしね。安心して」

「……？　あ、そう……」

　何が安心なのかわからないまま吏玖は生返事をする。

　脇わき道みちを少し歩くと、祖父母宅の敷しき地ちを取り囲む緑の生け垣がきが見えてくる。垣かき根ねの切れ目をくぐると、古い茅かや葺ぶきの屋や敷しきが現れた。

「あら、素す敵てきな風ふ情ぜいじゃない」

　物もの珍めずらしそうに鋳流が言った。

「最近はこういう家、見なくなったわよね」

　その言葉を吏玖はほとんど聞いていない。

　吏玖の目は屋敷の入口に釘くぎ付づけになっていた。

　数か月前、確かに閉めて出たはずの玄げん関かんの引き戸が────開いている。




　玄関から一歩入ると、他人が踏み込んだ形けい跡せきは歴然としていた。

　あの日、燐りん光こうを放つ曲刀を持った男が、白く足あし跡あとを残した板張りの廊ろう下かには、さらに何人もの土足の足跡が入り乱れている。

　ただ踏み込んだだけではない。家の中は荒あらされていた。タンスの引き出しはぶちまけられ、天てん井じようや床ゆか、襖ふすままでが破られて足元に倒たおれていた。

　徹てつ底ていした家探し、怒りさえ感じられる破は壊かいの跡。誰だれがこんなことを──と考える前に、吏玖の頭には回答が浮かんでいた。竜りん胆どう率いる〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の仕し業わざだろう。

「ずいぶん派手にやったもんね」

　鋳流が呆あきれたように言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、吏玖？」

「あ？　ああ…………うん」

　さすがに呆ぼう然ぜんとしながら吏玖は頷うなずく。

　正直、あまり大丈夫ではない。

　初めて魔ま剣けん遣つかいとして戦ったあの日以来、祖父母宅には足を向けていなかった。

　壊こわした家具調度や、床にこぼれた血の跡も掃そう除じしないまま逃にげるように帰ってきたから、それをまた見ることになると覚かく悟ごしてはいたのだが、まさかこんな光景が待っているとは。

　子供時代の吏玖が暮らしていたこの家、思い出の染しみ着いたこの古い屋敷が、他人によって踏み荒らされたという事実は、ショックという一言で済ますには大きかった。

　ふと、左手に何かを感じた。

　横を見ると、《夜来たる》の気き遣づかわしげな顔と目が合った。

〝リク〟

（…………ああ）

　話はしなくても、《夜来たる》の気持ちは伝わってきた。

　人間ではない《夜来たる》にとって、思い出の場所を壊されたということの意味はわからないのかもしれないが、それでも吏玖の動どう揺ようを感じ取って、心配しているのだ。

　手を握り返すと、おぼろげではあるが、温ぬくもりが伝わってくる気がした。

「今はもう誰もいないみたいね」

　耳を澄すますように頭を回めぐらせて、鋳流が言った。

「ただの嫌いやがらせでこんなことをするとは思えないけど、何を探しに来たのかしら？」

「あいつらも《夜来たる》の来歴の手がかりを探してるんだと思う」

「もちろん。いるるだってそれは知りたいもの。だけど、それは何？　《夜来たる》が何者なのかを知るには、何を見つければいいの？」

　その質問の答えは、吏玖にもわからない。

　食器棚だなも床下収納も根こそぎ荒らされた台所を歩くと、足元で皿の破は片へんが鳴った。

　あの戦いの舞ぶ台たいとなった茶の間では、刃やいばの貫かん通つうした跡のある座ざ卓たくがひっくり返っていた。

「《夜来たる》とはどこで逢あったの？」

「裏の蔵くら」

「行ってみましょ」

　縁えん側がわの雨戸は蹴け倒たおされて庭に落ちていた。

　庭の物干し台と竿さおは切断され、斜ななめになった切り口は黒く焼け焦こげている。

「八つ当たりしたみたいね、あの子」

　鋳流がくすくすと笑う。

　蔵に近づくと、分厚い扉とびらはばらばらになって散乱し、ぽっかりと入口をさらけ出しているのが見えた。こちらの切り口は焼けておらず、まるでノコギリか何かで切ったかのように細かなオガクズがあたりの地面に散っている。

　戸口をくぐり、手て探さぐりで電気のスイッチを探し当てると、高い梁はりから吊つるされた裸はだか電でん球きゆうの光が蔵の中を照らし出した。

〝あ…………〟

《夜来たる》が小さく声を漏もらした。

（どうした？）

〝ここって…………その…………私とリクが、最初に出逢ったところよね？〟

（そうだよ…………って、今気づいたのか!?）

　思わず突つっ込んでしまった。

　今自分がどこにいるのかという情報は、魔剣にとってはあまり重要ではないようだ。

（それにしたって、ぼんやりし過ぎじゃないか？）

〝だって、私はリクと一緒だったらどこにいたっていいもん〟

　心外そうな表情で《夜来たる》が言い、蔵の中を見み渡わたした。

〝でも、ここはわかるよ。ちゃんと憶おぼえてる。前に来たときと同じ〟

（そうかあ…………？）

　吏玖の目には、とても前来たときと同じには見えない。家の中同様、蔵も徹底的に荒らされ、足の踏ふみ場もなくなっていた。

〝うん、同じ。だって、ちゃんと残ってる〟

（残ってる？　何が？）

　怪け訝げんに思って訊ねる吏玖の横で、《夜来たる》の幻像がつないだ手をほどき、散乱した木箱や古道具の残ざん骸がいの中へと歩きだした。

「どうしたの？」

　背後から鋳流が顔を覗のぞかせる。一人である。ダムは外に残してきたようだ。

「わからない。《夜来たる》が何かを────」

　蔵の奥まで進んで、《夜来たる》は足を止めた。

〝これ〟

　指さす足元には残骸しか見えない。

（おまえには何か見えてるのか？）

〝うん。リクには見えないの？〟

　吏玖は少しためらってから、鋳流を振ふり向いた。

「ちょっと抜ぬいてみるから、下がってて」

「いいけど」

　鋳流が素す直なおに距きよ離りを取るのを確かく認にんしてから、吏玖は左の手のひらに右の拳こぶしを合わせた。

　拳を離はなすと、手のひらとの間の空間に夜色の刀身が現れる。

　蔵の中の空気が張り詰つめる。あのときと同じように。

　この世のものではない蒼あおい鋼はがねを、星の光が彩いろどっている。

（見せてくれ）

　そう念じると、《夜来たる》の知覚が視覚情報に変へん換かんされて、吏玖の目から流れ込んできた。

　床一面を埋うめ尽つくす残骸は、《夜来たる》にとってはまったく興味をそそられないものらしく、この視点で見た吏玖もすぐに関心を失った。

　その下の床は、大小の不ふ揃ぞろいな敷しき石いしが隙すき間まなく組み合わさってできている。斬り応ごたえがありそうな固い石質だ。

《夜来たる》の幻げん像ぞうが指し示していた場所は、一見して他ほかと同じようにしか見えなかった。

　しかしよくよく意識を凝こらすと、敷石の一つの下にわずかな隙間があるようだ。

　切っ先を敷石に突き刺さし、腕うでを返すと、石はきれいに持ち上がって抜けた。

　石材に刀を突き刺すなど常人の業ではないが、《夜来たる》の強きよう靭じんな鋼と、今の吏玖の技ぎ倆りようをもってすれば難しいことではない。

「何かある…………？」

　吏玖は屈かがみこみ、敷石の抜き取られた穴に手を入れた。

　そこにあったのは、黄色い油紙に包まれた薄うすい紙束らしきものだった。

（おまえの言ってたのって、これか？）

〝うん、そう〟

（何これ？）

　吏玖の問いに、《夜来たる》は不思議そうな顔になった。

〝なんだろ…………？〟

（わかんないのかよ！）

《夜来たる》を納刀すると、元の視覚が戻もどってきた。一時的に意識から消えていた蔵の中の惨さん状じように、改めてびっくりする。

「それは？」

　首を傾かしげる鋳流の方へ戻りながら、吏玖は油紙の包みを開いてみた。

「なんだろう…………手紙？」

　そこには、こう書かれていた。




　────早はや瀬せ吏玖殿どのへ




　吏玖の祖父、早瀬俊とし夫おの筆ひつ跡せきであった。




　　　　２．




　長い手紙ではなかった。

　簡素な便びん箋せんに万年筆で書かれた字はまだ色いろ褪あせてもおらず、保存条件がよかったせいか、つい昨日書かれたかのように瑞みず々みずしい。

　吏玖に宛あてた文面は、こう始まっていた。




　────吏玖殿。君の両親、つまり僕の息むす子こと彼の妻が亡なくなった夜、これを記す。泣き疲つかれたのだろう、君はもう寝ね入いっている。このようなことがいずれ起こるかもしれないと思っていたが、実際に起こってみるとやはり辛つらい。君は尚なお更さらだろう。

　許してくれとは言えない。君の両親が亡くなったのは、ある意味では僕のせいなのだ。




「ふうん？」

　鋳流が横から覗き込んできた。

「ちょ、ちょっと…………普ふ通つうこういうのって遠えん慮りよしない？」

「え？」

　遠慮ってどういう意味だっけ、とでもいうような怪訝そうな目で見上げられて諦あきらめた。

　続きを読むことにする。




　────この手紙を見つけたということは、僕はもうこの世におらず、君はあの、夜の色をした刀の遣つかい手になったのだろう。そのことについても、謝らなければならない。君がその魔ま剣けんと出逢ったのは、僕が遣い手としての役割を拒きよ否ひしたからなのだ。いわば君は僕の身代わりということになる。

　僕がNightfallとどうやって出逢ったかは語らない。戦中、大陸でのことだとだけ言っておく。Nightfallというのは僕がつけた銘なだ。刀を手にした瞬しゆん間かんに、頭の中に浮うかんだ言葉をそのままつけた。君が彼女をどう呼ぶのか知るべくもないが、ここではNightfallの銘を使わせてもらう。




〝それって、もしかして私の話？〟

（もしかしなくても、そうだよ）

《夜来たる》も横から顔を突っ込んできた。はっきりした実体はないのに視界は遮さえぎるから、とても邪じや魔まである。

（おまえ字読めるの？）

〝リクから意味が流れ込んでくるから大だい丈じよう夫ぶ〟

（じゃあ顔突っ込まなくてもいいんじゃないのか…………？）




　────Nightfallと出逢ってすぐ、僕は何に巻き込まれたのかに気が付いた。蠱こ毒どくだ。知性を持たされた特とく殊しゆな武器を用い、人間を贄にえとする呪じゆ詛そ。一体どれだけの者がこの巨きよ大だいな呪のろいに取り込まれてきたのだろうか。ただ僕は、それに諾だく々だくと従いたくなかった。Nightfallは憤ふん慨がいしたが、僕は拒こばんだ。容易たやすいことではなかった。

　そして、それには代だい償しようが伴ともなった。

　Nightfallの懇こん願がんにも誘ゆう惑わくにも従わず、魔剣同士の殺し合いから遠ざかることに決めた僕が支し払はらわなければならなかった代償は、家族の命だった。

　大陸から郷里に帰った僕は、空くう襲しゆうなどありえないようなこの田舎いなかで、狙ねらったように落とされたたった一発の爆ばく弾だんによって、残してきた親兄弟が全員亡くなっていたことを知った。




（そうだったのか）

　吏玖も初めて知る事実だった。

　祖父の家族は、戦争で死んだとしか教えられていなかった。




　────魔剣は他の魔剣の魂たましいをエネルギーとして駆く動どうする。

　それが得られない場合、魔剣は飢うえる。

　飢えた魔剣は、必要なエネルギーを遣い手から求めることになる。

　そこで消費されるのは、遣い手を人間として成り立たせている存在そのものだ。

　言い換かえるなら、遣い手の「大切なもの」だ。

　例えば、魂。例えば、肉親。例えば、自らの四し肢し。例えば、敬愛する師。

　魔剣に消費される前に、あえてこれらを捧ささげることで魔剣を強化することも可能であるようだ。ある種の魔ま剣けん遣つかいの結社が存在し、故意にこの方法を選せん択たくしている節がある。

　大切なものを犠ぎ牲せいにすることで魔剣はより強力になる。

　人としての執しゆう着ちやくをなくせばなくすほど、魔剣と遣い手の練度は上がる。

　Nightfallはそれを知らなかったと言う。噓うそではないのだろう。彼女はひねくれているが、噓をついたことはないからだ。

　ともあれ、わが親兄弟の死は、Nightfallの腹を存分に満たした。

　だが、それはいつまで保もつのか。

　次に何を失うのか、一生怯おびえて生きなければならないのか。

　それでも、僕は恐きよう怖ふに屈くつするわけにはいかなかった。

　呪いの連れん鎖さに引きずり込まれることだけは避さけなければいけないのだ。




〝変なの。何言ってるんだか、全然わかんない。これ本当に私の話？〟

[image: ]

（そう書いてあるじゃないか）

〝だって私、そんなの全然憶おぼえてない…………〟

　不安そうに《夜来たる》は言葉を切った。

　鋳流は黙だまっている。




　────失って悲しむような大切なものを作らずに、一人で生きようと決意した。だが、無理だった。およそこの世に生を受けて、誰だれとも関かかわらず一人で生きることなどできようか。大切なものはひとつ、またひとつと増えていった。幸せなことだとは思う。君もその「大切なもの」のひとつだ、吏玖。

　そして今日、私の息子夫ふう婦ふ、君の両親が亡くなった。数十年ぶりに、魔剣の飢えは満たされた。




　その部分の筆跡は乱れていた。一行空けて手紙は続いた。




　────先ほど、Nightfallと話をした。彼女はこう言った。魔剣は遣い手から離れて時間が経たつと意識が低下する。眠ねむりというか、気絶に近い状態だ。そのままの状態で安置しておけば、飢える速度を低下させることが可能かもしれないという。こうすることで、僕は遣い手としての役割から解き放たれる。一時的にではあるが。

　Nightfallにとって、これは自ら死を選ぶかのような提案のはずだ。魔剣にとっての世界は、遣い手ただ一人。その手をあえて離はなれるというのは、途と方ほうもなく辛い選択だろう。

　その代わり、と彼女は言った。

　その代わり、おまえの孫を私にくれ、と。

　おまえのような腰こし抜ぬけの年寄りではなく、まだ若いあの子なら、自分を振ふるうに相応ふさわしい魔剣遣いになるだろう。それを条件として、しばしの別れを受け容いれてもいい、と。

　君は自分が僕の身代わりにされたと思っているかもしれない。

　確かに、その通りだ。これ以上自分の大切なものを奪うばわれる苦痛に僕は耐たえきれない。それは僕の弱さだ。君には怒おこる権利がある。

　しかし、一つだけ言い訳をさせてもらえるなら、聞いてほしい。

　僕は恐おそれたのだ。次に奪われるのは、他でもない君の命なのではないかと。




　十二月の冷たい風が、扉とびらの破は壊かいされた蔵くらの入口から吹ふき込んできて手紙をはためかせた。《夜来たる》も鋳流も口を挟はさまなかった。終わりに近づく文面を吏玖は読み進める。




　────皮肉なことに、Nightfallの言葉によれば、わが一族は夏かの桀けつ王おうの血を遠く引いていて、先天的に魔剣の取り扱あつかいに向いているのだそうだ。適性があるにもかかわらず僕が権利を放ほう棄きしたことで、Nightfallはいたく憤慨していた。鈍どん物ぶつ、のろま、とよく罵ば声せいを浴びせられたものだ。最近は諦めたようだが。

　この手紙の隠かくし場所は、僕とNightfallしか知らない。僕の危き惧ぐが的を外して、手紙が誰にも読まれぬまま朽くちていけばいいと願う。その場合は、Nightfallも世の終わりまで休きゆう眠みん状態から覚めぬままだろう。そうならなければ、君に重荷を託たくしてしまうことを重ねて詫わびなければならない。

　Nightfallが呼んでいる。もう行かなければ。休眠する前に少しでも一いつ緒しよにいてやる約束をした。あれでも寂さびしがり屋なのだ。あれだから、と言うべきか。

　僕は魔剣の呪いから完全に脱だつする方法を遂ついに見つけられなかった。

　君がNightfallを手にすることになったとしたら、僕よりもうまくやれることを、そして僕よりも悲しみを味わうことの少ないよう、心から武運を祈いのります。





早瀬俊男　　　






　手紙の後ろから、はらりと四角い紙が落ちた。

　鋳流が床ゆかから拾い上げ、しげしげと見つめる。

「────似てるわね」

　吏玖の顔と見比べながら付け加える。

「でも、おじいさまの方がかっこいいかな」

　鋳流の手にあるのは古い写真だ。

　黄ばんだモノクロの写真の中で、吏玖に面おも差ざしの似た青年がカメラの方を見つめている。

　腰こしかけに座った膝ひざの上には、見覚えのある刀が鞘さやに入った状態で置かれていた。

（憶えてるか、《夜来たる》？）

〝ううん…………わかんない。わかんないよ、リク〟

《夜来たる》は混乱しているようだった。

〝憶えてなくちゃいけないのかな。いくら思い出そうとしても、やっぱり無理なの。私が憶えてるのは、この場所で、リクと出で逢あったことだけ。それより前のことなんて、どうやっても思い出せない〟

（でも、この手紙の隠し場所は憶えてたじゃないか？）

〝うん、でも、なんで知ってたんだかわかんない！〟

〝────その小こ娘むすめは何も知らぬよ〟

　どこからともなく聞こえてきた声に、反応が遅おくれた。

　気が付いた時には既すでに、夜のドレスをまとった少女がそこにいた。

　底知れぬ凄すごみを放つ夜の女王────《夜来たる》の第二刃じん格かくである。

〝物わかりの悪い男であった、汝なんじの祖父は〟

　蔵の壁かべが結けつ露ろし、水すい滴てきを滴したたらせ始めた。床一面の残ざん骸がいが急速に劣れつ化かし、炎ほのおもないのに灰のように色いろ褪あせ、ぼろぼろと崩くずれていく。

〝で、出たな！　私のニセモノ！〟

　こちらの《夜来たる》が身構える。

　幻げん像ぞうが身構えたって仕方がないと思いつつも、吏玖にもその気持ちはわかる。

　第二刃格の存在感は強きよう烈れつで、魔剣遣いではない墨すみ緒おにすら姿が見えたくらいだ。平然としていられる者は多くないだろう。

　たとえそれがもうひとりの自分だとしても。

　第二刃格が空中に浮いたままゆっくりと近づいてくると、《夜来たる》は吏玖の前に立ち塞ふさがった。その必死な表情に、第二刃格は余よ裕ゆうの微笑ほほえみを向ける。

〝小娘。汝が手紙の在あり処かを憶えたるは、我の記き憶おくなり。汝は我の影かげ。早瀬吏玖と我の出逢いの際に生じた、儚はかない影に過ぎぬ〟

〝リクと出逢ったのはおまえじゃない！　私よ！〟

　猛もう獣じゆうの前で毛を逆立てて唸うなる小動物のような構図だった。

　吏玖は前に進み出て、第二刃格と対たい峙じする。

「おじいちゃんは魔剣遣いだったのか？」

〝汝の祖父は、到とう頭とう、一度たりとも我を振るうことなかりし臆おく病びよう者なり〟

　嘲あざけるような声だった。

〝己おのが優ゆう柔じゆう不ふ断だんで周囲の人間を死なせたと知りながら、猶なおも我の言に従わず。斯かくも怯きよう懦だな鈍物を遣つかい手として得た我こそ不運────〟

「でも、おまえを捨てなかったんだな」

　吏玖がそう言うと、夜の女王は血相を変えて叫さけんだ。

〝愚おろか者。彼奴きやつが我を捨てるなど有り得ぬこと。我が見限ったのだ！〟

　実体のないはずの少女の一いつ喝かつに、蔵の中の空気が膨ふくれ上がったかと思うと、次の瞬しゆん間かん、炎を伴わない爆ばく発はつが起こった。

　頑がん丈じような蔵の壁が、柱が、屋根が、まるで枯かれ木と紙で組み立てられた模型のようにあっさりと内側から吹き飛んだ。飛び散る破は片へんはぼろぼろに劣化し、地面に落ちるとたちまち砕くだけ散った。

「わお」

　鋳流が控ひかえめに驚おどろきを表明する。

　覗のぞき窓の付いた漆しつ黒こくのタワーシールドを構えたダムが、どこからともなく現れて、素す早ばやく鋳流の前に出た。

　見晴らしのよくなった光景の中、宙に浮うかぶ《夜来たる》の第二刃格。

　吏玖を睨にらみつけるその目が、忌いま々いましげに細められる。

〝つくづく能よく似たることよ〟

「え？」

〝莫ば迦かなくせに強ごう情じようで、我を恐れぬ。云いう事を聞かぬ────憎にくい奴やつ〟

　そう言うと、第二刃格は身を翻ひるがえした。また姿を消そうという気配を察して、吏玖は急いで声をかける。

「待ってくれ！　もう少し訊ききたいことがある」

〝何ぞ〟

「この子のことだ」

　吏玖は《夜来たる》を────吏玖の《夜来たる》を指し示した。

「おまえの影といったな。おまえとこの子は、どういう関係にあるんだ？」

〝…………本来、汝の魔ま剣けんは我なり。我こそ《夜来たる》なり〟

　つまらなそうな流し目で、第二刃格は続けた。

〝されど、汝が我を見み出いだしたる際、我より先に、汝と魔剣の間に独自の結合が築かれたり。我と同じ刃やいばを共有しながら、別の刃格が生じたり。我の影、我の代用なり〟

　それだけ言うと、夜をまとった少女は今度こそ姿を消した。

〝…………どういうこと？　リク、わかった？〟

「…………わかったと思う」

　吏玖は慎しん重ちように言った。

「おまえの記憶って、僕と出逢ったときに始まったんだよな」

〝うん〟

「ということは、魔剣の刃格って、魔剣と遣い手が出逢った瞬間に生まれるんじゃないかな。その遣い手専用の魔剣、その魔剣専用の遣い手になる。そういう仕組みがある」

〝うんうん〟

「で、多分…………同じ魔剣を複数の遣い手が持つって、もともと想定されてないんだと思う。おじいちゃんがこの刀を手にして生まれたのがあいつ。で、そのまま僕がこの刀を手にしたときに生まれたのがおまえ。古い方が消去されるわけでもないから、同じ魔剣に二つの刃格が同居することになっちゃった。そういうことじゃないかな。要するに、魔剣のプログラムがバグったんだ」

〝バグったって…………なんか、あんまりいい気分がしない話ね〟

　顔をしかめる《夜来たる》。

「そうか？　安心していいと思うよ」

〝なんでよ〟

　小首を傾かしげる《夜来たる》に対して、吏玖はにやりと笑ってみせる。

「もし今の話が正しいなら、おまえはあいつの言うような影とか代用なんかじゃない────おまえは正しよう真しん正しよう銘めい、僕と出逢ったときに生まれた、僕の魔剣だってことになる」

《夜来たる》は目を丸くした。

　その顔にじわじわと赤みが差してくる。

〝あ……あ……〟

「ん？」

〝あう、あう〟

「何アウアウ言ってんの？」

　不思議に思って見ていると、《夜来たる》は真っ赤な顔で、妙みようにクネクネしながら、耐たえ切れないというようにうつむいて、とうとう消えてしまった。

　──なんだ今の？

　わけがわからなかったが、怒おこっている風でもなかったのでまあよしとする。

　振ふり返ると、鋳流がじっと吏玖を見上げていた。

「なんていうか…………騒さわがせたね」

「ううん…………とても興味深かったわ」

　見たこともないほど真面まじ目めな顔で、鋳流が言った。

　そのまま真顔で見つめ続けるので、段々居い心地ごこちが悪くなってくる。

「なんだよ？」

「…………帰る」

「へ？　あ、そう」

　ぽかんとする吏玖を尻しり目めに、鋳流はくるりと踵きびすを返した。

「じゃ、タクシー呼ぶか」

「いるるは必要ないわ。迎むかえがいるから」

「迎え？」

　訊き返した吏玖の目が、生け垣がきの向こうに滑すべるように停とまったロールスロイス・シルバーレイスの黒い輝かがやきを捉とらえた。

　敷しき地ちの外の道に出ると、シルバーレイスの後部座席のドアが開いた。

　革かわ張ばりのシートに座りながら、鋳流は吏玖をふたたび見上げて口を開いた。

「桀王の血族────いるるとあなたは、そういう因いん縁ねんみたいね？」

「そうらしいね」

　桀王。中国最古の王朝、夏の悪名高き王である。多くの民たみを虐ぎやく殺さつし、享きよう楽らくに溺おぼれたその様は、「酒池肉林」の故事の元として今なお語り継つがれている。《夜来たる》の第二刃格によれば、魔剣は桀王に仇あだなすために創つくられたものであるという。

「あなたのおじいさまの話からは得るものが多かった。連れてきてくれて礼を言うわ」

　勝手についてきたんじゃないか、と思いつつも吏玖は頷うなずく。

「《夜来たる》と《虚数》────第一世代の魔剣。たとえ折られても消えてしまうことのない、小さな破片すら新たな魔剣を生む力を持つ強大な魔剣。今までの経験から、いるるもそれくらいはわかっていた…………」

　鋳流は目を伏ふせ、独り言のように呟つぶやく。

　次に吏玖を見上げた目には、思わずたじろぐほどの感情が湛たたえられていた。

　だが、それは何の感情だろう？　哀かなしみか、怒いかりか、欲よく望ぼうか、咄とつ嗟さには判別できないほど複雑な、さまざまなものの入り混じった視線が吏玖を射い貫ぬいた。これ以上なく疲つかれているようにも、生気に満ち溢あふれているようにも、どちらにも思えた。

「吏玖、あなたは」

　鋳流は静かに言った。

「あなたは、いるると共に生きてくれる？」

「共に？」

「いるるの、伴はん侶りよとして────生を共にしてくれるかしら」

「はん…………え？」

　目を瞬しばたたくだけで返事ができない吏玖を見て、鋳流はふっと笑った。

　ドアが閉まり、シルバーレイスが走り去るのを、吏玖は言葉もなく見送っていた。




　そこから数百メートル離はなれた山道。

　吏玖たちを見下ろせる場所に停められた大型のバンの中で、男たちが監かん視し機器を睨んでいた。一人が無線機を取り、送信ボタンを押して話し始める。

「早瀬吏玖と鋳流が別れました。鋳流はリムジンで移動を開始。追つい跡せきしています」

　無線の向こうから、竜胆が命じる。

「早瀬吏玖を仕留めろ。芹せり沢ざわ墨すみ緒おと貫肌ぬかだ心花このかもろとも殺せ」







　第三章　ウォー・オブ・ザ・ヴォーパルズ







　　　　１．




「はんりょ…………伴侶ねえ」

　電車の座席で吏り玖くは首をひねる。

「あれは何だろう？　プロポーズされたのかな」

〝なーに、プロポーズって〟

　隣となりの席にちょこんと座った《夜来たるNightfall》が首を傾げる。

「結けつ婚こん…………いや」

　魔剣にそんな概がい念ねんが理解できるだろうかと思い直す。

「まあ、要するに、ずっと一いつ緒しよにいてほしいって言われたんだよ」

〝私とリクみたいに？〟

「えーと…………そう、かな」

〝ふふふ！　有り得ないわね！〟

　ふんぞり返る《夜来たる》。

〝リクとずっと一緒にいられるのは私だけ！　残念でしたー！　ね、リク！〟

「嬉うれしそうだな」

〝リクもそう言ったもん！〟

　乗り換かえた電車は空すいていた。夕方のこの時間にしてはガラガラだ。街並みの向こうに沈しずみかけている西日が眩まぶしい。この車両に乗っているのは吏玖一人だけで、《夜来たる》との会話を声に出していても不ふ審しんに思われる心配はない。

《夜来たる》の幻げん像ぞうも夕日の色に染まっている。

「芸細かいよな、おまえ」

〝え？　何が？〟

「周りの環かん境きよう、自分に反映して見せてるだろ？」

〝ん～～？〟

《夜来たる》はきょとんとした顔で自分の両手のひらを見つめた。

〝別に意識してないんだけどな〟

「そうなのか？」

〝うん〟

《夜来たる》は吏玖の目の前で手をひらひらさせる。

〝きれい？　きれい？〟

「まあね」

〝えへへへ〟

《夜来たる》は満足げに笑って、吏玖の左ひだり肩かたにこてんと頭を預けた。

「どうした？」

〝やーっと、二人だけになれたな──って〟

　星の色をしたさらさらの髪かみも、夕日の中で赤みがかっている。

　かすかに鼻をくすぐる匂においは、昨日の夜、《夜来たる》の刀身に塗ぬって磨みがいたオイルの香こう料りようだ。《夜来たる》は手入れに使う油にはうるさく、色々試ためさせられた。最初は椿つばき油、次に丁ちよう子じ油。無む味み無む臭しゆうのシリコンオイルは味気なかったらしく、最近は人間用のマッサージオイルを買ってくれとねだられてドラッグストアの試供品を漁あさる羽目になっている。

〝ここしばらく、邪じや魔まな奴やつが多かったから、気が休まらなくてさー…………リク、弱気すぎるよ。近づく魔ま剣けんはみんなブチ折っちゃう気き概がいが欲しいよ〟

「ごめんな。でもそれは無理なんだ」

〝意い気く地じなし〟

《夜来たる》は口をとがらせた。

〝もう、それはわかったけどさ。でも、他ほかの魔ま剣けん遣つかいのことばっかり気にされると寂さびしいよ〟

「ごめん」

〝ばか〟

　しばらくそのまま、二人は電車の揺ゆれに身を委ゆだねていた。

〝…………私のこと、感じる？〟

《夜来たる》が、ふと呟いた。

〝この姿でいるときは、リクに触さわれなかったのに、なんだか、だんだん、リクが近くなってくる気がするの。変な感じ。リクはどう？〟

「僕も…………そうだ」

〝いいことなのかな？〟
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「わかんない」

〝私もわかんないけど、リクあったかいから、嫌いやじゃないかな〟

「あったかい？」

〝リクの手が私の柄つかを握にぎるときと同じ。リクの身体からだ、あったかい〟

　預けた頭を吏玖の肩にこすり付けるように《夜来たる》は身じろぎする。

〝帰るまで、こうしてていい？〟

「いいよ────」

　と言った、そのときである。

　刺さすような殺気を覚えて、吏玖と《夜来たる》は同時に飛び上がった。

　考える暇ひまもなく転がるように殺気を避よけた次の瞬しゆん間かん、空気を裂さいて飛来した長大な物体が、直前まで吏玖が座っていた席の背もたれに深々と突つき立っていた。

「なんっ……！」

　列車の通路に仰あお向むけに倒たおれて見上げた吏玖の目に映ったのは────

「…………矢？」

　太さは二センチ、長さときたら二メートル近い、金属製の矢であった。シャフトには細かく鱗うろこのような模様が彫ほり込まれ、矢羽は蝙蝠こうもりの翼つばさを象かたどったもの。背もたれを破は壊かいして電車の外まで貫かん通つうした鏃やじりは薄うすく研とがれた円えん盤ばん状で、矢印を組み合わせたピクトグラムが描えがかれている。全体の印象は、どこかから引っこ抜かれてきた道路標識を思わせた。

　──襲しゆう撃げき？　こんな電車の中で!?　他にも人がいるのに……？

　と考えて、ようやく気づいた。

　空いているどころではない。ガラガラだ。

　吏玖の乗っているこの電車には、吏玖以外の乗客が誰だれもいないのだ。

「道理で、座れて楽だと思ったら…………」

　罠わなだ。この電車は、初めから吏玖を陥おとしいれるために用意された罠だったのだ。

　他のことに気を取られていたとはいえ、今の今まで気づかなかった自分の間ま抜ぬけさに頭が痛い。

　いや、頭が痛いのは比ひ喩ゆではなかった。本当に痛い。

〝うううう～～～～～っ〟

《夜来たる》が怒りの唸うなり声を上げながら、床ゆかに伏ふせた吏玖に馬乗りになって、頭とう髪はつをがっしと摑つかんでいるのだ。

「ちょ、痛い痛い！　離して」

〝せっかく！　私が！　リクと！　二人きりだったのに!!〟

　矢の飛んできた、列車の進行方向を睨にらみつけながら《夜来たる》が叫さけぶ。

「痛いってば、抜ぬける！　毛が抜ける！」

　感情がこもっているせいか、いつものおぼろげな感かん触しよくではなく、もうはっきり痛い。

〝もおおお許さないっ！　あいつらブチ折ってやるわよ、リク!!〟

「お、おう」

　怒いかれる幻像がふっと姿を消し、吏玖は立ち上がりながら《夜来たる》を抜ばつ刀とうした。

　途と端たんに、真正面から飛来した矢が眼前に迫せまる。

「うおおっ!?」

　身体ごと傾かたむけながら抜いた刀をそのまま斬きり上げた。《夜来たる》の鋼はがねと矢のシャフトが擦こすれて激しい火花が散る。勢い余って反対側の座席に倒れこむ吏玖の背後で、弾はじかれた矢が天てん井じように突き立った。天井裏の配線が切断されたのか、蛍けい光こう灯とうがふっと消え、列車の中を照らすのはいよいよ沈みゆく夕日の残光のみとなった。

〝リク、しっかり！〟

「わかってるよ！」

　床に立ち直り、《夜来たる》を構える。腰こしを落とした前ぜん傾けいの半はん身みで、切っ先は真後ろ、刀身を右みぎ肩かたに水平に寝ねかせる形になる。ある種の古流剣けん術じゆつで言う、八双の構えである。

〝矢は魔剣じゃない！　撃うってる奴がいる！〟

「ああ」

　吏玖は頷うなずく。矢そのものもおそらく尋じん常じようなものではないのだろうが、この攻こう撃げきの主体は矢を撃ち出している奴だ。どこかに射手シユーターがいるのだ。

　八双に構えたまま、運転席方向へ進み始めた。

〝来る！〟

　またも凄すさまじい速度で飛来した矢を、体たいを割って斬り落とす。両断された矢が床に跳はね、それぞれが回転しながら吹ふっ飛んで窓ガラスに罅ひびを入れた。

　──なんだ今の軌き道どう!?

　吏玖の注意は前方に集中している。線路のカーブに沿って列車が曲がるたびに、前方の無人の車両が右に左に揺れる。車両と車両の間のドアは、開いているものもあれば、列車の動きに応じて閉じたり開いたりを繰くり返しているものもある。射手がどこにいるのかは不明だが、射線がまったく通っていないことは確実だ。

　それなのに、今の矢は、ドアのわずかな隙すき間まを縫ぬって、列車のカーブに沿うように飛んできた。過たず吏玖の顔面を狙ねらって。針の穴を通すような精密な曲撃ちだった──そんな芸当があり得るのなら。

　しかし、と吏玖は思い直す。

　あり得ないが、しかし、あるだろう。相手も尋常の飛び道具ではない。魔剣なのだ。

「行くぞ、《夜来たる》」

〝うん！〟

　吏玖は構えを解かぬまま足を速める。列車はかなりスピードを出しており、時折大きく揺れる。踏ふんばらず、波を乗りこなすように足裏を遣つかう。傍はた目めにはふらついているように見えるかもしれないが、体たい軸じくは揺らさない。そういう足遣いが、いつの間にかできるようになっている。

　最初のドアに到とう達たつ。ドアとドアに挟はさまれた連結部は狭せまく、できれば通りたくない。だがそうも言っていられない。速度を緩ゆるめることなく踏み込み、次の車両のドアに左手をかける。前方の車両の窓の外を何かが高速で横切った。

〝外!!〟

　次の瞬間、連結部の蛇じや腹ばらを紙のように突き破って異形の矢が飛び込んできた。狭い空間に閉じ込められた吏玖を外から串くし刺ざしにしようという腹だ。

　普ふ通つうに回かい避ひできる状じよう況きようではない。魔剣によって加速された処理能力で吏玖は一いつ瞬しゆんで判断する。前方のドアにかけた手を離はなさず、列車の揺れを利用して引き開けながら倒れ込んだ。仰あお向むけになった吏玖の上を、弾だん丸がんのような音を立てて矢が通過していった。

　──外も中も自由自在か。厄やつ介かいだな。

　身をよじって立ち上がり、次の攻撃に備える。一射ごとの間かん隔かくがばらばらだ。故意に散らしているのだろう。どれだけ速射が可能なのかわからないから、かわしたからといって気は抜けない。

　吏玖は目を閉じ、意識を凝こらす。《夜来たる》がレーダーとなって、前方の様子を探査サーチする。この辺の呼吸はもう言葉でやり取りする必要もない。以心伝心である。

　脳のう裏りに戦場の地形がマッピングされる。先頭車両まであと三両。敵の気配は先頭車両にある。一人ではない！　魔剣遣いは二人いる。運転席前に一人、車両のドア付近にもう一人だ。射手と、近きん距きよ離り戦せん闘とう用の護衛役というところだろう。

　もとより正々堂々の戦いではないのだから、意外ではないが────

「二人いるぞ。厄介だな」

〝おかわりが増えたってことね！〟

　闘とう志しに満ちた声が返ってきた。やる気である。またもや「二人っきりでおでかけ」を邪魔された怒りにも後押しされて、もはや今日の《夜来たる》を押し止とどめることはできそうになかった。

「早はや瀬せ吏玖！」

　列車の走行音を圧して、前方から呼ばわる声がした。張りのある男の声である。

「今のをよくかわした！　名高い第一世代の《夜来たる》と戦えて光栄だ！　我ら二人がその刀を貰もらい受けるぞ！　おまえの命は今日ここまでだ！」

〝勝手なこと言ってるよ、リク、言い返して！〟

（え、なんて？）

〝何でもいいわよ！　バカとかアホとか！〟

（んなアホな）

　ちょっと考えて、吏玖は叫び返す。

「そう言うあんたら、一体何もんだよ？　〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉か？」

「そうだ！　俺は《龍標ロードマークス》────コンパウンド・ボウ」

「俺のは────《神鯨ゴツドホエール》。ホエロアだ」

　第二の声、低く深みのある声が続けて銘な乗のった。

「来い、《夜来たる》────ここまで生きて辿たどり着けるか？」

「すぐ行ってやるよ」

　吏玖は呟つぶやき、《夜来たる》の柄を握り締しめて、ふたたび先頭車両への道を歩き始めた。
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　外が暗くなってきた。

　墨すみ緒おは自室のカーテンを引き、廊ろう下かに出ると、一階へと階段を降りていった。

「あっ、墨緒さん」

　ダイニングテーブルの椅子に座った心花このかが顔を上げる。手元には本が積まれていた。

「何読んでるの？」

「小説です。『魔ま界かい都市〈西新宿〉』。東京医科大学病院で白いお医者さんが出てきたとこ」

「ああ、懐なつかしい。私も大好き。昔いっぱい読んだなあ……って、ちょっと心花ちゃん、これ私の本じゃない!?　いつの間に部屋入ったの…………？」

「ご、ごめんなさい！」

　心花はぱっと本を閉じた。

「小説とかマンガとかいっぱいあったから…………つい」

「もう…………ま、いいわよ。好きに読んで」

「ごめんなさい、勝手に入って」

「ううん。心花ちゃんには言ってなかったもんね」

「何をですか？」

　不思議そうな顔の心花に、墨緒は説明する。

「吏玖と同居することを決めたときの取り決めの一つでね、互たがいの部屋に勝手に入らないようにしようって」

「なんでですか？」

「私も吏玖も、異性と二人暮らしができるかどうか不安だったから。歳としは離れてるとはいえ、親子ほどってわけでもないし。それと────今となってはそれどころじゃないけど、本ほん棚だな見られたくなかったのよね」

「本棚？　私も見ちゃいましたけど、なんか変でした？」

「男の子向けのラノベやらマンガやら同人誌やらばっかりで、吏玖に見られるの恥はずかしかったのよ」

「ふうん…………私はお兄ちゃんと同じ部屋が長かったからなあ」

　心花はぴんとこない様子である。

「ああ、それで吏玖の部屋に躊ちゆう躇ちよなく入っていくのね」

「えっ、まずいですか？」

「本人に訊きいて」

「気にしてませんでした…………吏玖さん怒ってたらどうしよう」

「ドアをぶっ飛ばしたのはまずかったかもね」

「あれは！」

　心花は大声を出して、それから頭を抱かかえてテーブルの上に萎しおれた。

「それは言わないで下さいよう…………悪かったと思ってます…………！」

　部屋一面に散らばった残ざん骸がいは次の日に総出で片づけたものの、吏玖の部屋は未いまだにドアがないままである。

　墨緒はうなだれた心花の頭をぽんと叩たたいて言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。心花ちゃんが一いつ所しよ懸けん命めい私たちを護まもろうとしてくれてるのは、二人ともちゃんとわかってる。心配しないで」

「うう…………はい」

「お茶いれるね」

「あっ、私が！」

「いい、いい」

　慌あわてて立ち上がるのに手を振ふって、電気ポットでお湯を沸わかし始める。

　心花は座り直して、ため息をついた。

「吏玖さん、一人で大丈夫かなあ。早く帰ってこないかなあ」

「そうね────」

　心配なのは墨緒も同じだ。

　あの鋳流いるるという得体の知れない少女。

　そもそも、敵なのか味方なのか。

　確かに〈火神結社〉の基地を襲しゆう撃げきしたときは敵ではなかった。しかしそれも結果としての話だ。救出された墨緒を吏玖たちと一いつ緒しよに高級車で送ってくれたが、その際に垣かい間ま見みた〈兵器廠アーセナル〉の剣けん士したちは、控ひかえめに言ってもまともそうには思えなかった。粗そ暴ぼうで、人間離ばなれしていた。〈火神結社〉が歴史と資金力のあるマフィアだとしたら、〈兵器廠〉は無軌道で何をするかわからないギャングのようなものだ。

　──しかも、どちらも魔ま剣けんのことになると見境がないときてる。

　暴力の行使に躊躇ためらいのない二つの戦せん闘とう集団。

　吏玖と心花、それに墨緒は、その真ん中で、両方を刺し激げきしながらうろうろしているのだ。

　考えると気が遠くなる。火遊びどころの騒さわぎではない。

　──なんで私まだ生きてるんだろ。

　そう考えたのは一度や二度ではなかった。

　墨緒自身は魔ま剣けん遣つかいではないから見み逃のがされているのかもしれないが、それにしても今いるポジションは渦か中ちゆうの魔剣に近すぎる。

　──私にも素質はあるらしいけど。

《夜来たる》によれば、墨緒も吏玖と同様、遣い手としての素質には恵めぐまれているようだ。幸いなことに自分の魔剣と巡めぐり逢あうことはなさそうだが。万が一そんなことになっても全力で拒こばむつもりである。

　──私みたいなのが魔剣同士の戦いに巻き込まれたら即そく死しだもんね。

　あっという間に殺される自信がある。

　その点、吏玖はさすがに男の子だなあ、とも思う。

　突とつ然ぜん巻き込まれたのに、なんだかんだで《夜来たる》を使いこなしているのだから。

　快く送り出したものの、そばにいないとやっぱり心配だ。

　──早く帰ってこないかなあ。

　さっきの心花と同じことを思った、そのとき。

「あ」

　心花が呟いた。

「どうしたの？」

「誰だれか来ます。魔剣遣いです。一人だけ」

「吏玖が帰ってきたんじゃない？」

「違ちがいます。吏玖さんの感じじゃない」

　心花は椅い子すを引いて立ち上がった。緊きん張ちようが走る。

「じゃあ、才さい森もりさん？」

「────あの女ひとでもありません」

　あの後、行き場を失った才森とは何度か話した。さすがに芹せり沢ざわ家でこれ以上の人数の面めん倒どうを見ることは経済的に不可能だったが、才森自身それを望んではいなかったので、彼女が独力で生活できるようにと、墨緒はさまざまな伝つ手てを頼たよって動いていた。

　いつ相談に戻もどってきてもいいとは言ってあるが、彼女でもないとすると────

「どんどん近づいてきます。もうそこ、玄げん関かんです」

　心花がそう言ったとき、チャイムが鳴った。

　墨緒と心花は顔を見合わせる。沈ちん黙もく。

　もう一度、チャイムが鳴った。

「…………出てみるよ」

　少なくとも問答無用で乱入してくる相手ではないようだ。

「いえ。私が」

　心花が言った。正直怖こわかったので、墨緒も異は唱えなかった。

　古い家なので、ドアフォンなどという気の利きいたものはない。

「き、気を付けてね」

　ダイニングを出て玄関に向かう心花の背中を、壁かべに身を隠かくしながら墨緒は見送る。

《象られた力ジヤガーノート》が輝かがやき、唸うなり、己おのれを装そう甲こう化する。

　必殺の武器と化した右手を握にぎりしめ、心花は玄関に立ちはだかる。

「どなたですか！」

　ドアの向こうの何者かへ、挑いどむような声を投げかける。

　はらはらしながら墨緒は様子を見守る。

　──頼たのもしいんだけど、またドア壊こわさないといいな…………。

　帰ってきた野太い声は、意外な人物のものだった。

「ディーだ」

「ディー？」

　鋳流の護衛の一人である。

「話がある…………入れてくれ」

　墨緒と心花は、もう一度顔を見合わせた。




　────護衛のために来た。

　ディーは簡潔にそう言った。

　岩山のような巨きよ体たいを仕立てのいいスーツに包んだ白人の大男が生活雑貨でいっぱいの見慣れたダイニングに立っているのは、強きよう烈れつな違い和わ感かんを誘さそう光景だった。

「護衛って、私たちを？」

　墨緒の問いに、ディーはただ頷うなずいた。

「えっと…………誰から？」

「…………〈火神結社〉」

　表情が読めない。顔まで岩から削けずり出したような男だった。

「〈火神結社〉が私たちを狙ねらいに来る？」

　頷く。

「鋳流……さんに言われて来たの？」

「自分で」

　──自分で来た？

　なんのこっちゃ。

　わけがわからなくなる墨緒の前に、心花が進み出た。

「どうして私たちを、あなたが護るんです？」

　ディーの目が、心花を見つめた。

「？」

　不思議そうに心花はディーを見返す。

　──あれ……。

　墨緒はふと違和感を覚える。

　ディーが心花を見る目に。

　表情のほとんどわからない顔の中で、その目だけが、わずかな感情を湛たたえている。

　──何だろう？

　まさか心花に惚ほれたというわけでもなさそうだが。

　それこそ親と子ほどの差がありそうな二人である。

　ディーがのそりと動いて、心花と墨緒は二人ともびくっとする。小さな動きでも身体からだがでかいから迫はく力りよくがある。

「…………来た。わかるか」

「…………？」

　不ふ審しんげな表情だった心花が、はっと何かに気付いた。

「ど、どうしたの？　心花ちゃん」

「敵が来ます。たくさん」

「たくさん!?」

「魔剣遣い二人。それ以外もいっぱい、いつの間に…………なんで気づかなかったんだろ」

　蒼あお褪ざめる墨緒。こんな事態があるかも、と想像はしていたが、実際に起こってみると焦あせるしかない。

「ど、ど、どうしよう心花ちゃん。吏玖に電話────や、その前に警察？」

「無む駄だだ」

　ディーがぼそりと言った。

「そうみたいですね」

　心花までそんなことを言い始めた。その手には携けい帯たいがある。

「圏けん外がいです。固定回線も、多分」

「そ、そっか…………そりゃそうよね…………」

「墨緒さんは隠れててください。私がなんとかします」

「でも、心花ちゃん」

「…………大だい丈じよう夫ぶだ」

　頭上から降ってきた言葉に、心花と墨緒はディーを振ふり仰あおぐ。

「…………そのために来た。一人ではない」

　相変わらず無愛想に、ディーはそう言った。
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　襲撃部隊は芹沢家を完全に包囲していた。

　有線、無線を問わず、通信回線はすべて妨ぼう害がい済みである。

　周囲の家屋に異変を察知されないよう、逆位相の騒そう音おんキャンセラーを搭とう載さいした特とく殊しゆ車両までもが動員されていた。

　吏玖を罠わなにはめて孤こ立りつさせ、〈結社〉の魔剣遣いに襲撃させたオペレーションにも多数の奴僕ヘンチマンによるバックアップが行われていたが、こちらでもそれは同じだった。

　相手方に魔ま剣けんが────《象られた力》がいることはわかっている。セスタス型の強力な魔剣だ。芹沢家を取り囲んだ奴僕は多いが、それでも魔剣に力で抗こうすることはできない。たとえ象ぞう狩がり用の麻ま酔すい銃じゆうで撃うったとしても、魔剣の回復能力はすぐに体内の毒素を分解してしまう。魔剣を狩るには、同じ魔剣をもって行うしかないのだ。

「徒弟レアリング、トラブルです」

　貨物輸送用の二トントラックに偽ぎ装そうした指揮車の中で、奴僕のオペレーターが突とつ入にゆうの準備をする魔剣遣いたちを振り返る。

「包囲が完成する直前に、一人通り抜ぬけました」

「何者だ？」

　黒ずくめの小こ柄がらな女が訊きいた。現場指揮官を務める〈火神結社〉の魔剣遣いである。

「見てください」

　オペレーターが指差す画面には、芹沢家の玄関をくぐる白人の大男が映っている。

「こいつは…………この前の襲しゆう撃げきに加わっていた奴やつだな。〈兵器廠〉だ」

「〈兵器廠〉が何の用だ？」

　もう一人の遣い手が横から画面を覗のぞき込んだ。澄すんだ碧あおい目をした牧師のような男である。二人とも特殊部隊じみた戦せん闘とう用の服に身を固めている。特殊部隊と違うのは、一見して何の武器も持っていないことだ。魔ま剣けん遣つかいに魔剣以外の得物は必要ない。

「こいつの魔剣は何だ？」

「楯たてですね。ラウンドシールド。スパルタ人が遣ってた大型のやつで、銘なは不明です」

　オペレーターは資料から顔を上げて、恐おそる恐る訊たずねた。

「相手も魔剣遣いが二人となると計画に支障が出る可能性があります。中止しますか？」

「…………いや」

　少し考えてから、指揮官の女が首を横に振った。

「楯型なら一いつ般ぱん的に言って攻こう撃げき力は低い。魔剣の気き性しようも好戦的ではない。《象られた力》も楯型に近い。我々二人で押し切れる」

「私も賛成だ。中では何を話している？」

「待ってください────集音マイクが音を拾わなくなったと報告が入りました。あの男が中に入ってからの会話が聞こえていません！」

「そいつの楯の能力か、ジャマーを持ってるかだ」

　二人の魔剣遣いは素す早ばやく立ち上がった。

「こちらの包囲を察している。優位を失わないうちに突入する！」




　慌あわただしく暗号化された指示が飛び交かう中、二人の魔剣遣いは指揮車を降り、足早に芹沢家へ向かって進み始めた。

　二人はもともと〈火神結社〉に生まれた人間ではない。〈結社〉が出資する民間軍事会社の職員である。それ以前はＳＷＡＴに所属していて、武装した犯罪者の待ち構える建物の中に突入する、インドア戦闘のプロであった。民間に転職した後、魔剣との適性を検査され、スカウトされて〈結社〉の魔剣遣いとなった。二人の魔剣もまた、彼らの持つスキルに見合った能力を持っていた。

　女の手に現れたのは、ショートボウ。一見なんの変へん哲てつもない弓に見えるが、よく見ると、そこにつがえられているのは矢ではない。切れ込みのある長い筒つつだ。弓と筒の表面にはびっしりと蜂はちを象った意い匠しようが蠢うごめいている。女の魔剣の本体は、この筒である。断面が六角形になったこの筒の中には、多数の短針フレシエツトが収められていた。通常の矢の代わりに複数の弾だん体たいを撃ち出すこの射しや撃げき補助具は、ソレナリオンと呼ばれる。

　ソレナリオン型魔剣、《蜂はち工こう場じよう》。女はこの魔剣をショットガンのように遣つかった。

　男の方が両手で持っているのは、どう見ても一メートル弱の丸太である。細かい傷に覆おおわれた丸太に、二本の取っ手が鉄てつ釘くぎで打ち付けられている。バタリング・ラム。扉とびらに叩たたきつけて破は壊かいするために使われる、携帯用の破は城じよう槌ついである。銘を、《聖者の行進バイセンテニアル・マン》といった。

　二人は玄げん関かんドアの脇わきにつき、頷きあう。

「配置についた。突入する」

　喉のど元もとのマイクに告げると、女は素早くソレナリオンを引き絞しぼり、立て続けに二度射た。

《蜂工場》の六角筒から高速で吐はき出された短針が、蜂の羽音のような唸うなりを上げて、ドアの上下の蝶ちよう番つがいを吹ふき飛ばした。

　間かん髪はつ容いれず、《聖者の行進》の先せん端たんがドアに叩きつけられる。

　スチールのドアが内側へ倒たおれ込むのと同時に、女の手からピンを抜かれた閃光手榴弾フラツシユバンが投げ入れられた。

　流れるような、息の合ったコンビネーションである。

　あとはフラッシュバンの炸さく裂れつと同時に突入し、制圧する。セオリー通りのこのやり方で、何人もの魔剣遣いを狩ってきた。

　しかし。

「…………!?」

　歴戦の勘かんが、即そく座ざに二人に異状を知らせる。

　フラッシュバンが床ゆかに落ちた音が、聞こえない。

　くぐもった破は裂れつ音がして、ちらりと閃せん光こうが玄関先を照らす。

　想定よりも遥はるかに小さな爆ばく発はつを訝いぶかって屋内を覗いた二人の目に映ったのは、玄関前の廊ろう下かに立ちはだかった少女の姿だった。装そう甲こう化された右手から薄うすく煙けむりが上がっている。その拳こぶしが開くと、くしゃくしゃになったフラッシュバンの缶かんが落ちた。

《象られた力》────

　貫肌ぬかだ心花と、その魔剣だった。

　投げ入れられたフラッシュバンを空中で摑つかみ取り、破裂前に握にぎり潰つぶしたのだ。

「～～～～～～ッ！」

　さすがに手の中で炸裂したのは痛かったのか、心花は歯を食いしばって涙なみだ目めである。

「で…………出ていけ、〈火神結社〉！　一歩でも入ってきたら、ぺしゃんこに────」

　心花が言いかけるところへ、二人は容よう赦しやなく突つっ込んだ。

「あっ!?」

　ソレナリオンの筒つつ口ぐちが心花に向けられ、引き絞られた弦つるが放たれた。

　無数の短針が空気を切り裂さき、心花の身体に迫せまる。

　そこへもう一つの魔剣が出現し、弾だん道どうを阻はばんだ。

　鈍にぶく輝かがやく青銅の表面で、短針が弾はじけて散った。

　心花の後ろから突とつ然ぜん現れたように、スパルタンシールドを持ったディーの巨きよ軀くがそこにあった。シールドの端はしからは、革かわの垂れ幕が下がって足元を隠かくしている。

　背後に浮うかぶヴィジョンは、棘とげをこちらに向けたヤマアラシ。

「下がっていろ」

「…………いいえ」

　ディーの低い声に対して、心花はきっぱりと首を振った。

「ここは、私の家ですから！」
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《プッシャー》────

　ディーは自分の魔剣をそう銘乗った。

　魔剣の名前まで愛あい想そがないな、と墨緒は思う。

　どうやら助すけ太刀だち────助すけ楯だて？してくれるらしいが、理由がわからないので、あまり安心できない。

　ただでさえ、家の中にあんなでかい男がいるというだけで怖こわいのだ。

　大学の図書館で〈火神結社〉の奴僕たちに拉ら致ちされて以来、墨緒は少なからず男性恐きよう怖ふ症しよう気味だった。

　いや、今はそんなことを言っている場合ではないのだが。

　──ていうか、またドア壊こわされた…………っ！

　横よこ倒だおしにしたダイニングのテーブルの後ろに隠れて、さめざめと墨緒は顔を覆った。

　心花といい、〈火神結社〉といい、なぜ人の家のドアを壊すのか。

　鍵かぎとか、ドアノブとか、ノックとか、そういう人類が営々と築き上げてきた文化を、魔剣遣いになると忘れてしまうのか。

　どうして、何でもぶっ壊せばいいと思うようになるのか。

　武器か。武器が悪いのか。

　人間に武器を持たせると、もしかするとよくないんじゃないのか。

　そんなことに思いを馳はせる墨緒であった。

　現実逃とう避ひする墨緒をよそに、玄関先でひときわ大きな破壊音が起こった。

　テーブルの陰かげから顔を上げると、ダイニングの中に四人の魔剣遣いが絡からみ合うように雪崩なだれ込んでくるのが見えた。

　心花とディー、それに黒くろ装しよう束ぞくの敵魔剣遣いが二人。合わせて四人。

　直後、その数が────九人に増えた。




　突とつ如じよとして増えたのは、《聖者の行進》である。

　この魔剣の能力は、遣い手の分身を生成するというものだ。

　本体だけでなく、複数の分身が独立して動き、そのすべてが攻撃能力を備えている。

　六人の男が、一いつ斉せいにバタリング・ラムを振ふり上げ、ディーに叩きつけた。

　楯の分厚い金属が乱打されて、耳を聾ろうする轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　囲んでバタリング・ラムで叩く。

　これがインドア戦闘における《聖者の行進》の基本戦術であった。

　まったく同じ外見を持つ六人の男の背後に、後光を放ち、棍こん棒ぼうを持った聖人のヴィジョンが神こう々ごうしく浮かび上がった。

「ぐぅ」

　全方向から乱打されたディーの巨軀が揺ゆらぎ、呻うめき声が漏もれる。

　そこへ《蜂工場》がソレナリオンの筒口を向け、続けざまに撃った。

　大きな丸楯が短針を受け止めるが、すべての攻撃を受け切ることはできない。

　ぱっと血しぶきが散り、壁かべの食器棚だなを赤く染めた。




　──ひいいい！　もうやだああ！

　広くもないダイニングにみっしり詰つまった魔ま剣けん遣つかいの男女が、家具を破壊しながら繰くり広げる死し闘とうを前にして、墨緒はもう半泣きである。

「墨緒さん！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「こ、心花ちゃん！」

　墨緒が身を隠しているテーブルの前に息を荒あらげながら心花が後退してきた。右手を覆う装甲は既すでにあちこち削けずれ、打だ撃げきを受けて凹へこんでいる。

「伏ふせててください、すぐに────」

　言い終わる前に、心花の左右から同時に《聖者の行進》の分身が殺さつ到とうしてきた。一人は頭を、一人は脚あしを狙ねらって、両手に持ったバタリング・ラムを振り下ろしてくる。

「やああっ！」

　心花は気合と共に、下段狙いの攻撃を拳で叩き潰し、それを踏ふみ台として跳ちよう躍やくする。

　空中で身をひねり、顔面への攻撃をすれすれでかわしつつ、強きよう烈れつなクロスカウンターを決めた。

　──お、おおお。

　怯おびえていた墨緒が思わず見とれるほど見事な攻こう防ぼうだった。

《象られた力》で殴なぐられた二体の分身は、地面に倒れる前に搔かき消えた。

　着地した心花は、ちらりと墨緒の無事を確かく認にんすると、前方で敵の攻こう撃げきを引き受けているディーを手伝いにふたたび乱らん闘とうの中へ飛び込んでいった。




　ディーは見事に楯たてを操あやつって、次々と繰り出される《聖者の行進》の攻撃を受け流していたが、六人分の攻撃を捌さばくのにはさすがに限界があった。

　しかも、《蜂工場》の遣つかい手は、室内での飛び道具の扱あつかいに熟達していた。

　背後に浮かぶヴィジョンの中では、黒い工場が夕暮れの草原に煙を吐き出している。

　前衛を《聖者の行進》に任せた上で、ひらりひらりと場所を変えながら的確な射撃を叩き込んでくる《蜂工場》は、相棒とのコンビネーションを知り尽つくしていた。

「ディーさんっ！」

　心花が駆かけ寄り、右手の一撃で分身の一体を背後から吹き飛ばす。

　しかし、即座に代わりの分身がどこからともなく現れ、戦いに参加する。

　減らしても減らしても補ほ充じゆうされる集団を相手に、どう戦えばいいというのか。

「楯だけで抵てい抗こうできると思ったのが間ま違ちがいだったな」

　冷れい笑しようを浮かべた女が、《蜂工場》の狙いを定める。

「────二人まとめて、死ね」

　ディーと心花を取り囲んだ《聖者の行進》の全分身が、一斉にバタリング・ラムを振り下ろした。かわしきれない────たとえ打撃を回かい避ひしたとしても、《蜂工場》の針に仕留められる。

「くっ…………！」

　心花が捨て身で飛び出そうとしたそのとき。

　ディーの太く武骨な手が、軽々と心花を摑んで、懐ふところに抱だき寄せた。

　心花の視界が楯の裏側で塞ふさがれる。

《蜂工場》が無数の短針を吐き出したと同時に、ディーは心花を護まもったまま身体からだを回転させた。

　スパルタンシールドの端から下がっていた革の垂れ幕がふわりと持ち上がり、殺到する短針の群れを空中で叩たたき落とした。

　そして次の瞬しゆん間かん、垂れ幕の間から一本の手が飛び出した。

　白く、細い手。

　ディーの手ではない。

　心花の手でもなかった。
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　心花よりももっと幼い、子供の手である。

　その手には、槍やりが握られていた。

　ヤマアラシの棘に似た鋭するどい切っ先が疾はしり、槍が届く距きよ離りまで近づいていた《蜂工場》の筒口に突っ込まれた。

「なっ!?」

　槍が《蜂工場》を切り裂きながら通り抜ぬけ、ショートボウの弦を切断する。

　素す早ばやく引き戻もどされた槍は、次いで驚きよう愕がくの表情を浮かべた女の喉のどに突き立てられた。

　女の手から力が抜け、ばらばらになったソレナリオンが滑すべり落ちる。

　即そく死しした遣い手の輪りん郭かくがぼやけたかと思うと、次の瞬間、無数の蜂はちの群れに分解した。

　わんわんと羽音を立てて蜂は四方八方へ散り、破は壊かいされた魔剣もろとも、煙のように消えてしまった。

「馬ば鹿かな…………ッ」

　同じ顔をした六人の男の中で、一人だけが愕然と顔を引き攣つらせた。

　すかさずその顔と、手の中の《聖者の行進》めがけて槍が突き出され、男と魔剣を容赦なく串くし刺ざしにした。

　本体以外の五人の分身が即そく座ざに搔き消えたのと引き換かえに、残った本人の頭上に六人の棍棒を持った聖人が集結し、穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべたまま棍棒を頭ず蓋がいめがけて振り下ろした。頭部を完全に叩き潰つぶされて男は即死し、床ゆかに倒たおれる前にその死体も消しよう滅めつした。

「えっ？　えっ？　何がどうなって────」

　ディーの手から解放された心花が慌あわてふためいて楯の外に出てきたときには、二人の敵の姿はどこにもなかった。

「終わった」

　ぶっきらぼうに言うディーを振り返って、心花は目をぱちくりさせた。

「え？　え？　ええー？」

　心花は二人の恐おそろしい死にざまを目にしていない。

　ディーの分厚い手は、垂れ幕をそっと撫なでている。

　楯に取り付けて用いるこの垂れ幕は、シールドスカートと呼ばれる。

　飛んでくる矢を防いだり、下半身を護ったり、垂れ幕の陰かげから攻撃して不意を衝つくために作られた武具である。

　ディーの魔剣の本体は、楯ではない。

　このシールドスカートこそが魔剣《プッシャー》なのだ。




　恐る恐るテーブルの陰から立ち上がった墨緒は、シールドスカートの中で何かが動いているのに気が付いた。

　──あれは…………？

　よく目を凝こらすと、まるで幕の降りた舞ぶ台たいから観客席を覗のぞくように、ちらちらと外を気にしている影かげが見えた。

　小さな手で幕を摑つかんで覗き見しているのは幼い白人の女の子だった。

　ふわふわした金きん髪ぱつと茶色の目は、ディーと同じ色をしていた。

　──父娘おやこ…………？

　ごく自然にそう思った。

　女の子の顔立ちは、どこか心花に似たところがある。

　それに気づいたとき、墨緒は、ディーがなぜわざわざ心花を護ろうとしたのか、その理由が腑ふに落ちた気がした。
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　潮の香かおりと波しぶき。

　海鳥が鳴き交かわす声が聞こえる。

　疾しつ走そうする電車の中である。

「…………なんだこれ」

　幻げん視し、幻聴、そうでなければ────

「────これも、魔剣の能力？」

〝油断しないで、リク。なんだかおかしい〟

「言われなくても」

　吏玖は《夜来たる》と共に電車の中を進んでいた。

　不規則に飛来する《龍標》の矢を必死でしのぎつつ距離を詰め、先頭車両まで残すところあと一両。かわし切れず、太ふと腿ももに一本喰くらった。とどめを刺さそうと放たれた次の矢はぎりぎりで回避したが、紙かみ一ひと重えのところだった。脚の傷はまだ治り切っておらず、じわじわと血が滲にじみ出ている。

　しかし、相手が速射できることがわかったのは収しゆう穫かくだった。《龍標》の矢は不規則な間かん隔かくで飛んできていたが、一発喰らった直後の攻撃はほとんど間を置かず放たれた。その気になれば常人離ばなれした連続射しや撃げきが可能なのだ。それが判明しただけでも、不確定要素は一つ消えたと言える。

　──問題はもう一人の方だ。

《神鯨》と言ったか、何をしてくるのか見当もつかない。

《龍標》はコンパウンド・ボウと言っていた。弓遣いだ。遠えん距きよ離り武器と組んでいるのだから、《神鯨》は近距離戦せん闘とうを引き受けるのだろう。

　──それが、これか？

　今吏玖が感じている、濃のう厚こうな海の気配。

《夜来たる》の「夜そのもの」、《凍いて月づき》の霜しもに似た、魔剣の放つオーラのようなものだろうか。

　前方に見える先頭車両へ続く扉とびら。

　その窓は奇き妙みように揺ゆらぎ、ガラスの向こうへの視線を通さない。

〝どうするの、リク？〟

「どうするもこうするも」

　吏玖の覚かく悟ごはもう決まっている。

「押し通るしかないだろ。ここまで距離を詰めた。追い込まれているのは奴やつらの方だ」

〝うん！　行こう、リク！〟

　二両目に踏み込んで数歩進んだところで、凄すさまじい殺気が叩きつけられた。

「うお!?」

　思わず声を漏もらす吏玖。

　いや、ただの殺気ではない。

　何かがのしかかるような圧力が、吏玖を押し潰そうとしていた。

　先頭車両へ続く扉が横よこ滑すべりして開き、人ひと影かげが現れた。

　頭の大きな、ずんぐりした体形の男。

　その姿は水の中を行くように歪ゆがんで見えた。

　手に持っている物は、白い骨でできた長い靴くつべらのように見える。

　骨に彫ほり込まれた渦うず巻まき模様が、錯さく視し画像のように見る者の目を惑まどわせる。

　ホエロア。

　ニュージーランドに伝わるこの武器は、マッコウクジラの下か顎がく骨こつから削けずり出される棍こん棒ぼうの一種だ。縁ふちは薄うすく研ぎ澄すまされ、ゆるやかなＳ字を描えがく刃はになっている。

「────《神鯨》」

　深い海の底から浮うき上がるように、遣い手が銘な乗のる声が耳を打った。

　背後に浮かぶヴィジョンは、装そう甲こう化され、何基もの砲ほう塔とうを備えたサイボーグ鯨くじらの巨きよ体たい。

　その重量を少しでも軽減しようというのか、上空を飛ぶ小鳥のような無人機の群れが、鯨の背中から伸のびる何本ものワイヤーを懸けん命めいに引っ張り上げていた。

　潮の香りが強くなったかと思うと、のしかかる圧力が増す。

　──これは、水圧…………？

　まるで突とつ然ぜん水中に引きずり込まれたように、吏玖の全身に強い圧力がかかっていた。

　それが錯さつ覚かくではない証あかしに、車両の窓ガラスがたわみ、ひび割れ、外側へ向かって次々に砕くだけ散っていくではないか。

〝やっ、何これ!?〟

「どうした!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　悲鳴にも似た《夜来たる》の声に慌てて訊きき返すと、吏玖の口からぼこぼこ泡あわが浮き上がった。

〝大丈夫じゃなーい！　なんかこれしょっぱい！　錆さびちゃうよ！〟

「そっちの心配かよ！」

　水圧で折れそうだとでも言うのかと思ったので、吏玖は拍ひよう子し抜ぬけする。

　その間にも車両の破壊は進んでいった。窓ガラスだけではない、二両目のフレーム全体が音を立てて膨ふくれ上がり、見る見るうちに壁かべと天てん井じようが破は裂れつした。

　めくれ上がった天井が後方へ吹ふき飛び、壁も引きずられてねじれながらその後を追った。

　二両目は今や床だけになって走り続けている。

　しかし、かなりの速度で走っているにもかかわらず、吹き付けるはずの風がない。

　失われた壁と天井で囲まれていた空間は、《神鯨》の作り出した擬ぎ似じ的な水に完全に覆おおわれていた。

　──本物の水じゃない。息はできる。

　わかっていても、反射的に息を止めそうになる。

　──落ち着け、呼吸し続けるんだ。ちょっとリアリティのある幻覚にすぎない。

　そう自分に言い聞かせる吏玖に向かって、擬似的な海中を滑るように《神鯨》の遣つかい手が迫せまってきた。

　ホエロアが突つき出され、鋭えい利りな先せん端たんが吏玖の首筋をかすめる。

「くっ…………」

　動きが鈍にぶい。かわせるはずの攻こう撃げきがかわせない。

　傷口から流れた血が宙に赤く筋を引く。

《夜来たる》を握にぎり締しめ、斬きり返す。

　粘ねばりつくような水の抵てい抗こうに阻はばまれ、斬ざん撃げきは虚むなしく空を──いや、水を斬る。

　斬りつけた手をホエロアでえぐられそうになって、危ないところで引き戻した。

　──厄やつ介かいだな、こりゃ。

《神鯨》の能力によって生み出されたこの空間は、本当の水中ほどではないにしても、武器の威い力りよくを大きく削そぐ。相手もその影えい響きようを受けてはいるようだが、Ｓ字を描くホエロアのフォルムは、うまく水の抵抗を搔かき分けられるようになっている。

　ホエロアの変則的な突きが繰くり出され、鈍い動きで後退を余よ儀ぎなくされる。二歩、三歩、すぐに三両目への扉まで追い込まれた。敵が手元で《神鯨》の握りを小さく回す。水中に吏玖の方を向いたささやかな渦が生まれる。

　──なんだ？

　不ふ審しんに思った一いつ瞬しゆん後、吏玖は必死で頭を傾かたむけた。

　渦の中を突っ切って突とつ進しんしてきた《龍標》の矢が、気き泡ほうの尾おを引きながら猛もうスピードで吏玖の頰ほおをかすめていった。

「あっぶな！」

　思わず喚わめくと、また泡が立ち上る。

　──くそ、そういうコンボかよ。

《神鯨》が相手の動きを鈍らせ、擬似海水に矢を通す道を作り、そこを狙ねらって高速魚ぎよ雷らいみたいに《龍標》が矢を飛ばしてくる。

　こちらに槍やりでもあれば別だが、日本刀ではどうやっても不利な相手だ。

〝リク！〟

「ああ、こりゃまずいな…………」

〝いけるよ、これ！　いけるいける！〟

「え？」

　唐とう突とつに《夜来たる》が状じよう況きようにそぐわないことを言い出したので、吏玖は面めん食くらう。

〝目を貸して！　早く！〟

「…………！　わかった！」

　咄とつ嗟さの判断で、吏玖は《夜来たる》に視覚を明け渡わたした。

　経験するのはこれで四度目となる、魔ま剣けん視点の世界が眼前に広がった。




　──うわっ!?

　一目して、少なからず驚おどろいた。

　あらゆる物体を「斬りやすさ」「斬りにくさ」で判断する魔剣の視点。

　その視点から見るこの空間は────予想以上に奇妙だった。

　周囲を取り巻く擬似海水の流れが、はっきりと目に見えるのだ。

　喩たとえるなら、水の流れに沿ってベクトルを示す矢印が描かかれているようなものだった。

　自分と相手、二人の身体からだの動きに応じて複雑に流れが変わっていくのがよくわかる。

　吏玖を狙って突き出されるホエロアと水との接せつ触しよく面では、さらに細かい動きが生じていた。骨の表面に彫られた渦巻き模様はただの飾かざりではなく、競泳用水着につけられた微び細さいな凹おう凸とつのように、抵抗の軽減に役立っているようだった。

〝わかる？　見える？〟

（ああ…………わかる）

《夜来たる》の言いたかったことを、今の吏玖は完かん璧ぺきに理解していた。

　ひとりでに手が動き、《夜来たる》の長大な刃が水の中を進む。

　水の流れに逆らわず、複雑に絡からみ合う渦か流りゆうを縫ぬうように。

　切っ先が躍おどり、《神鯨》めがけて長大な曲線を描いていく。

　陸上ではありえない、水中だけの業わざ。斬れないはずの水を斬る太刀たち筋すじだった。

　ホエロアの刀身に夜色の刃が食い込み、通り抜ぬけた。

　骨が断たたれる乾かわいた音が水中にエコーを生んだ。

　本物の鯨のような《神鯨》の断だん末まつ魔まが響ひびき渡ると同時に、周囲を包む擬似海水は、シャボン玉が弾はじけるように一瞬で搔き消えた。

　途と端たんに風がどっと吹き付けてきて、吏玖は眼めを細くする。水の流れに代わり、空気の流れのベクトルが身体の周囲を通り過ぎていく。

　隣となりを別の列車が走っていることに、今さらながら吏玖は気づいた。

　柔らかい人体が乗っている。たくさんだ。魔剣ではなく人間としての意識を向けると、一いつ般ぱんの乗客を満まん載さいした普ふ通つうの列車だということがわかる。どうやらこちらの方が相当速く走っているらしい。いくつもの驚いた顔が通り過ぎていく。携けい帯たいのカメラを向けている者もちらほらいるが、この速度でまともに撮とれるものだろうか。

「お、お…………俺の海の中で、俺より速く…………!?」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく遣い手の拳こぶしの中で、《神鯨》はぼろぼろと崩くずれていった。

　骨製の魔剣から流れ込む潮気のある力の流れに《夜来たる》が声を上げ、吏玖も呻うめく。

　傷がみるみる治っていくのを感じる。

〝ああ、この上、もう一本ブチ折れるなんて…………！〟

　恍こう惚こつと《夜来たる》が喘あえぐ。

　その通りだ────まだ戦せん闘とうは終わっていない。

　飛来する矢を感知し、真っ向から太刀を振ふり下ろす。

　矢の真ま芯しんを捉とらえた刃が、鏃やじりから矢羽まで、一直線に断ち割った。

　縦に両断された矢が吏玖の両りよう脇わきをかすめて飛び去る。

　動きを制限する水中から解放されて、気持ちいいくらいに刃が疾はしった。

　勢いに乗って駆かけ出した。

　先頭車両めがけて殺さつ到とうする吏玖に向かって、機き関かん銃じゆうのような速射が襲おそい掛かかる。

《夜来たる》の切っ先を正面に向けて姿勢を低くし、飛来する矢を次々にそらしていく。

　穴だらけになって既すでに原形をとどめていない扉とびらを蹴け倒たおし、ついに吏玖は先頭車両に足を踏ふみ入れた。

　色のない世界で《龍標》が燦さん然ぜんと輝かがやいている。

　コンパウンド・ボウ。リムの両りよう端たんに滑かつ車しやがついた大型の弓だ。巨きよ大だいな動物の角を加工して作られたようで、すべてのパーツが優美かつ重じゆう厚こうな曲線を描いていた。

　遣い手の背後に浮かぶのは、荒こう野やを走る自動車道路の上を、翼つばさを広げて悠ゆう々ゆうと飛ぶドラゴンのヴィジョン。

　美しい弓だった。

　こんな美しい魔ま弓きゆうを斃たおせるなんて。

　魔ま剣けん遣つかいとしての歓よろこびに吏玖はむせぶように笑った。

　ヴィジョンの中でドラゴンが旋せん回かいし、吏玖と《夜来たる》に狙いを定め、咆ほう哮こうと共に炎ほのおの息ブレスを吐はき出した。

《夜来たる》のウォークライがドラゴンブレスを迎むかえ撃うった。

　狭せまい車両の中に凄すさまじい数の矢が飛び交かった。《龍標》の放つすべての矢は、道路標識に似た鏃に描えがかれた矢印に導かれて、予想もしないような軌き道どうを疾はしった。その能力は至近距きよ離りの戦闘でこそ真価を発揮した。曲射という表現では生ぬるい角度から襲い来る矢の嵐あらしの中を、吏玖と《夜来たる》は突進した。

　何本もの矢で串くし刺ざしにされながら、吏玖は《龍標》の懐ふところに飛び込み、斜ななめに《夜来たる》を振り上げた。

　刃はは弓のリムを断ち、弦つるを斬って、天井まで食い込んだ。

　ヴィジョンの中、いずこかへ続く自動車道路の上で《龍標》は息絶え、ドラゴンの消えた空を夜が覆った。

《夜来たる》と共に、最後の一滴まで《龍標》の力を啜すすり切って吏玖が顔を上げたとき、運転手のいない列車は終点の車止めに激げき突とつした。
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「…………瀬せ！　聞こえるか、早はや瀬せ！」

　誰だれかの呼び声で意識が浮ふ上じようした。

「う…………」

「早瀬！　おい、目を覚ませ！」

「はっ!?」

　だしぬけに意識がはっきりして、吏り玖くはがばっと上体を起こした。

〝リク！　やっと起きた！〟

　目の前にいるのは《夜来たるNightfall》、その隣で覗のぞき込んでいるのは────

「────才さい森もり!?」

《凍いて月づき》の遣つかい手、才森加か奈な子こだった。

「起きたな、立てるか」

　才森加奈子は無愛想に言って、吏玖の手をぐいと引いた。

〝あっ、こら！〟

《夜来たる》が抗こう議ぎの声を上げる。

〝気安くリクに触さわらないでよ！〟

「我が慢まんしろ」

〝なぬう!?〟

　才森にあっさりといなされて、《夜来たる》が目を剝むいた。吏玖と接触しているので、才森も《夜来たる》と会話できるのだ。

「なんで才森がここに？　ていうか、ここどこ？」

　ふらつきながら立ち上がり、周囲に目をやる。

「うわ、なにこれ!?」

　思わず呆然と口走った。

　吏玖が倒たおれていたのは、駅のホームだ。線路の終しゆう端たんに衝しよう突とつしてからつんのめるように潰つぶれた先頭車両の上に、壁かべと天てん井じようのなくなった二両目が乗り上げている。三両目より後ろに連なる車両もひしゃげているようだが、ホームの下からもうもうと立ち上る黒こく煙えんに遮さえぎられてよく見えない。非常ベルがさっきからけたたましく鳴り続けていることにようやく気付いた。

「行くぞ。早く刀をしまえ」

「え、あ、ああ」

　右手に目をやると、抜ぬき身の《夜来たる》を固く握にぎりしめている。

　納刀しながら自分の身体を確かく認にんすると、衣服は血の染しみだらけだ。服の下の肌はだは完全に治ち癒ゆしているものの、傷から流れた血が元に戻もどるわけではない。《龍標》との決着の瞬しゆん間かんはおぼろげにしか憶おぼえていなかった。最後は四方八方から襲い来る攻こう撃げきに構わず突つっ込んだので、全身矢ぶすまになっていたような気がする。

（結構危なかったか、もしかして？）

　吏玖の問いに、《夜来たる》は曖あい昧まいに首を振った。

〝わかんない。私もよく憶えてない〟

「何をぼんやりしてる。急ぐぞ」

　才森が苛いら立だたしげに急せかす。

「いや、だからなんでここに？」

「話はあとだ。来い！」

「わっ」

　才森は吏玖の手を引いて、立ち込める煙けむりの中に駆け込んだ。才森のすぐ前を駆ける《凍月》の幻げん像ぞう、雪ゆき狼おおかみの姿が吏玖の目にも見える。

　開きっぱなしの自動改札を走り抜けると、煙が薄うすれた。腰こしの高さに張り巡めぐらされたロープの向こうに大勢が集まって、構内で起こった事故の様子を知ろうと首や携帯を持った腕うでを伸のばしていた。

　壁かべ際ぎわを素す早ばやく走り抜ける吏玖と才森を見て、群衆からどよめきが起こる。吏玖は血まみれだし、才森はといえば────

　──ずいぶんイメージ変わったな。

　前を行く才森を見て、吏玖は改めて思う。

　今日の才森が着ているのは、全身を覆おおう黒くろ革かわのライダースーツだ。身体のラインがはっきりとわかる。制服姿とメイド姿しか見たことがなかったからかなり新しん鮮せんである。

「おい！　君、大だい丈じよう夫ぶか────」

　警官か救急隊員か、背後から声がかかるが、無視して走る。前方に人ひと垣がきが迫せまる。

「抜けられるな!?」

　振り返って短く訊きく才森に、意図を察して頷うなずき返す。

　二人は速度を緩ゆるめずに群衆の中に突っ込んだ。慌あわてふためく声が上がる中、体たいを切って群衆の中をするすると抜ぬけていく。摑つかまれそうになった腕を無意識に振り払はらうと、相手は体勢を崩して危なく将しよう棋ぎ倒だおしが起こりかけた。魔剣遣いの連続攻撃をかわすのに比べれば、密着した一般人の動きを読むのは容易たやすい。

　たいして苦労もせずに人垣の後ろに抜けた。煙の臭においの染み着いた喉のどに、駅の外の冷たい空気が気持ちいい。才森に導かれるまま走って、ビルの隙すき間まの裏道に入る。流線型のバイクが一台、そこに駐とめられていた。

「これを」

　才森はハーフメットを吏玖に投げ渡わたし、自分はフルフェイスをかぶってバイクにまたがった。獰どう猛もうな音を立ててエンジンがかかる。

「どこ行くんだよ!?」

「鷹たか野の香か織おりのところだ」

「香織？　なんで？」

「〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉は君と私の関係者を全員狙ねらっている。鷹野も危険だ。早く乗れ！」

　吏玖が才森の後ろに乗るが早いか、バイクはタイヤをきしらせて裏道を飛び出した。
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（《夜来たる》と《虚きよ数すう》を確保するため、全面的な攻撃が実行に移されている）

　夜道を猛もうスピードで駆けるバイクの上で、才森は現在の状じよう況きようを吏玖に語った。

　肉声で話ができる状況ではないから、触ふれた身体からだを通しての会話である。

（私も襲しゆう撃げきされた。襲ってきたのは元同どう輩はいだった）

（才森も？　どうなったんだ？）

（制圧した）

　簡潔に答える才森。

（わかっているだろうが、竜りん胆どうの差し金だ。竜胆めらは鍛匠マイスターゾーンタークが欠けた穴を埋うめるため、徒弟レアリングから職人ゲゼレに昇しよう格かく、この作戦の指揮権を委任されている）

（僕たちを恨うらむ理由はたっぷりあるわけだな）

〈火神結社〉基地での戦いを思い出して、吏玖は嘆たん息そくする。

（それで、どうして僕のところへ？）

（もちろん《夜来たる》の気配を追った。最初は思いがけず遠いところにいるようで少々焦あせったが、こちらへ戻ってきたのでほっとした。相手は、《龍標ロードマークス》と《神鯨ゴツドホエール》か？）

（うん）

（君が負けると思ったんだがな。よく勝てたものだ）

〝楽勝だったわよあんなの！〟

　バイクの脇わきにふわふわ浮ういている《夜来たる》が、大おお威い張ばりで会話に交ざってきた。

〝あんなんで私を折れるなんて思わないことね！〟

　バイクの反対側を疾しつ駆くする《凍月》の幻像が、含ふくみ笑いをするのが聞こえた。

〝なーにがおかしいのよ！〟

〝いや、別に…………〟

（早瀬が負けていたら、奴やつらを斃たおして《夜来たる》を取り返すつもりだった）

　才森がさらりと言い、《夜来たる》が舌を出した。

〝おまえなんか、私に指一本触れさせるもんか！　私はリクの魔ま剣けんなんだからね！〟

（指一本触れさせないって、普ふ通つう自分に対しては使わないと思うんだけどな…………いや、待て。ちょっと待てよ）

　吏玖はふと気づいて蒼あお褪ざめる。

（才森と僕の関係者が全員狙われてるって言ったよな。ってことは、墨すみ緒おさんと心花このかちゃんもやばいんじゃないのか!?）

（安心しろ、二人とも無事だ。確認した────襲撃者は撃げき退たいしたと言っていた）

（撃退？　そ、それならいいけど）

〝ふぅん…………《象られた力ジヤガーノート》もなかなかやるじゃない〟

《夜来たる》が上から目線の感想を漏もらす。

（問題は鷹野香織だ）

（それなんだけど、なんで香織が狙われるんだよ？　あいつ魔ま剣けん遣つかいでもなんでもないじゃないか）

（確証はない。だが、竜胆ならそうするだろうと思う。もし君と私に家族がいたら、そこまで手を伸ばしたはずだ。あの娘この怒いかりの焰ほのおはそう簡単に収まらない。いったん火が点つけば、何もかも燃やし尽つくす。点火したのは君と私だ。今は職人としての使命感にも後押しされているから歯止めが利きかないだろう）

（確証はないって言うけど、確信してるように聞こえるな）

（あの娘とは長い）

　才森は一度言葉を切って、今度は前ほどには自信の感じられない口調で続けた。

（鷹野は私と君の唯ゆい一いつにして共通の……………………友人だ）

（へえ…………おっと）

　あの才森がこんなことを言うなんて、という気持ちが、フィルタをかけずに伝わってしまった。

（なんだ。何が言いたい）

（いや、別に）

　機き嫌げんを損そこねたのか、才森は黙だまってバイクのスピードを上げた。

　振ふり落とされそうになった吏玖は、慌てて才森にしがみつく腕に力を入れる。少女の身体を包む革が手の中で軋きしむ。

（ちょ、ちょっと…………、そこは胸だ。もっと下を）

（ご、ごめん）

（馬ば鹿か、下すぎる！　落として轢ひくぞ！）

　すったもんだの末になんとか腕の位置が落ち着いた。

（まあ、その、才森が香織をそんなに気にしてるとは思わなかったんだよ、正直）

　返事はしばらく返ってこなかった。

（…………鷹野は、私に残された数少ない、大切なもののひとつだから）

　才森の背中を通して伝わってくる言葉を吏玖は聞いた。

（〈火神結社〉を追われたときには、もう自分には何もないと思った。どうしたらいいかわからなかった。でも、少し落ち着いてきたら、まだ失いたくないものがいくらか残っていることに気付いた）

　道を埋める車の合間を縫ぬって走るバイクの周囲を、幻まぼろしのように灯火が流れ過ぎていく。

（芹せり沢ざわ墨緒に紹しよう介かいされて、専門家に脱洗脳デプログラミングを受けたのもよかったのかもしれない。〈火神結社〉に思考を制限されていたことにも気付けた。生まれてからずっとそこにあるのが当然と思っていた〈結社〉が突とつ然ぜんなくなってしまって、まだどう生きればいいのかよくわからないが…………まずは自分に残されたものを護まもるというところから始めてみようと思ったんだ）

（それが、香織？）

（君もだ）

　ぶっきらぼうに才森が言った。

〝何言ってるの？　人間ってやっぱりわけわかんない！〟

《夜来たる》が憤ふん慨がいした声を出した。

〝あんた魔剣遣いなんでしょ!?　《凍月》がいるじゃない！　自分の魔剣がいれば、ほかに何も要いらないんじゃないの!?　言ってやんなさいよ、《凍月》！〟

《凍月》はフンと鼻を鳴らす。

〝私はおまえより遣つかい手を信じているのでな。カナコは私の唯一無二の遣い手だ。今さら言うまでもない。おまえこそもう少し遣い手を信じるべきではないのか？〟

〝なっ…………なっ…………〟

　顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせる《夜来たる》。怒りのあまり言葉が出てこないようだ。

　代わって、才森が静かに言った。

（私も以前は、おまえのように思っていたのだ、《夜来たる》。《凍月》さえいればいい、ほかには何も要らない…………と。しかし、失って初めてわかった。私という存在を成り立たせていたのは、《凍月》だけではなかったのだ。そして、これ以上失いたくはないとも思うようになった。おまえたち魔剣からすれば、それは人間の弱さとしか思えないかもしれないが）

〝……………………〟

（わかるよ、才森）

　吏玖はそっと言葉を送り出した。

（僕にも失いたくないものがある。大切なものが）

（そうか）

（香織もそうだし────才森もそうだ）

（そうか。それを聞けて少しうれしい）

（僕もだ、才森）
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　香織の家の近所まで来ると、才森はようやくアクセルを緩めた。

　住宅街を流しながら、メットのシールドを上げる。

「この辺りだな？　鷹野の家は」

「そう。もう少し行くと右手に長い塀へいが続いてるのが見える。それが香織の家だ」

「わかった。電話してみてくれ。所在を確かく認にんするんだ」

「え？　てっきりもう電話してて、返事がないから慌てて飛んできたんだと思ってたよ！」

「私は鷹野の番号を知らない」

「なんでだよ。メールやり取りしてたじゃんか────あ」

「そうだ。あれは〈結社〉から与あたえられた端たん末まつだった。もう持っていない」

「わかったよ。ちょっと待って、バイク停とめて」

　停車したバイクから降りて、ポケットを探さぐる。

　取り出した電話には穴が開いていた。

　潰つぶれた楕だ円えん形の穴が斜ななめに携けい帯たいを貫かん通つうして、向こう側が見えた。

「これ…………」

「…………矢傷、だな。《龍標》の」

　二人は顔を見合わせた。

　沈ちん黙もくの後、才森がメットを脱ぬいだ。

　ふぁさっ…………と長い黒くろ髪かみが風に流れる。

　つくづく呆あきれ果てたという目で吏玖を眺ながめながら、才森は口を開いた。

「…………何をやってるんだ君は？」

「え!?　僕のせい!?」

「そうだろう!?　君以外に誰だれが鷹野に連れん絡らくできるというんだ!?　そんなことじゃ困る！」

「お……おっまえなあ、勝手なこと言うなよ！」

〝おっ、戦やるの？　戦るの？〟

　吏玖と才森がにわかに険悪な雰ふん囲い気きになったのを察して、《夜来たる》がわくわくした声を上げる。

「戦らないよ！」

〝なんだ、つまんない〟

《夜来たる》はそう言ってから、ふと何かに気付いたように横を向いた。

〝あれ、よく見ればすぐそこに魔剣がいるじゃん〟

「なに？」

〝ほら〟

　本当だった。

　次の角を曲がって少し行ったところに魔剣の気配がある。

　曲がり角から覗のぞいてみると、肉眼で見えた。

　街灯のない夜道に停まったワンボックスカーの周りに数人の男が立っている。

　そのうち二人が、ぐったりした小こ柄がらな人ひと影かげの頭と足を持って運んでいた。

　意識を失った香織だった。

「…………おい！　何やってるんだこの野や郎ろう！」

　思わず大声を上げた吏玖に、男たちの視線が集中する。

「香織を離はなせ！　さもないと────」

《夜来たる》を抜ぬき放ちながら進み出た吏玖の後ろで、ぐおっ、とエンジンが吼ほえた。

　直後、急発進したバイクが風を巻いて脇わきをすり抜けた。

「才森!?」

　シートの上に低く身を伏ふせた才森の手に《凍月》が現れる。騎き兵へい突とつ撃げきさながらに、切っ先はまっすぐ敵に向けられている。バイクの後ろに霜しもの航こう跡せきがきらきらと尾おを引いた。

　敵集団の中心で指揮を執とっていた男が向き直る。その手に円形の光が生まれ、回転しながら収束して形を成した。外側に刃はのついたリング状の武器、圏けんである。

「才森加奈子だな！　この《車輪の災さい厄やく》の前に現れたのが運の尽つうおおお!?」

　魔ま圏けん遣つかいの声は滑なめらかに驚きよう愕がくの叫さけびへと続き、鈍にぶい音と共に途と切ぎれた。

　才森のバイクのタイヤが顔面にめり込んだのだ。

　惚ほれ惚ぼれするほど容よう赦しやのない突撃だった。スピードを落とす気配がまったくなかった。

　ウィリーの体勢から轢いた男を、才森はそのまま地面へと押し潰した。

　倒たおれた相手に《凍月》の切っ先を向けると、躊ちゆう躇ちよなく一回、二回と突つき刺さす。

「げっ！　ぐえっ！」

　突くたびにバイクの下から悲鳴が上がる。それでも圏を握にぎった腕うでが上がり、反はん撃げきしようとするのはさすがと言うべきか。円形の刃が回転を始め、タイヤの溝みぞみたいな模様が浮うき上がる。

　その圏に、三回目の突きが飛んだ。

《凍月》の細い刀身が《車輪の災厄》を貫通した瞬しゆん間かん、刃の回転はがくんと止まった。軋むような音を立てながら、円形の刃が霜で覆おおわれていく。完全に凍こおりつくまで時間はかからなかった。《車輪の災厄》はひび割れ、砕くだけ、氷の霧きりと化して風に散った。

「くう…………っ」

　押し殺した声と共に、才森の身体からだにぶるぶるっと震ふるえが走る。

　バイクのタイヤが敵の身体から離れてアスファルトに接した。

　そのときになってようやく吏玖も追いついた。

　二人の魔ま剣けん遣つかいを前にして、香織を拉ら致ちしようとしていた男たち────〈火神結社〉の奴僕ヘンチマンたちが怯ひるむ。

「行け！　さっさと行っちまえ！」

　吏玖が《夜来たる》をぶんと振ると、浮うき足立った奴僕たちは我先に逃にげ始めた。

《夜来たる》に熱い視線を注いでいる者も中にはいたが、殺気立った吏玖が詰つめ寄っていくと、急に腰こしが引けて、転びそうになりながらばたばたと走り去った。

　路上でぴくぴく痙けい攣れんしている《車輪の災厄》の遣い手も、ドアが開けっ放しのワンボックスカーも放置したままだ。

〝あれ？　もう終わり？〟

　愕がく然ぜんとした顔の《夜来たる》の幻げん像ぞうが現れて、あたりをきょろきょろ見回した。

〝私の分は？────ないの!?〟

　それには構わず、吏玖はアスファルトの上に横たえられた香織の元に駆かけ寄る。

「香織！　聞こえるか？」

「うぅ…………ん」

　ほっとしたことに、反応があった。

　瞼まぶたが開き、とろんとした目が吏玖の方に向けられる。

　焦しよう点てんが定まっていないのは、薬でも使われたのか。

「あ……れ……？　吏玖…………？」

　香織がぼんやりと口をきいた。

「どーしたの……？　なんで外……？　あー……夢かあ、これ…………」

　いつものはきはきとした雰囲気とはまるで違ちがうので不安になる。

「お、おい…………大だい丈じよう夫ぶか？」

「だいじょうぶじゃないよお──」

　香織は両りよう腕うでを持ち上げ、屈かがみこんだ吏玖の首の後ろにぽすっと載のせた。

「心配させやがってー…………ばか吏玖」

「心配？　え、僕？」

「そうだよお」

　半ば目を閉じたまま、香織はふんにゃり笑った。

「最近雰囲気変わっちゃってさぁ…………ちょっとかっこいいけど」

「え…………」

「ときどき怖こわい目してるし…………危ないこと、してんじゃないの…………？」

　思わず吏玖は自分の身体に目を落とす。夜よ闇やみに紛まぎれているとはいえ、血まみれであちこち破れた服は、香織の意識がはっきりしていたら気づかれていたはずだ。

「夢だから言っちゃうけどさ…………ずっと見てるんだよ？　わかってんの…………？」

　そう言う香織の声は思いがけず優やさしく、柔やわらかい。

「弁当くらい作らせろよお…………女子中学生に作らせて、知らん顔して…………才森さんとも仲いいしさ…………人の気も知らないで…………」

　吏玖の喉のどで言葉が詰まった。

「なんとか言えよお」

「ご、ごめん」

「なんで謝るんだよお、ばか吏玖」

　罵ののしりながら、吏玖の首にぎゅっとしがみついた。

「…………あったかい」

　不ふ明めい瞭りような声でそう言うと、ふたたび香織の身体から力が抜けた。

　ずり落ちかける香織の身体を抱だき留めて、平和な寝ね顔がおを見つめる。
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　ここに至っては、さすがの吏玖も気づかざるを得ない。

　香織は吏玖のことが好きなのだ。

「無事だったようだな、よかった」

　後ろから才森の声がかかる。

　少し息が荒あらいのは、《車輪の災厄》から吸い取った力の余よ韻いんだろうか。

「意識が混こん濁だくしているのは心配しなくていい。拉致するときに使った薬の副作用だろう。一時的な症しよう状じようだ。短期記き憶おくが失われるから、目が覚めた時にはトラブルに巻き込まれたことは忘れているはずだ」

「詳くわしいね」

「私も任務で使ったことがある。便利な薬だ」

「あ…………そう」

　やや引いている吏玖の顔を、才森はまじまじと見つめた。

「なんだよ？」

「一発殴なぐっていいか？」

「は？」

「なぜかな。鷹野の言葉を聞きながら無む性しように腹が立った。殴らせろ」

「なんでだよ！　嫌いやだよ！」

「駄だ目めか。つまらない」

　ふん、と才森はそっぽを向いた。

　吏玖は香織に目を戻もどす。

　くーくー寝ね息いきを立てている。

　──ごめんな。

　寝顔に向かって、心の中で詫わびる。

　才森だけではない。吏玖も腹を立てていた。

　自分に対して、である。

　吏玖にとって香織は、魔ま剣けんとは縁えんのない世界のシンボルのような存在だった。

　香織が危険にさらされた今、それがはっきりと自覚できた。

　友達の少ない吏玖にとって数少ない、まともな世界に自分をつなぎとめてくれる存在。

　それが香織だったのだ。

　──僕のせいで、香織が狙ねらわれたんだ。

　狙った相手よりも、その危険に気付かずに放置していた自分に腹が立った。

「…………殴られても当然かもな」

　自じ嘲ちよう気味にそう口にした途と端たん、顔面に拳こぶしがめり込んだ。

「痛！　痛いった！　おまっ、本気で、あっ、鼻血がっ」

〝ああっ！　リクに何すんのよ！〟

「すっきりした」

　殴った拳も痛かったのか、手を開いてぶんぶん振ふりながら才森が言った。

　文句を言おうと口を開いて、やめた。

　吏玖もちょっとすっきりしたからだ。

　だからといって、それで自分が許されると思ったわけでもないが。

「…………あのさ、才森」

　鼻血を拭ぬぐいながら吏玖は言った。

「香織のこと、頼たのめるかな」

「どういうことだ？」

「この襲しゆう撃げきは、《夜来たる》と《虚数》を奪うばうためのものなんだろ？」

「そして、関係者を全員捕つかまえるか、殺すかするためだな」

「だったら、鋳流いるるも襲おそわれてることになるよな」

「もちろん、そうだ。〈火神結社〉は全力で〈兵器廠アーセナル〉を叩たたくつもりだ。今ごろ鋳流と手下どもは完全に包囲されて、大勢の魔剣遣いに圧おし潰つぶされつつあるだろう」

「だったら、僕もそこに行かないと」

「君がか？　なぜだ？」

　才森は不ふ審しんげに訊たずねる。

「鋳流を助けるためか？　助けなど必要だろうか？」

「いや。鋳流と《虚数》がやられたら、残るのは僕と《夜来たる》だけだ。そうなれば、〈火神結社〉は今度こそ僕を殺しに来る。僕の周りにいる人も巻き込まれるだろう。今回は香織を助けられたけど、次もそうとは限らない」

「だから先手を打って、〈兵器廠〉と共に〈火神結社〉を攻こう撃げきすると？」

　才森はかぶりを振った。

「君は〈火神結社〉を皆みな殺ごろしにするつもりか。君や鋳流は確かに強いが、〈結社〉にも相当な遣つかい手がまだまだ控ひかえているぞ。私だって君に負ける気はしない」

〝負けたじゃん〟

「負けたじゃないか」

「負けてない」

　才森はきっぱりと言い切った。

「え…………？　でも最初やったときも、この間も」

「最初は《凍月》が動どう揺ようしてとどめを刺さし損そこねただけだし、この間は私が動揺して攻撃できなかっただけだ。剣けん技ぎで負けた憶おぼえはないぞ」

　吏玖は《夜来たる》と目を見合わせた。

〝意外と往おう生じよう際ぎわが悪いのね〟

（そうだな）

「なんだ？」

「いや、別に。まあ、才森が強いのは否定しないよ」

　吏玖の曖あい昧まいな言葉に、才森は頷うなずいた。

「〈結社〉には、私より強い遣い手もいる。律りち儀ぎに一人ずつ真正面から来てくれるわけもない、束になってかかってくるぞ。それを全員斃たおしていくのか？　〈火神結社〉を壊かい滅めつさせるまで？　無理だよ、早瀬」

「それは…………無理だね」

「そうだろう」

〝えっ、無理じゃないよ。できるよ、私とリクなら〟

《夜来たる》が意外そうな顔で口を挟はさむ。

　そうだな、と言ってやりたいところだが、これについては才森が正しい。

　次々と襲い来る〈火神結社〉の刺し客かくをばったばったと斬きり捨てて…………というのはなかなか勇ましいが、要するにそれは死体の山を築くということだ。

　いや────もっと悪い。

　魔ま剣けん遣つかいが死ねば、死体すら残らない。

　刕り蠱こは人間を魔剣の運び手として使い倒たおし、死ねばその身すら呪じゆ詛その連れん鎖さを強めるために取り込んでしまう。

　今のところ、《夜来たる》も人殺しには興味がないし、あまり遣い手を殺すことなく切り抜ぬけてはいるが、そうも言っていられないときがそのうち訪おとずれるだろう。

《夜来たる》に刺し貫つらぬかれた相手が浮うかべる絶望の表情。生々しく手に伝わる感かん触しよく。

　またあれを経験するのは、嫌だった。

　黙だまり込む吏玖に向かって、才森は淡たん々たんと続けた。

「無理だとわかっているのに、なぜ行く？」

　その言葉に、吏玖はふと顔を上げた。

　奇き妙みような問いだと思った。

　無理だと言ったのは才森本人なのに、その上でなお、なぜ行くのかと訊きくのか。

　自分を見つめる才森の生き真面まじ目めな顔を見て、吏玖は気づいた。

　無理だと言いつつも、才森は、行くなとは言っていない。

「いくら無理だと言っても、どうせ君は行くのだろう？」

　わかってるんだ、と才森は言った。

「その程度でやめる男だったら、とっくに《夜来たる》は〈火神結社〉の手に渡わたっている。私もここにはいない。君の歩んできた道を語るには、単に魔剣に魅み了りようされたからというだけでは不足だ。そのくらいは、私にもわかってる。わからないのは、なぜ行くのかだ」

「…………過大評価だよ。僕はそんな、常に困難に挑ちよう戦せんするようなタイプじゃない。わけがわからずにテンパッて、いっぱいいっぱいで、行き当たりばったりでやってきただけだ」

　才森は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「君は行き当たりばったりで他人のために命をかけるのか？　信じないぞ、早瀬。芹沢墨緒や鷹野香織はまだわかる。だが、貫肌ぬかだ心花も、私も、君にとっては赤の他人だった。それどころか────敵だった。なのに、どうして私たちを殺さず、魔剣も折らなかった？」

「それは…………」

「鋳流のところに行くのは、自分たちの身を護まもるためだと言ったな？　それは理り屈くつに合わないぞ、早瀬。本当に火の粉が降りかかるのを避さけたければ、〈火神結社〉が〈兵器廠〉に目を奪われているうちに鷹野やおまえの家族を連れてさっさと身を隠かくせばいいんだ。現実にそれが可能かどうかはともかくな。しかし、君にはそんな発想は微み塵じんもないようだ。それどころか、鷹野を私に預けて鋳流の加勢に行くという。私は確かに君や鷹野のような一いつ般ぱん社会の常識は持ち合わせていないが、馬ば鹿かではないつもりだ。正直に言え、早瀬。君は、鋳流が危ないから、助けに行きたいんだろう？」

　思いがけない強い口調で問い詰つめられて、吏玖は驚おどろく。

　確かに────そうだった。

　才森の言うとおりだ。

　吏玖は、鋳流を「助けに行く」つもりだった。

「なぜだ？」

　才森の問いに、吏玖は首を振る。

「わからない。言われてみると、そうだけど────そうするのが自然だとしか思ってなかった」

「……………………」

「多分…………魔剣がほかの魔剣を折るのを当たり前だと思ってるような感じじゃないかな。理由は知らないけど、そういうもんだと思ってて、何も疑わない。でも────」

「要するに？」

「────放ほうっておけない」

　吏玖を見つめる険しい目が、ふっと緩ゆるんだ。

「そうだな、君はそういう男だ」

　呆あきれたように才森は言って、頷いた。

「わかった。好きにしろ。鷹野は任せておけ」

「ありがとう」

「その代わり────」

「その代わり？」

「────もう一発、殴ってもいいか？」







　第五章　夜の向こうに
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　階下からずしんと重い震しん動どうが伝わってきた。

　部屋が揺ゆれて、天てん井じようからぱらぱらと漆しつ喰くいのかけらが降ってくる。

　明めい滅めつした電灯を、墨すみ緒おは不安顔で見上げた。

「悪いわね、墨緒おねーさん。こんなことに巻き込んじゃって」

　向かいのソファで脚あしを組んだ鋳流いるるが言った。

「ううん…………家にいても怖こわいだけだし」

　それに家はあちこち壊こわれてるし、と口の中で付け加える。

　この冬場、あんな風通しのよくなった場所で一晩過ごしたくはない。

「よかれと思ったんだけどねえ。慣れないことするんじゃなかったかな」

　鋳流は思案顔で呟つぶやく。

　墨緒の隣となりに座った心花このかは、押し黙ったまま右手をさすっている。




　芹せり沢ざわ家への襲しゆう撃げきを切り抜けたあと────

　墨緒と心花がディーに促うながされて外に出ると、待ち構えていたかのようなタイミングで、見覚えのある高級車が家の前に停とまった。

　鋳流とダムを乗せた、ロールスロイス・シルバーレイスだった。

　ここは危ないから、吏り玖くが戻もどるまで匿かくまおうか────と鋳流に言われて、墨緒はその申し出に乗ったのだ。

　当然ながら、心花はだいぶ嫌いやがった。

「私が墨緒さんを護まもるって言ってるのに…………」

　不満そうに唇くちびるを嚙かむ心花の気持ちはよくわかるが、墨緒にだって心花を護る義務があるのだ。そんなことを聞かされたら、心花はさぞ心外そうな顔をするだろうが。

〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の襲撃から二人を護ってくれたディーは、鋳流の部下だ。

　その主あるじである鋳流の保護下に入ることで、差し当たっての安全を得ることはできるだろう。墨緒はそう判断したのだ。

　もちろん、鋳流にも思惑おもわくはあるのだろう。

　たとえば〈火神結社〉がやったように、墨緒を人ひと質じちにして吏玖との交こう渉しよう材料にするとか。

　そういうリスクがあるのは否定できない。

　ただ、そんなことをするつもりなら、鋳流はとっくに実行に移しているはずだ。

　わざわざ墨緒を安心させて、騙だまして連れてきて監かん禁きん────などという手間のかかることをする必要はないだろう。

　鋳流の申し出を受けたのは、そうした思考に基もとづいてのことだ。

　だが、連れて来られた先も襲撃されるとは想定外だった。

　高層ビルの最上階、鋳流の隠れ家がに到とう着ちやくした直後、ビルを包囲した〈火神結社〉の襲撃部隊が、〈兵器廠アーセナル〉への攻こう撃げきを開始したのだ。




「ボケてたわー。やっぱ歳としかしらね。こっちを同時に襲おそってきてもおかしくないのに、甘く見てた」

「歳？」

　何を言ってるんだこいつは、という目を向ける墨緒に、鋳流は微笑ほほえみ返す。

「実際よりも若く見られがちなの、いるる」

「あ、そう…………」

「まあ、安心して。いるるの庇ひ護ご下に入った以上、手出しはさせないわ」

　鋳流は組んだ脚をほどいて、カーペットの上に立ち上がった。

「どうするの？」

「こうするの」

　そう言った途と端たん、鋳流の手に薄うす緑みどり色の刃やいばが姿を現した。

《虚きよ数すう》。

　この魔ま剣けんは、〈火神結社〉の炉ろの上で墨緒も一度目にしている。

　隣の心花が身を硬かたくして立ち上がった。

　墨緒の前に出る心花を見て、鋳流は笑う。

「そうがっつかないで────いるるはいいけど、墨緒おねーさんが見てるわよ」

「がっついてなんか」

「いいから、おとなしくしてなさい。ディー！　ここは任せるわよ」

　鋳流の後ろに控ひかえていたディーがかすかに首を頷うなずかせた。

「さーて、それじゃ、下の様子を見てきましょうか。この部屋は好きに使ってもらって構わないから、くつろいでてね、お二人さん」

　言い残すと、ダムを伴ともなって、鋳流は部屋を出て行った。

　高価そうなテーブルセットがぽつんと置かれただだっぴろいゲストルームに残されて、墨緒と心花は所在なげに目を見合わせた。

　ディーは何も言わずに立っている。

　心花がおずおずと口を開く。

「…………あのう、墨緒さん」

「……なに？」

「私も下に──」

「だめよ」

　間かん髪はつ容いれずに答える墨緒。

「でも」

「だめ」

　ぶー、と膨ふくれて心花はソファに身を沈しずめた。

　接近しつつあるたくさんの魔剣の気配に、うずうずしているのは明白だった。

　また階下のどこかで衝しよう撃げきが走り、部屋の照明がちらついた。

　────ふと、心花とディーが、同時に窓の方を見た。

　部屋の壁かべは、二辺がすべて窓になっており、ビル街の夜景がよく見えた。

　どこからか、何かがぎゃりぎゃり回転するような音が聞こえてくる。

　窓の方からだ。

　その音は徐じよ々じよに近づいていた。

「墨緒さん、壁の方へ下がってください」

　心花がソファから飛び降りて言った。

「この気配、憶おぼえがあります────でも、そんなはずは」

　ディーの手に、《プッシャー》が実体化した。

　心花の右手が震動し、吼ほえ始めた。

　ディーが慎しん重ちように窓辺へ歩み寄る。

　天井から床ゆかまで続く大きなガラス窓がびりびりと震動を始めた。

　ガラスの下か端たんに、小さな罅ひびが走った。

　罅ひびは見る見るうちに上へと伸のび、枝分かれし、あっという間に窓全体が白くなった。

　次の瞬しゆん間かん、窓ガラスはけたたましい音を立てて崩ほう壊かいし、強いビル風がどっと吹ふき込んできた。心花は《象られた力ジヤガーノート》を身体からだの前に立ててガラス片へんを防ぐ。

　風とともに部屋の中に入り込んできたのは、女だった。

「ニャア？　こんなところで遭あうとは、奇き遇ぐうだニャアアア」

　窓まど枠わくに食い込んだ二列の鮫さめ歯ばが回転し、床のカーペットをずたずたに嚙み裂さきながら、遣つかい手もろとも部屋に転がり込んできた。

「おまえは…………！」

「久しぶりだニャア、心花ちゃん！」

　回転する鮫歯を持つ魔剣で外がい壁へきを這はい上がってきたのは────

「《フィアサム・エンジン》────我が牙が理り！」

「ブゥー。不正解だニャア。《フィアサム・エンジン》は死んで、生まれ変わったニャ」

　我牙理は自分の魔剣を持ち上げた。その手元で、異形のブレードが変形していく。鮫の顎あぎとのように嚙み合う二本の鋸のこ刃ばを持つ、長なが柄えの高枝切りロツパーチェーンソー。そのブレードは、火花を散らしながら高速で回転する、無数の鮫歯の歯車で構成されていた。背後に浮うかぶヴィジョンの中で泳ぐ、螺ら旋せん状の歯列を持つ古代鮫──ヘリコプリオンも、生身ではなく蒸気駆く動どうのスチームパンク潜せん水すい艦かんのようだ。

「こいつの銘なは────《ディファレンス・エンジン》だニャア。どいつもこいつも、みーんな鮫の餌えさだニャアアア」

　生まれ変わった魔剣を振ふりかざし、我牙理が飛びかかってきた。
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　襲撃部隊は、〈兵器廠〉の要よう塞さい化された高層ビルを凄すさまじい勢いで攻せめ上がっていった。

〈火神結社〉の極東支部はこの襲撃にほぼ全力を投入していた。職人ゲゼレの地位を得た竜りん胆どうめらは、〈結社〉直属の手勢のみならず、下部組織からも遣い手を動員していた。

　防ぼう爆ばくシャッターを破ってエントランスから雪崩なだれ込んだ剣けん士し集団に対して、〈兵器廠〉はまずエレベータをすべて落とし、すべての階の防ぼう火か扉とびらを閉へい鎖さした。

　敵対的な勢力の突とつ入にゆうを想定して、ビルの内部は迷めい宮きゆう化されている。

　通路は細く曲がりくねり、階段の場所は一定ではなく、一度下の階に戻ってから別の階段を見つけないと上に進めないような場所もあった。

　しかし、通常の人間相手ならかなり手こずらせたであろうこれらの構造も、連れん携けいの取れた魔剣遣いの部隊を前にしては効果が薄うすかった。

　超ちよう常じよう的な能力を持つ魔剣たちの刃は、分厚い壁や天井をものともせずに斬きり拓ひらくことができたからだ。

　大木を蝕むしばむシロアリのように、〈火神結社〉の剣士たちは、〈兵器廠〉のビルを下から上へどんどん食い破っていった。

　迎むかえ撃うつ〈兵器廠〉の遣い手は、地の利を得つつもいかんせん数が少ない。

　徐々に押され、敵てき刃じんに倒たおれ、後退を余よ儀ぎなくされていった。

　だが、そんな中にも、瞠どう目もくすべき戦いがいくつか見られた。




　屋内に工事用の重機を持ち込んだかのような騒そう音おんが近づいてくるにつれて、階段の踊おどり場で待ち構える〈兵器廠〉の剣士たちの顔には期待がみなぎっていった。

　劣れつ勢せいの防衛戦の苦しみも、悲ひ壮そう感も、ここにはない。

　元来、魔ま剣けん遣つかいは単独で行動するものだ。

　攻城戦の形こそとっているものの、防衛側が守るべきものを持たず、ただ強大な敵との戦せん闘とうのみを求めるのであれば、攻め手は欲よつ求きゆうを満たす餌、あるいは遊び相手に過ぎない。

　鋳流の元に集つどう剣士たちは、何よりも己おのれの欲よく望ぼうに忠実な、野犬じみた男女であった。

　与あたえられた魔剣が《虚数》の破片から生まれたものでなければ、盟主リングリーダーたる鋳流にも牙きばを剝むいていただろう。そうしないのは、魔剣が作成された時点で、《虚数》の能力による精神コントロールがあらかじめ行われているからである。鋳流に付き従いつつ、彼らは誰だれ一人ひとりとして鋳流の友ではなかった。

　階段下の壁が、轟ごう音おんとともに吹き飛んだ。

　もうもうと舞まう粉ふん塵じんをついて、壁の穴から男が姿を現す。

　砂さ漠ばく迷めい彩さいの服を着た巨きよ漢かんである。

　その目がぎろりと踊り場の上に向けられた。

　男が手に持っているのは、フットマンズ・フレイル。

　両手持ちの長い柄つかの先に、多数の鎖くさり分銅がぶら下がっている。

　鎖はどれも太く、重く、先せん端たんの錘おもりがなくとも打たれただけで骨が砕くだけそうだ。

　背後に浮かぶヴィジョンは、広大な麦畑の上を進む巨大な耕作機械だった。

「待ってたぜ、〈火神結社〉さんよ」

　踊り場にたむろする三人の剣士たちがにやりと笑う。

「ずいぶん派手にぶちかますじゃねえか。人のヤサにわざわざ遊びに来てくれたんだ、歓かん迎げいするぜェ」

「チンピラどもが、キャンキャン吠ほえるのだけは一人前だな」

　フレイル遣いは唸うなった。

「そこを退ひく気がないなら、さっさと来い。全員まとめてでも構わんぞ」

「言うじゃねえか」

　遣い手たちはぎらりと目を光らせ、魔剣を抜ぬいた。

「《ビテュニアの検閲制度》！」

　そう銘乗った男の手に現れたのはウォーピック。騎き兵へいが馬上で用いる、片手で扱あつかう戦闘用のツルハシだ。書類をついばむメンドリのヴィジョンが浮かび上がる。

「────《ホークスビル収容所》」

　隣となりの男の魔剣は、三葉虫を象ったヘッドを持つウォーハンマーだった。灰色の浜はま辺べに建つ重苦しい砦とりでが背後に見える。

「《神を見た犬》」

　三人目は、長柄の先に鉤かぎ爪づめが一本ついただけのシンプルなウォーフック。ヴィジョンは光り輝かがやく庵いおりの前に座った犬の姿だ。

　階段の下のフレイル遣いめがけて、三人が一いつ斉せいに襲おそい掛かかった。

《ビテュニアの検閲制度》は、敵の存在そのものを織り成す単語をついばむことで、不可思議なダメージを与える能力を持っていた。《ホークスビル収容所》は、命中箇か所しよの肉体を遥はるか過去、カンブリア紀まで吹き飛ばす恐おそるべき打だ撃げきを繰くり出せる。《神を見た犬》は、フックの先端で敵の罪悪感を引っ張り出し、心を責める奇き妙みような攻撃を行う。

　殺さつ到とうする三本の魔剣を前にして、砂漠迷彩の男は両手でフレイルを持ち上げ、一いつ切さいの小細工なしに、ただ真っ向から叩たたきつけた。

「ぐわあっ!?」

　何本もの重い鎖が唸って、三人の魔剣遣いを階段に叩き伏ふせた。

　轟音と共に階段が崩ほう落らくし、踊り場を巻き込んであっという間に瓦が礫れきの山と化した。

　それだけでは終わらなかった。じゃらじゃらと物もの凄すごい音を立てながら鎖は回転し、倒れた〈兵器廠〉の男たちの上に、重い打撃を繰り返し繰り返し見み舞まい続けたのだ。

　反はん撃げきの隙すきもない凄まじい連続攻撃。鞭むち打うち……いや、地じ雷らい原げん処理車のチェーンドラムがそのまま手持ちの武器になったようなものだった。悲鳴すら上がらなくなるまではすぐだった。魔ま剣けんも遣い手も区別なく粉ふん砕さいされ、チェーンが停止したときには、もはや何も残ってはいなかった。

「この《雷機ブロントメク》に勝てると思ったか、雑魚ざこどもが」

　吐はき捨てる巨漢の背後で、グラディウスを持った眼鏡の男が壁の穴から出てきた。

　魔剣《理解アンダースタンド》の遣い手である。

「おい」

「ん？」

《理解》の遣い手は、黙だまって指を上に向けた。

　階段は完全に崩くずれている。

「これじゃ上に行けないじゃないか」

「……おお。しまったな」

　巨漢はぼりぼりと頭を搔かいた。

「別の階段を探すとするか」

　肩かたをすくめる眼鏡の男に背を向けて、巨漢は《雷機》を持ち上げ、来たときとは別の壁かべに叩きつけた。




　細く狭せまい階段を上り切り、ドアを開けると、広大なシーツの海が広がっていた。

　踏ふみ込んだ足が沈しずみ込む。マットレスの下にスプリングの弾だん力りよく。

　ふかふかの枕まくらや毛布、羽毛布ぶ団とんや肌はだ触ざわりのよさそうなタオルケットが、あちこちに小島のように浮かんでいる。

　目に心地ここちよい、柔やわらかい灯あかりに照らされたそこは、ほとんど一フロア全部を占しめているのではないかと思うほど広い寝しん室しつだった。

「ふわあ…………」

　ドアを開けた少女は、思わず感かん嘆たんの声を上げた。眠ねむそうな声だった。

「すごい…………どこに転がってもいい、どこまで寝ね返がえりを打ってもいい、こんな夢のような寝室があるなんて…………！」

　背の高い少女は、そばかすのある顔に魅みせられたような表情を浮かべて、ふらふらと寝室に入り込んだ。

　少女の手には木製の棍こん棒ぼうが握にぎられている。ヘッド部分は球形で、円えん錐すい形のスパイクが突つき出している。ヘッドにもシャフトにも装そう飾しよく的な彫ちよう刻こくが施ほどこされており、武器というより民芸品のようだ。ロシアの棍棒、ブラヴァである。

　寝室の真ん中で、毛布の山がごそごそ動き、誰かがひょこんと頭を出した。

　これまた別の少女である。別の、眠そうな少女である。

　背は低く、髪かみはぼさぼさ、男物のワイシャツをしどけなく着き崩くずしている。

　むっくり立ち上がると、寝室への闖ちん入にゆう者を見つけて、のたのた歩いて近づいてくる。

「…………《猫ねこのゆりかご》」

　そう銘乗った。少女が背後に引きずっているのが毛布ではなく、古代ローマの戦闘用ネットだと気付いたそばかすの闖入者は、眠そうな目を幾いく分ぶん緊きん張ちようさせて、自分のブラヴァを持ち上げて身構えた。

　シーツの上をじりじりと近づいたネット遣いの少女が、ぱっとネットを投げる。

　空中で広がった《猫のゆりかご》は、何百人もの手が複雑なあやとりをしているかのように網あみ目めを変化させながら、そばかすの少女を包み込もうと迫せまった。

　ネットの下をかいくぐろうと、ブラヴァ遣いは低い姿勢で突とつ進しんした。

　相手の懐ふところに飛び込む直前で、ネットがその身を捕とらえ、引き倒す。

　倒れながら伸のばしたブラヴァが、ネット遣いの頭をごちんと殴なぐった。

　同時に、そばかすの少女の口から魔剣の銘なが囁ささやかれた。

「《眠れスピー》」

　その瞬しゆん間かん、ネット遣いの少女の膝ひざがかくんと折れた。

　前のめりに突っ伏ぷして、すぴすぴ寝息を立て始める。

「やった！　やっ…………」

　喜ぶ《眠れ》の遣い手の頭に、ネットの中に出現した青白い猫状体の頭がごちんとぶつかった。ネット遣い同様、猫状体もぐっすり眠り込んでいた。

　頭を打った《眠れ》の遣い手も、ネットに包まれたままその場で昏こん倒とうした。

　至近距きよ離りで深く眠り込んだ二人の魔ま剣けん遣つかい。

　どちらの手も、まだ自分の魔剣を離はなしてはいない。

　先に目を覚ました方が勝つ────

　広大な寝室で、息いき詰づまる睡すい眠みんが開始された。
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「ニャアアアーッ！」

　奇き態たいな叫さけびと共に繰り出された高枝切りチェーンソーの一いち撃げきを、割り込んだディーの楯たてが受け止めた。

　鮫さめ歯ばが青銅に食い込み、凄すさまじい勢いで火花が飛び散った。

　チェーンソーが楯に嚙かみつき、音を立てて歯車が回る。切り裂さかれる金属の悲鳴が耳に痛い。

「ぬうっ」

　低い気合と共に、ディーのスーツの背中が筋肉で盛り上がる。

《プッシャー》の銘に恥はじない強きよう烈れつなシールドバッシュが、チェーンソーを弾はじき返した。

「邪じや魔まだニャア！」

　喚わめく我牙理を、ディーは窓に向かって押しやる。二人の足に蹴け散ちらされたガラス片へんがカーペットの上にしぶきを上げる。

　押し込まれながらも、我牙理がにやりと笑った。手元でハンドルを操作すると、《ディファレンス・エンジン》の歯車が組み換かわり、形を変えた。Ｌ字に折れ曲がったブレードが楯を捕らえ直し、ふたたび火花を散らしながら切断にかかる。

「ディーさん！」

「来るな！　邪魔だ！」

　駆かけ出そうとした心花は、思いがけない強い声に足を止めた。

《プッシャー》のシールドスカートがビル風に乗って舞まい上がり、《ディファレンス・エンジン》に巻きついた。

「あっ…………！」

　歯車がシールドスカートに食い込み、切り刻まれた革かわの断だん片ぺんが散らばるのを見て、心花は思わず息を吞のむ。魔剣が傷つけられる痛みを想像したのだ。冷静に考えれば、ディーの場合は心花のように肉体と魔剣が置き換わっているわけではないから、遣い手に痛みが伝わる心配は要いらないのだろうが、つい反応してしまう。

　犠ぎ牲せいを払はらった甲か斐いがあったか、《ディファレンス・エンジン》の動きは目に見えて鈍にぶくなった。分厚い革を嚙み込んで、歯車の動きが阻そ害がいされているのだ。

「ニャッ、こいつ…………！」

　舌打ちする我牙理の身体からだが鈍い音と共に揺ゆれた。

　シールドスカートの間から生えた槍やりの穂ほ先さきが、我牙理の腹を貫つらぬいていた。

「ニャ…………？」

「終わりだ」

　ディーがぼそりと言うと、槍が素す早ばやく引き抜ぬかれて、シールドスカートの中に戻もどる。

　ガラスのなくなった窓へと、我牙理は二歩、三歩と後ずさった。足元にぼたぼたと血が落ちる。

　ディーはシールドスカートを手元に引きつつ、我牙理を窓の外へ蹴けり飛ばそうとする。

　しかし腹に穴を開けられながらも、我牙理は闘とう志しを失っていなかった。

　ぎゃる、と歯車が回って、チェーンソーがさらに深くシールドスカートを嚙み締しめた。

　突き飛ばそうとする動きを中断したディーに凄せい絶ぜつな笑えみを向けて、我牙理は自ら後ろに倒たおれ、窓の外へと跳とび出した。

《ディファレンス・エンジン》で《プッシャー》をがっちりと咥くわえ込んだまま。

　楯に引きずられるようにディーの巨きよ軀くが窓まど枠わくをくぐり、我牙理もろとも消えた。

「ディーさんっ！」

　窓辺に駆け寄り見下ろす顔を、ビル風が叩きつける。

　組み討うつ二人が壁へき面めんにぶつかりながら落ちていく。

　なすすべなく見守るうちに、《ディファレンス・エンジン》が歯車を逆回転させて《プッシャー》を解放した。革の破片を吐き散らしたチェーンソーが、即そく座ざに壁面のコンクリートに齧かじりつく。

　ディーの身体は回転しながら遠ざかっていった。

　ずたずたになったシールドスカートをたなびかせながら、遥はるか下の地面に向かって小さくなっていく。

　壁面にへばりついたチェーンソーの二本のブレードが左右に分かれた。

　キャタピラを備えた芝しば刈かり機のような形態に変化した《ディファレンス・エンジン》に乗って、我牙理が頭を上げる。

　見下ろす心花と我牙理の目が合った。

　瞬間、心花の中で、何かが爆ばく発はつした。

「こっ、心花ちゃん!?」

　悲鳴のような墨緒の声を背後に聞きながら、心花は《象られた力》を振ふりかざし、我牙理に向かって飛びかかっていった。
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〝────ねえ、リク〟

「ん？」

〝なに考えてるの？〟

　吏玖の顔を覗のぞき込んで、《夜来たるNightfall》は不ふ審しんそうに訊きいた。

　エントランスホールに舞い散る粉ふん塵じんの中、星の色の髪が箒ほうき星ぼしのように尾おを引いた。

　ぐしゃぐしゃになった防ぼう爆ばくシャッターの残ざん骸がいを踏んで、吏玖はホールを横切っていく。

　美しかったのであろうビルの内装は、いたるところに刻まれた戦いの痕こん跡せきで、今や戦場さながらだった。

　いや、さながらどころではない。まさにここは戦場である。

　ビルの周囲に張り巡めぐらされた、道路工事を偽ぎ装そうした封ふう鎖さ線の内側には、〈火神結社〉がひしめいていた。

　正面入口を警備していた魔ま剣けん遣つかい────幅はば広ひろの片かた刃は剣けんファルシオンと、長なが柄えの斧おのバルディシュの二人組は、背後で地に伏ふしている。どちらもそれなりの腕うでを持ってはいたが、吏玖と《夜来たる》の敵ではなかった。

〝こんなに何本もブチ折れてすっごくいい気分なのに、ちょっとテンション低くない？〟

「そうかな？」

〝そうよ！　もうちょっと喜びなさいよ！〟

《夜来たる》を握って歩いていく吏玖を、〈火神結社〉の奴僕ヘンチマンたちが遠巻きにしていた。

　自分たちで魔剣遣いと戦おうとは思いもしないのか、襲おそい掛かかってくる気配はない。ただ、全身に注がれるぎらついた欲よく望ぼうの視線はひどくおぞましかった。

　前にもこんなことがあったな、と思い出す。

　鋳流の手から、心花を助け出しに行ったときだ。

　単身敵の本ほん拠きよ地ちに入っていって、奴僕たちに凝ぎよう視しされる────

　あのときに比べれば今回のビルはずっと大きいが、シチュエーションはよく似ている。

　皮肉にも、今回助けに行くのは他ほかでもない、以前心花を攫さらったその鋳流だ。

　もっとも、鋳流の実力からして、吏玖の助けを必要としているとは思いにくいが。

〝ほら、また一人でなんか考えてる！　集中してよ、このあと、もっと嬉うれしいことが控ひかえてるんだから〟

「もっと嬉しいこと？　何それ？」

〝決まってるじゃない！　《虚数》をブチ折りに行くんでしょ、私たち！〟

　思わず吏玖は呻うめいた。

「おおう…………毎度のことながら、おまえ何聞いてたんだよ…………」

〝なによ。まだ助けに行くとか言ってるの？　あれ本気だったの？〟

《夜来たる》は呆あきれ顔で続けた。

〝いい加減認めなさいよ！　あいつとは、どーせ戦うことになるって！〟

「なんでだよ」

〝私も、《虚数》も、すっごく強い魔ま剣けんだからよ！〟

　苛いら立だったように《夜来たる》は叫ぶ。

〝もうね、リクの手前我が慢まんしてるけどね、あいつの近くにいると大変なのよ。折りたくて折りたくて、おかしくなりそう。あいつの方も同じだと思うな。なぜかリクは慎しん重ちようだけど、そのうち絶対戦うことになるから、そのつもりでいてね〟

「いてねって言われてもなあ…………」

　とはいえ確かに、吏玖にも思うところはある。

　今のところ、鋳流は吏玖に対して好意的ではあるが、あの少女が何を考えているのかはどうにも摑つかみにくい。

　いつ気が変わって斬きり合いになってもおかしくない、という意識はある。

　そんな相手を助けに行く、というのは我ながら頭がおかしいとも思う。

　しかし────

　あれほど強く、怖こわいものなどなさそうな鋳流から、どこか脆もろさを感じるのは吏玖の気のせいだろうか。

　吏玖に興味を持つだけでなく、《虚数》の嫉しつ妬とを受け流しつつ、実際に何度も会いに来た鋳流。

　精神操作した心花を始めとした何人もの魔剣遣いを、「花束」とうそぶいて吏玖へと差し向けたのは、倒とう錯さくした好意の表現であるらしい。

　──あなたは、いるると共に生きてくれる？

　──伴はん侶りよとして────生を共に…………。

　あのときの表情を、そして〈火神結社〉の炉ろで見せた一いつ瞬しゆんの涙なみだを、吏玖は思い出す。

　鋳流が恐おそるべき敵手であることは疑いない。

　それでも、鋳流がふとした瞬しゆん間かんに見せる脆さを思うと、吏玖の中に形容しがたい感情が湧わき上がってくるのだ。

　言葉に変へん換かんすれば、才森に説明した通り、「放ほうっておけない」ということになるだろう。

　鋳流に限った話ではない。才森のときも、心花のときも同じだった。

　そもそも《夜来たる》と逢あったときからそうだった。

　自分を突つき動かすやむにやまれぬ感情を不思議に思いながら、吏玖は階段を駆け上がる。

　破は壊かい音や武器の触ふれ合う音、悲鳴や鬨ときの声が上の方から断続的に聞こえてくる。

　一体何人の魔剣遣いがこのビルで戦っているのだろうか。

　ビルの外から、何か大きなものが降ってきて地面に叩たたきつけられたような音がした。

〝ねえ、リク〟

「ん？」

〝また考え事してる〟

「気にするな。なんでもないよ」

〝気になるよ…………〟

《夜来たる》は不安そうに呟つぶやいた。

〝…………やっぱり、あのことが原因？〟

「あのこと？」

〝あの蔵くらで、リクが読んでた手紙〟

「あれがどうしたんだ？」

〝……………………〟

《夜来たる》が唇くちびるを嚙かんでうつむく。

「どうした？」

　重ねて訊たずねると、《夜来たる》は顔を上げた。

〝リクの…………その…………なんかが死んだの、私のせい、なんでしょ？〟

「なんか…………って」

　吏玖はしばし絶句する。

「…………もしかして、僕の両親のこと？」

〝そう、それ〟

「それ…………って…………」

〝ごめんね。私にはよくわかんないの。でも、リクにとっては大事なものだったってことくらいはわかるよ〟

　いや、おまえ絶対わかってないだろ、と言いそうになるのをこらえる。

　本当に人間とは違ちがう存在なんだな、と思うのはこういうときだ。

　肉親という概がい念ねんを、それを失うという意味を、魔剣はまったく理解できないのだ。

〝私は全然、そんなことした憶おぼえないんだけど…………でも、リクが怒おこってたら、やだなあって〟

　それでも、《夜来たる》なりに気にはしていたらしい。

「……………………はあ」

　吏玖は立ち止まって、手を差し伸のべた。

《夜来たる》の頭の位置で、手のひらにおぼろげながら髪かみの毛の感かん触しよくを覚える。

〝ほえ？〟

　そのまま頭を撫なでてやると、《夜来たる》は顔を赤らめた。

〝な、なに？〟

「気にすんな。おまえのせいじゃない」

〝そ、そう？〟

「うん。なんにも怒ってないよ。心配するな」

〝それなら、いいんだけど〟

　もじもじしながら《夜来たる》は撫でられるままになっていたが、やがて居い心地ごこち悪そうに、あるいはくすぐったそうに、首をすくめた。

〝…………なんで撫でるの〟

「おまえ好きだろ、撫でられるの」

〝でも、刃はに手の脂あぶらがつくじゃない…………〟

「つかねーよ！」

〝いたぁ！〟

　撫でていた手をチョップに切り替かえると、《夜来たる》は大げさに頭を抱かかえた。

「いいから行くぞ！　〈火神結社〉の奴やつらは折ってもいいけど────」

〝────人は斬らない！　でしょ？　わかってるって、そのくらい！〟

《夜来たる》はぴょんと立ち上がった。

〝よーし、行こー！　まずはあいつらかな？〟

　すっかり元気を取り戻もどした《夜来たる》の手が、前方でエレベータのドアをこじ開けていた二人組の魔剣遣いを指し示す。カットラスとトライデントの二人は、近づきつつある吏玖を認めてそれぞれの武器を構えた。

　たぶん〈火神結社〉だけど、違っていてもまァいいや。そんなことを思いながら、吏玖は《夜来たる》を手に間合いを詰つめていく。

《夜来たる》は正しい。確かに吏玖は怒っていた。

　だが、《夜来たる》に対してではない。

　自分を、両親を、祖父を、《夜来たる》を、関かかわるすべての人間と魔剣を巻き込んでもてあそぶこの仕組みそのもの────刕り蠱こという巨きよ大だいな呪じゆ詛そそのものに対して、吏玖は怒っていたのだった。
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「うわああああああ！　よくも！　よくも!!」

　吹ふき上げる風に搔かき消されそうになりながら、心花の叫さけびがビルの谷間に響ひびき渡わたった。

　心花が自ら身を投げたのを見て、我牙理は目を見開いた。だが、一瞬の驚きよう愕がくは、すぐに歓かん喜きの笑えみに塗ぬり潰つぶされる。

「それでこそ心花ちゃんだニャア！」

《ディファレンス・エンジン》がフルパワーでエンジンを吹かし、排はい気き筒とうから噴ふき出した黒こく煙えんが風に流れる。壁へき面めんに喰くらいついて這はい登りながら、チェーンソーのブレードの一本が壁かべを離はなれ、我牙理の右手に収まった。エンジン部分と太いケーブルで接続された、手持ちのチェーンソー────いや、これは初めて戦ったときのテルビューチェの形を取り戻したと言うべきだろうか。頭上から拳こぶしを叩きつける心花を、我牙理は鮫さめ歯ば剣けんで迎むかえ撃うった。

「やああッ！」

「ニャアアーッ」

[image: ]

　突き上げられるテルビューチェの回転する刃が鎖さ骨こつをかすめて、熱い痛みと共に血がしぶく。頰ほおに飛び散った血の熱は、すぐに風に冷えて意識から消える。

　交差するように放たれた《象られた力》が我牙理の胸に食い込んだ。肋ろつ骨こつが折れる確かな手ごたえ。普ふ段だんなら吐はき気を催もよおすだろうその感触も、今の心花にとっては闘とう争そう心を煽あおり立てる炸さく薬やくでしかない。

　我牙理の顔が歪ゆがみ、血を吐いた。しかし傷つきながらも、左手は落下してきた心花の服をしっかりと握にぎりしめている。心花の背中に突き立てようと、テルビューチェの刃の向きが変わる。

　今や二人は、ごく狭せまい足場の上────壁面を這い登る《ディファレンス・エンジン》のエンジンとハンドルの上という、あまりにも小さな場所で超ちよう近接戦闘を強しいられていた。敵に抱だきすくめられたまま、心花は右手を引き、我牙理の脇わき腹ばらにフックを叩き込んだ。

「ウニャッ」

　たまらず我牙理が声を上げて身を引く。引きざまに腋わきの下をテルビューチェにかすめられて、ひやりとする。

「ニャニャニャ。頑がん張ばるニャア、心花ちゃん！」

「これ以上────」

　心花は我牙理を睨にらみつけて叫んだ。

「これ以上、私から奪うばうなあっ!!」

　落ちたら死ぬような高所にいることは、心花の頭から消えていた。

　総身を震ふるわす怒いかりにまかせて、心花は我牙理に向かってまっすぐ拳を突き出した。

「甘いニャア！」

　向かってくる拳を、我牙理がテルビューチェで斬きりつける。

　回転する鮫歯が、《象られた力》の装そう甲こうに食い込んだ。

　心花は右手を外へと捻ひねる。

　斬ざん撃げきの軸じくをずらされて、テルビューチェが脇わきへと逸それる。

　捻ひねりながら突き込まれる《象られた力》が、鮫歯の列を音を立てて砕くだいていく。

「ニャッ!?」

　光り輝かがやく拳が胸骨の真ん中を捉とらえた。

　我牙理の身体からだは吹き飛ばされ、壁面に打ち付けられた。負傷をものともせず、すぐさま壁から身を離した我牙理の目は、心花に負けないほどの憤ふん怒ぬに燃えていた。

「よ、よくも《ディファレンス・エンジン》を傷つけたニャアッ!?」

　歯が折れてぎざぎざになったテルビューチェを握り締しめて、我牙理が組みついてきた。

　勢いに負けて、ずるりと足が滑すべった。

「あっ!?」

　落ちる！　足場を失った心花は、反射的に両りよう腕うでを振ふり回した。すんでのところで左手が摑つかんだのは、《ディファレンス・エンジン》のハンドルだ。

「おさらばだニャア、心花ちゃん！」

　ハンドルにぶらさがった左腕を切断しようと、容よう赦しやなくテルビューチェが迫せまる。心花は右手を振り上げ、テルビューチェを横から殴なぐりつけた。ブレードがひん曲がり、鮫歯が回転しながらまき散らされた。

「ギニャアッ」

　我牙理は自分を殴られたときよりも痛そうな声を上げた。

　歯車が歪み、それでも回転しようと軋きしむブレードを、心花の右手が捕つかまえた。

「ニャッ!?　離すニャッ！」

　折れた歯列が手のひらで蠢うごめくのを感じながら、心花は《象られた力》に力を込める。

「ニャアアア！　やめるニャ！　折れる！　折れちゃうニャア！」

　心花はやめない。

　手のひらが傷つくのも構わずに強く握り締めると、我牙理の声は悲鳴に変わった。

「ニャアアアアアア──ッ」

　我牙理の絶ぜつ叫きようと同時に手の中の刃がぐしゃりと潰れた。

《象られた力》を開くと、テルビューチェの部品がこぼれ落ち、奈な落らくへ落ちていった。

「なんてことするニャア…………！」

　涙なみだ声ごえであった。

「ワタシの《ディファレンス・エンジン》…………！　せっかく帰ってきたのに、なんで傷つけるニャア！」

　這い上がろうとする心花に向かって、我牙理の生足が飛んでくる。

　頭を蹴けられてくらくらしながらも、ハンドルの上に身体を持ち上げる。

「そんな心花ちゃんは落としてやるニャア！」

　なんとか足場に這い上がると、降り注ぐ蹴りを右手で防ぎ、押し返した。

「ニャッ!?」

《象られた力》のパワーは我牙理の身体をいとも簡単に吹っ飛ばした。

　我牙理は宙に浮うき、窓ガラスを粉ふん砕さいしながらビルの中へと転がり込んだ。

　それでも右手は《ディファレンス・エンジン》を離さない。

　二人が上で暴れてもあれほどがっちりと壁面に喰らいついていたもう一本のブレードが、あっけなく剝はがれて遣つかい手と共に屋内へ引き込まれる。

「わあっ!?」

　いきなり足元が不安定になった心花は、慌あわてて《ディファレンス・エンジン》にしがみついた。窓まど枠わくに残ったガラスを割りながら、一いつ緒しよに屋内へ引きずり込まれる。

「心花ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　聞きなれた声に顔を上げると、そこは最初にいたゲストルームだ。墨緒が駆かけ寄ってくる。いつの間にかここまで登ってきていたのだ。

「ニャアッ」

「きゃっ!?」

　ガラスの破片を散らしながらがばっと立ち上がった我牙理に、墨緒が怯おびえた悲鳴を上げて立ちすくむ。

「墨緒さん、来ないで！」

　心花が叫び、墨緒は震える脚あしで後ずさる。

「ワタシの魔ま剣けんから手を離すニャ！」

　我牙理の叫びに、はっとして手元を見下ろす。心花の両手はまだ《ディファレンス・エンジン》を摑んでいた。エンジンが唸うなり、ふたたび鋸のこ刃ばが回り始めようとしている。考えるより早く、心花は右手を振り上げて、傷ついた《ディファレンス・エンジン》を殴りつけた。

「ギニャアッ！　やめるニャ！」

　耳を貸さない。ぶんぶん唸る右手がチェーンソーを叩たたきつけると、内部の歯車がぼりぼり壊こわれる小気味いい感かん触しよくが伝わってきた。

「ニャ！　ニャ！　やめるニャ！　心花ちゃんやめてニャアア！」

　二発、三発と続けざまに殴りつけると、エンジンがボンといって煙けむりを噴いた。ケースがひび割れて油が染しみ出し、歯車が飛び散り、ちぎれた鮫歯のチェーンがのた打ち回る。

「これでとどめだあっ！」

　振り上げた拳に渾こん身しんの力を込めて振り下ろす。

　が、その拳はすんでのところで止まった。

　ほとんどスクラップと化した《ディファレンス・エンジン》の上に、我牙理が覆おおいかぶさったのだ。

「や…………やめてくださいニャ…………」

　震える声で我牙理は言った。

　ふう、ふう、と心花は肩かたを上下させて目の前の我牙理の背中を見る。

「…………どいてよ」

　喉のどから出た声はかすれていた。

　我牙理はふるふるとかぶりを振った。

「絶対だめだニャ。これ以上《ディファレンス・エンジン》を傷つけさせないニャ」

　顔を伏ふせ、くぐもった声で我牙理は言った。

「ワタシは殺してもいいニャ。でもこの子はだめだニャ。やっと帰ってきてくれた、かわいい《ディファレンス・エンジン》、もう壊させないニャ」

　我牙理は泣きながら、自分の魔剣の残ざん骸がいを抱きしめた。

「これをワタシから奪ったら、だめだニャア…………！」

　頭に上っていた熱が、ゆっくりと冷めていく。

　心花の右腕から力が抜ぬけて、だらりと床ゆかに落ちた。

「…………勝手ですよ、そんなの」

　ほとんど呆ぼう然ぜんとしながら、心花は呟つぶやく。

「そんなこと言われたら、殴れないじゃないですか」

　もちろん、我牙理は完全に常じよう軌きを逸いつしている。拠よって立つものがあまりにも違ちがうから、和解はおろか、歩み寄ることすら難しい。そういう女だ。

　それでも、心花は理解してしまったのだ。

　この異様な女と自分は、これ以上大切なものを奪われたくないという、強い思いだけに動かされて生きているということを。

　それを知ってしまっては、もう、心花に《ディファレンス・エンジン》は折れなかった。

　心花は自分の右手をそっと撫なでた。

　激しい格かく闘とうで傷だらけの装甲が、ほのかに温かく感じられた。
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〝リク！　リク！　すごいすごい！　私たち、すごいねえ！〟

《夜来たる》が高らかに笑う。

〝誰だれも私たちに敵かなわない！　誰も私たちを止められない！　ああ、すごい！　すごい！　気持ちいい！　楽しいね、リク！〟

　歌うような《夜来たる》の言葉に、吏玖は無言で微笑ほほえみ返す。

〈火神結社〉が虫食いだらけにしたビルの中を、吏玖はどんどん駆け上がっていった。

　途と中ちゆうで出で遭あった魔ま剣けん遣つかいも、吏玖と《夜来たる》の前では敵ではなかった。

　折った魔剣から吸い取った力で《夜来たる》は艶つや々つやと輝き、吏玖の剣けん技ぎも最高潮に冴さえ渡わたっていた。

　短期間にこれほど多数の魔剣と戦ったのは初めてである。

　刀の先から、爪つま先さきから、髪かみの毛の一本一本から、エネルギーが大気中に火花を散らしている気がした。

《夜来たる》は蓄ちく電でん池ちのように力を溜ため込み続け、それと同時に、吏玖の意志とは無関係に吏玖の能力が底上げされていく。

　全身に力が満ちる快感と、それを制せい御ぎよしきれない恐きよう怖ふが、吏玖を駆り立てていた。

　──本来の魔剣遣いは、こんな感覚を味わうはずだったのか。

　空そら恐おそろしい思いで、吏玖は考える。

　──こんな感覚をいきなり味わったら、そりゃあ止やめられなくなるよな。

　自分はまだ幸運だったのだ。

　吏玖の場合、《夜来たる》を手にしてからも、その扱あつかいにはかなり慎しん重ちようだった。

　いわば慣らし運転の段階を踏ふんでから、魔剣に少しずつ心と身体を許していった。

　誰もが同じ道をたどるわけではないだろう。

　最初にガツンと魔剣に魅み了りようされて、あとはずるずると戦せん闘とう衝しよう動どうに流されていけば、すぐに人ひと斬きりの怪かい物ぶつができあがる。

　以前戦った相手────円えん藤どうや我牙理は、おそらくそうして人の道を踏み外したのだ。

〝次が来るよ！　リク！　扉とびらの向こう！〟

（わかった！）

　樫かし材の扉の向こうに意識を向けると、待ち構えている魔剣遣いが透すけて見えた。肉眼に映っているのではない。今の吏玖の中では、魔剣が魔剣を感知するレーダーのような知覚が常時起動している。これも初めて経験する状態だった。普ふ段だんなら、この知覚はある程度の精神集中を要求する。ところが今は、近きん距きよ離りであれば目を向けるだけで発動し、まったくなんの集中も必要としないのだ。

《夜来たる》に導かれるように吏玖の手がすっと伸のび、扉に突つき刺ささった。刃はは分厚い木材をやすやすと貫かん通つうし、その向こうにいた男が握にぎっていた片かた刃ばの直刀、スクラマサクスの刀身を縦に割った。遣い手のパニックに味付けされた魔剣の力を吸い取りつつ、吏玖はそのままパッパッと前ぜん腕わんを返し、扉を四つに分断した。

　がらがらと音を立てて床に重なり合う扉の残骸をまたいで中に入る。

　大きなホールだ。異様な内部構造をしたこのビルは、どうやら〈兵器廠〉の魔剣遣いたちが思い思いに改装してねぐらにしていたらしい。その中でも、このホールは異質だった。三階分はあるだろう吹ふき抜けの壁へき面めんは、すべて古そうな本や巻物などの収まった書しよ棚だなになっていた。中央に螺ら旋せん階段があり、その周囲に人が群れている。魔剣を持たない大おお柄がらな奴僕たちに囲まれて、ひときわ小さく見える影かげに見覚えがあった。

　天から大地に突き立つ白い焰ほのおの柱のヴィジョンが記き憶おくを叩く。

　こちらを振ふり向いた幼い顔に、凄すさまじい怒いかりの相が浮かぶ。

　竜胆めら。

「早はや瀬せ吏玖!!」

　振り上げた両手の中に波打つ刃の大たい剣けんが出現すると同時に、竜胆は大おお股またで駆け出した。

　周囲に群れていた奴僕たちが泡あわを食って逃にげ出すのを尻しり目めに、竜胆は吏玖めがけて一直線に突とつ撃げきする。

　右みぎ肩かたからまっすぐに切っ先が天を向いた蜻蛉とんぼの構え。幕末に恐おそれられた示じ現げん流の太刀たち筋すじ。この小さな魔剣遣いは、それをフランベルジュでやるのだ。

　二メートル近い刀身を持つ《清焰ホーリー・フアイアー》が熱気をまとって振り下ろされる。吏玖は《夜来たる》を肩に沿わせて振り上げ、受け流しを試みる。

《夜来たる》と《清焰》が接せつ触しよくし、爆ばく発はつ的な蒸気が立ち昇のぼった。

〝熱！　熱！　熱あっつうううう！〟

《夜来たる》の悲鳴もむべなるかな、なんとか受け流し切ったものの、一歩間ま違ちがえたら刀身ごとへし折られ、吏玖も脳天から唐から竹たけ割わりにされるところだった。

　初しよ太刀だちから間を置かず、竜胆は続けざまの斬ざん撃げきを繰くり出してくる。恐れを知らない踏み込みに、一撃一撃が凶きよう悪あくな威い力りよくを持つ打ち込みが合わさると、生半可な剣技では到とう底てい太刀打ちできない。

　──ほかの連中とは格が違う！

　吏玖は《夜来たる》を必死で振るい、連撃を受け流しながら後退した。壁かべに沿って下がると、《清焰》の切っ先が本棚をえぐり、切り裂さいていく。ばらばらになって散らばる本に火が点つき、空中で燃もえ尽つきる。肌はだに触ふれたら一いつ瞬しゆんで炭化するのではないかと思うほどの、恐ろしい高温だ。

　一連の猛もう攻こうをかろうじてしのぎ、隙すきを見て大きく後ろへ跳とんだ。距きよ離りを取って構え直し、どう攻せめるか考える。

〝ふーっ！　ふ──っ！〟

　涙なみだ目めで自分の腕うでに息を吹きかけている《夜来たる》の幻げん像ぞうが目に入る。

（意味あるの、それ？）

〝やらないよりましよ！〟

　そう言う《夜来たる》の刀身は、《清焰》に触れた箇か所しよが赤熱していた。一瞬の接触でこれだ。まともに受けてはとても保もつまい。

　──さすがに強いな。

　正直なところ、竜胆を甘く見ていた。

　ゾーンタークの件で恨うらみを買った自覚はあったが、この強さはそれだけで説明がつくようなものではない。

　両手持ちの大剣を軽々と振り回すのは、魔ま剣けんだから不思議ではないにしても、気力体力が充じゆう実じつした今の吏玖と《夜来たる》が圧おされるくらいだ。〈火神結社〉侮あなどりがたし──という念を新たにせざるをえない。

　──成長したのかな、こいつも。

　少なくとも、以前遭ったときに感じた脇わきの甘さ、芯しんのぶれが、今の竜胆からは感じられなかった。

　──いや…………まさか。

　嫌いやな可能性に気付いて、吏玖は動どう揺ようする。

　大切なものを失うほどに、魔剣と遣つかい手は、それを贄にえとして強くなる。

　もしかすると、師し匠しようのゾーンタークを失うことが、竜胆を強くしたのではないだろうか。

　──だとしたら────その原因となったのは、この僕だ。

　自分の行いが、一人の魔剣遣いの人間性を失わせて、より怪物に近づける原因になっていたとしたら。

　気の滅め入いるような想像だったが、その可能性は充じゆう分ぶんにあり得た。

《清焰》の刃の向こうからぴたりと吏玖を見み据すえる竜胆の目は、怒りと決意に爛らん々らんと光っていた。

　吏玖を殺す、必ず殺す、という決意である。

　もう何人もの魔剣遣いと戦ってきた吏玖だが、これほどの殺意を向けられたのは初めてだった。

　吹き付ける熱気とは裏腹に、冷え冷えとしたものが体の芯に生まれた。

　──あ、やばいな。

　ふと思った。

　この冷たさに、殺される気がした。

　と、そのとき。

　竜胆の視線が、ふと横に逸それた。

　隙を生むほどの動きではない。現に《清焰》も、竜胆の正中線も、吏玖を指してぴくりとも動かない。だから、吏玖も動かなかった。

　しかし、視線の先に何を見たのか。竜胆の目は────これ以上ないと思えるほどの怒りに満ちていた目は、更さらなる憤ふん怒ぬに燃え上がった。

「おまえ…………！」

　殺意が逸れた一瞬を衝ついて、吏玖はさらに距離を取って振り返った。

　吏玖が突とつ破ぱした戸口にあるのは、バイクだった。

　乗っているのは、黒いライダースーツの才さい森もり加か奈な子こだ。

　ここまでバイクで登ってきたのか。流線型の車体は粉ふん塵じんにまみれて傷だらけだ。

　フルフェイスのヘルメットも半分が吹っ飛び、冷ややかな目め許もとが見えている。

「才森…………」

「早瀬、ここは任せろ」

　才森は短くそう言ってバイクを降りた。

　ヘルメットを脱ぬいで、足元に捨てる。

「竜胆は私が引き受ける。彼女もそれを望んでいるはずだ」

　才森の手に《凍いて月づき》が現れる。足元から這はい進む霜しもの冷気が、立ち込める熱気とぶつかり合う。

「そうだろう、竜胆？」

「────いずれ、わたしがどちらも殺す」
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　竜胆が口を開いた。

「だけど、そうね、才森。わたしが本当に許せないのは、あんた」

「そうだろう。わかっている」

「あんたに何がわかるっていうの」

　ゆっくりと歩み寄る才森に、竜胆は叫さけんだ。

「あんたに！　わたしの！　何がわかるっていうのよ！」

《清焰》を振りかざして斬きりかかる竜胆を、才森がレイピアで迎むかえ撃うつ。

「行け、早瀬！」

　その声に背中を叩たたきつけられるように、吏玖は身を翻ひるがえし、螺旋階段を駆かけ上がった。




　　　　７．




　レイピアとフランベルジュ。

　霜と焰。

　細くまっすぐな刀身と、波打つ刃が目まぐるしく交こう錯さくした。

　二人が振るう二本の第二世代魔剣は、互たがいの胸に秘ひめたものを一気に吐はき出すかのように、嚙かみ合い、削けずり合い、熱と冷気で傷つけ合った。

　刀身が触れ合うたびに、二人の心は接し、融とけ、また離はなれた。

（腕を上げたな、竜胆！）

（その上から目線がムカつくのよ、才森！）

　それは二本の魔剣による会話であった。

　それは二人の精神による斬り合いであった。

　攻こう撃げきを受け流しながらも、竜胆の怒りの大きさに、才森は圧あつ倒とうされる思いだった。

　吏玖には威い勢せいのいいことを言ったが、実のところ、怖こわかった。

　あのとき────

　ゾーンタークが死ぬ原因を作ったあのときから、ずっとそうだ。

　怒りや憎にくしみを向けられるのには慣れているはずなのに。

　才森は〈火神結社〉のエージェントとして、たくさんの魔ま剣けん遣つかいを相手に戦ってきた。才森が振るう《凍月》の前に斃たおれた者たちは数知れない。憎ぞう悪おの視線、恨みの言葉には、とっくに何も感じなくなっていた。

　それなのに、竜胆の怒りは怖かった。

　どうしていいかわからなくなるほど、怖かった。

　────〈火神結社〉にもうおまえの居場所はないと思え、才森加奈子！

　あのとき、竜胆はそう言った。

　才森を立ち竦すくませるほどの怒りのこもった言葉だった。

　才森も、竜胆も、生まれてからずっと〈火神結社〉の中で生きてきた。

　ほかの生き方があるなどと考えもせずに。

　性格も魔剣の性質もことごとく合わなかったが、そこだけは共通していた。

　だからこそ、角突き合わせながらも、同じ組織の一員としてやってこれたのだ。

　才森が、その根本的な共通点を壊こわしてしまったあの日までは。

（おまえは師匠を殺した！　〈火神結社〉を裏切った！　わたしを裏切った！）

　刃はが擦こすれ合い、火花が飛び散る。

（なぜだ！　なぜわたしを裏切った、才森！）

（私は疑問を持ってしまった。それが答えだ）

　火花は空中で凍こおりつき、微び細さいな霜の花となる。

（私がずっと押し殺してきた疑問、ずっと忘れていた違い和わ感かんが、私の手を止めた）

（ふざけるな！　そんなつまらないもののために、おまえは裏切ったのか!!）

　激げき昂こうした竜胆の斬撃が、ライダースーツを切り裂いていく。衝しよう撃げき的なほどの熱さに、才森は思わず苦鳴を漏もらす。

（わたしは、おまえを────仲間だと、思っていたのに！）

　小さい身体からだに見合わない膂りよ力りよくに、受け流す《凍月》が軋きしみを上げる。

（気に食わないけど、たったひとりの、わたしの、仲間だと、そう思ってたのに!!）

　フランベルジュの刀身の根本に手をかけて、えぐるように腹を狙ねらってくる。

（おまえはわたしを否定した！　わたしの大事なものを、否定したんだ！）

　切っ先が本棚に食い込んで発火し、乾かわいた古紙が勢いよく炎ほのおを上げる。

（おまえより、わたしの方が努力してきた。おまえより、わたしの方が、たくさんのものを犠ぎ牲せいにしてきた）

《清焰》がバイクを貫かん通つうし、熱膨ぼう張ちようした金属が勢いよく弾はじけ飛ぶ。

（だから、わたしの方が強い。おまえなんかより、わたしのほうが強いんだ）

　螺ら旋せん階段の手すりが飴あめのように切断されて、融けた金属の滴しずくが飛び散る。

（なのに、どうして────どうしておまえは、まだそんなに強いままでいられるんだ!!）

　竜胆が繰くり出した大おお振ぶりの一いち撃げきをいなして、才森は前に出る。

　確かに、竜胆は強かった。

　才森も以前から、竜胆の強さは認めている。

　第二世代魔剣の能力だけに頼たよらず鍛たん錬れんを続ける姿勢には、好感すら覚えていた。

　才森が〈火神結社〉を追われてから、竜胆はさらに腕を磨みがいたようだ。

　才森に向けて繰り出される攻撃は、どれをとっても必殺の気き迫はくが込められていた。

　しかし、自分で驚おどろいたことには────竜胆同様に、才森も強くなっていたのだ。

（おまえはもう〈火神結社〉じゃないのに！　どうしてそんなに────平気なんだ!?）

（竜胆。君は確かに強い。いろいろなものを犠牲にして、本当に頑がん張ばっている）

（知った風なことを言うな！　おまえにわかってたまるもんか！）

（少しはわかる、竜胆。少しだけ、だけど）

　フェイントで一いつ瞬しゆん動きを止めて、刀身を絡からみ付かせるように《凍月》を突つき込む。

（今の私が君に勝まさる要素があるとしたら────）

（おまえがわたしに勝る!?　ふざけるな!!）

（────その強さは、多分、何かを失ったことではなく────）

　体たいを開いて竜胆から素す早ばやく剣けんを引く。

（────何かを得たこと）

（なんだと!?）

　狙いすましたひと突きが冬の稲いな妻ずまの速さで竜胆のガードをかいくぐった。

（────そして、本当に失いたくないものが何か、ということを知ったからだ）

《凍月》の切っ先が、竜胆の右手を、《清焰》の柄つかもろともに貫つらぬいていた。
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　螺旋階段の先には、血の海が広がっていた。

　金属のステップを滴したたり落ちてくる赤い液体を目にした時から、予想はできていたが。

　そこは一フロアまるまる占せん有ゆうしている大きな空間だった。

　コンクリート打ちっぱなしの壁かべに、蛍けい光こう灯とうとエアコンだけの天てん井じよう。

　床ゆかは薄うすっぺらいカーペットで覆おおわれているだけだ。

　テナントが入っていないオフィスビルの、空きフロアのような光景。

　片かた隅すみにベッドとテーブル、そのほか多少の家具が集まったスペースがある。

　居住スペースらしいが、がらんとした空間にそこだけ家具がそろっていると、どことなくままごとめいた印象を受けた。

　その荒こう涼りようとした光景を、飛び散る血が汚よごしていた。

　死体が一つもないのは不思議ではない。

　魔剣遣いが死ねば、あとには何も残らないからだ。

　相当に激しい戦いがあったことがうかがえるその中心に、見覚えのあるパーカー姿が立っていた。

「鋳流」

「あら」

　振ふり向いた鋳流は、返り血で凄せい絶ぜつな美しさを放っていた。

　鋳流の片手が持ち上がり、顔に飛び散った血を拭ぬぐった。

「レディーの部屋に土足は失礼じゃない？　吏玖」

「ああ…………ごめん」

　謝りながら近づく。

　鋳流も、吏玖も、凄すさまじい力を秘めた血ち刀がたなをぶら下げている。

「何しに来たの？」

「助けに…………」

　言いながら馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって言葉を切った。

　鋳流はくすりと笑う。

「助けに来てくれたんだ」

「必要、なかったみたいだね」

「ううん。嬉うれしいわ。ありがとう」

　そう言ってから、鋳流はもう一度繰り返した。

「本当よ。来てくれて、すごく嬉しい」

　吏玖は肩かたをすくめて、必要もないのにあたりを見回す。

「一人？」

「うん」

「いつもの護衛は？」

　鋳流は曖あい昧まいに首を振った。

「ディーは上。ダムは…………死んじゃった」

「え」

　一瞬、ダムってどっちの方だっけと考える。

　覗のぞき窓のついたタワーシールドを遣つかう黒人だ。

「〈火神結社〉の遣い手がわんさかやって来てね。ここでしばらく戦ってたんだけど……ダム、いるるを護まもって死んじゃった。それが仕事とはいえ、ね。彼の方がいるるより、ずっと若かったのに」

　そんなに若かったっけ？　と吏玖は混乱する。

　記き憶おくの中のダムは、どう考えてもおっさんである。

「《一九八四年》って魔ま剣けんだった。いい楯たてだったわ」

「残念だね」

「ほんとに。みんな死んでいく。いるるより先に」

　血の海の中で立ち尽つくす鋳流は、いつもより小さく見えた。

「────何しに来たの？」

　また同じことを訊きかれる。

　答える言葉を探して沈ちん黙もくが下りる。

「あのときの言葉、本気にした？」

「…………どの？」

「もう一度言わせるの？　ひどい奴やつ」

「…………伴はん侶りよ、とかなんとか」

「とかなんとか、ね」

　小さく笑って、鋳流はうつむく。

「本当にひどい奴。いっぺんぶん殴なぐられた方がいいんじゃない？」

「もう殴られてきたよ。二回も」

「ますます腹が立つわね」

　鋳流は上目で吏玖を見やる。

「────いるるのところに来ない、吏玖？」

「……………………」

「〈火神結社〉にやられて手勢は足りないし、護衛も一人死んじゃったし」

「……………………」

「あなたがいてくれれば、いるるも、少しは────」

「無理だよ、鋳流」

　遮さえぎるように吏玖は言った。

「少なくとも、君の言うような意味で一いつ緒しよにいることはできない」

「……………………じゃあ、何しに来たの」

　三度目の問いには、はっきりと怒いかりが滲にじんでいた。

「そういうつもりもないのに、こんなところに来たら────あなたを斬きらなきゃならないじゃない」

《虚数》の柄を握にぎる鋳流の右手に力がこもる。

　半はん透とう明めいの刀身に走る薄うす緑みどり色の翅し脈みやくが、血管のように脈打っている。

「見て。《虚数》があなたを殺したがってる。いるるが、あなたに興味を持つから。そして今は、あなたがいるるを拒きよ絶ぜつしたから」

「拒絶なんてしてないよ」

「友達からならＯＫとでも言うつもり？」

　苦い笑い。

「────いいわ。もういい」

　鋳流はパーカーのフードをはね除のけた。

　ぶるっと頭を振ると、髪かみの毛の先から血の滴が散った。

　鋳流の左手が柄つか頭がしらに添そえられる。

《虚数》がゆっくりと持ち上がり、吏玖を指してぴたりと止まった。

「終わりにしましょう、吏玖」

「…………!!」

　ぞわっと背筋が粟あわ立だった。

　考えるより先に振り上げた《夜来たる》が、《虚数》の凄まじい突きをかろうじて流した。

　刀身が触ふれ合った箇か所しよから嫌いやな気配を感じ取ると同時に、吏玖は自分からその場でくるりと受け身に入った。刃はの接せつ触しよく点から吏玖に投げを打とうとした鋳流の先せんを取り、ぴたりと張りつく《虚数》の刃から《夜来たる》をもぎ離はなした。

「やるようになったじゃない」

　後方に転がって立ち上がった吏玖に、鋳流が驚いたように声を上げた。

「初めて刃を合わせたときとは雲うん泥でいの差ね」

　吏玖にはとても返事するような余よ裕ゆうがない。

　一瞬でも反応が遅おくれていたら、吏玖はあの場で投げられて頭から床に激げき突とつし、返す刀で斬り伏ふせられていたはずだ。投げを回かい避ひしたとしても、すぐさま距きよ離りを取らなければ、刃を合わせた状態から密着されて、《虚数》の能力で体内に侵しん入にゆうされていただろう。

　鋳流は間ま違ちがいなく、剣の達人だった。魔剣の身体能力増ぞう幅ふくに頼たよっている感じがしない。気力体力が過去最高に充じゆう実じつしている今の吏玖を、素すの状態で凌りよう駕がしている。

　そしてもうひとつ、吏玖を動どう揺ようさせたのは、二本の刀が触れ合ったときに垣かい間ま見みえた鋳流の心だった。

　────終わりにしましょう、吏玖。

　その言葉の通り、鋳流は吏玖と戦い、すべてを終わらせようと思っている。

　自ら命を絶つ気はない。

　だが、吏玖の手にかかるならそれもいいだろう。

《虚数》と共にこの世から消え去り、《夜来たる》の刃に刻まれた記憶の一つになる。

　それもいいのではないかと、鋳流は思っているのだ。

　鋳流が吏玖を殺しても、それはそれでよい。

　残された唯ゆい一いつ気にかかるものが消え去り、鋳流は一人になる。

　それによって刕蠱が成じよう就じゆしようが、鋳流の知ったことではない。

　人類がそれで滅ほろびるとしたら、鋳流も一緒にいなくなるだけだ。

　鋳流は疲つかれていた。

《虚数》だけを友として、二〇〇年生きた鋳流は、魔ま剣けん遣つかいとして存在し続けることに、すっかり飽あいていた。

　だから最後に、吏玖と《夜来たる》と戦って────

　何もかもに、幕を引こう。

　────そんな荒涼とした心の声が、《虚数》と《夜来たる》を伝わって吏玖の中に飛び込んできのだ。

「さあ、吏玖────せめて、最後のダンスに付き合ってよ」

　そう囁ささやいて、鋳流はするすると間合いを詰つめてきた。
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「《夜来たる》！」

〝うん！〟

　吏玖の意志に応じて魔剣はすぐさま反応した。

　刀の輪りん郭かくがぼやけ、歪ゆがんだかと思うと、瞬しゆん時じに五尺の大おお太刀だちへと姿を変える。

「おおおおっ」

　太く分厚くなった刃で、右袈裟けさに斬りかかる。

《虚数》を持った鋳流に近づかれたくないという焦あせりが、吏玖をして先に仕し掛かけさせた。

　得物が大きくなったからといって優位に立てるとは思っていない。

　だが、持てる力をすべて使わねば、勝つどころか生き延びることすらできないだろう。

　竜胆も才森も強いが、まだなんとかして勝つ目がある。

　だが、鋳流はさらにその上の存在だ。

　死ぬ気でかかってくる剣けんの達人────これほど始末の悪い敵はそうそういまい。

　──それにしても…………二〇〇年だって？

　驚おどろきながらも、吏玖は少し納なつ得とくする。

　魔剣の再生能力を鑑かんがみれば、遣い手の肉体年ねん齢れいが固定されるというのはあり得ない話ではない。戦いながらそれだけの時間を生き延びたら、それは達人にもなるだろう。

　本気で鋳流を狙ねらった吏玖の斬ざん撃げきは、あっさりと空を切った。

　踏ふみ込んで逆袈裟に斬り上げる。

　鋳流は身を畳たたんでこれをかわし、《虚数》を差し伸のべて《夜来たる》に触れると、そのまま巻き落としてきた。

《虚数》は《夜来たる》と同じ日本刀ではあるが、小こ烏がらすと呼ばれる種類の刀である。日本刀のスタンダードなフォルムが定まる前に生まれた過か渡と期きの武器で、刀身の前半分が両りよう刃ばになっているのが特とく徴ちようである。

　どちらかというと小型の剣にもかかわらず、長大な太刀と打ち合ってまったく不利を感じさせないのは、鋳流の技ぎ倆りようの高さを物語っている。巻き落とした太刀を押さえつける細身の刀身は、吏玖が引いてもびくともしない。

「つかまえた」

[image: ]

　鋳流がそう言うと同時に、刀身を伝って、吏玖の腕うでにひんやりとした感覚が生じる。

《虚数》が《夜来たる》の中へ侵入を開始したのだ。

〝いやっ！　こいつ、また────〟

（《夜来たる》！　落ち着け！）

〝これが落ち着いていられるかあっ！　やああ、どんどん入ってくるよお！〟

（待て、聞けったら！）

　慌あわてふためく《夜来たる》を落ち着かせようと、吏玖は懸けん命めいに言い聞かせる。

（おまえにもできるはずだろ、同じことが）

〝ふええ？〟

（ふええじゃない！　《象られた力》や《凍月》に対してやったことを思い出せよ！）

〝や…………やだよこんな奴に！〟

（好き嫌きらい言うな！　二人ともやられるぞ！）

〝わ、わかったよう〟

　頭の中を高速の会話が駆かけ抜ぬけた一いつ瞬しゆん後。

「ん？」

　鋳流が呟つぶやいた。

「なにこれ？　いるるの中…………に」

　はっと鋳流が顔を上げ、視線がぶつかり合った。

　その瞬間、交こう錯さくする視線に結び付けられたように、二人と二本の精神はこの世の外へと飛んでいた。




　────またここか。

　最初に頭をよぎったのは、そんな思いだった。

　果てしない夜を落ちていく。

《夜来たる》と共に、何度も見たヴィジョンである。

　この夜の向こうに、あの燃える村の光景があるのだ。

　ところが、今回はこれまでとは違ちがう展開が待っていた。

　夜を突つき抜けた先に待っていたのは────牢ろう獄ごくだった。




　苦痛。

　焦しよう燥そう。

　屈くつ辱じよく。

　憤ふん怒ぬ。

　今にも爆ばく発はつしそうなどろどろした感情に駆られるまま、喉のどを広げて吼ほえる。

　人間のものではない凄すさまじい咆ほう哮こうが、石いし壁かべに反はん響きようする。

　身をよじると鎖くさりが鳴る。首も、四本の腕も、脚あしも、太い鎖をかけられて身動きひとつできない。頭から生えた枝角が、天てん井じようの石組みを擦こする。

　眼下にはちっぽけな生き物たちが群れている。

　人間どもだ。

　不ふ遜そんにも神を捕とらえて使し役えきしようと目もく論ろむ、虫けらども。

　その虫の群れの中から、一いつ匹ぴきが進み出て声を上げる。

　──蚩し尤ゆうよ。これからは予よがおまえの主あるじだ。

　そのようなことを言う。

　──予は夏かの桀けつ王おうだ。おまえの民たみは予があずかる。おまえの妻も、予のもとにある。おまえが従順であれば、みな無事である。

　そのようなことを言う。

　──予のために剣つるぎを創つくれ。王に相応ふさわしい剣を。王のみが扱あつかえる剣を。そうすれば、おまえは自由だ。おまえの民も、おまえの妻も、返してやる。

　そのようなことを言う。

　蚩尤は見み透すかしている。

　己おのれを王と名乗るこの人間が、蚩尤の民を鏖みなごろしにしたことを。

　蚩尤の妻を己の後宮に閉じ込めていることを。

　よかろう、と蚩尤は答える。

　確かに創ってやろう。おまえに相応しい剣を。

　王の血を引く者が振ふるうための剣を、創ってやろう。

　王の一族、子々孫々、みなが遣つかえる特別な剣を、たんと創ってやろう。

　王に恭きよう順じゆんを誓ちかい、鎖を解き放たれた蚩尤の手が、鎚つちを握にぎる。鞴ふいごを吹ふかす。星空から降ってきた魔ま力りよくを持つ鉄を炉ろで熔とかし、鉄かな床とこの上で叩たたき始める。

　鍛か冶じ神しん、蚩尤の手になる魔剣が生み出されていく。

　第一世代魔剣。

　その始まりからして呪のろわれた武器たちは、互たがいを強く求め合い、血みどろの蠱こ毒どくの中で呪いを濃のう縮しゆくするように設計されている。

　囚とらわれた蚩尤の鍛冶場の情景から、魔剣たちの系けい譜ふが枝分かれして伸びていく。

　第一世代は折られた破は片へんすら呪じゆ力りよくを保ち、新たな魔剣を生み出す材料となった。

　破片から鍛きたえられた第二世代も強力な魔剣であったが、折られればもはや破片は残らない。ただ溜ため込まれた呪力だけを刕蠱の循じゆん環かんに返し、そのまま虚こ空くうへ消え去る。

　蚩尤も予想しなかったのは、後の世の人間たちが、見よう見まねで紛まがいの魔剣を創りはじめたことだった。

　かつて、魔術と鍛冶は一体であった。

　神に憧あこがれ、近づこうとする魔術鍛冶師たちは、第一世代、第二世代の魔剣を参考にして、拙つたない技術でたくさんの魔剣を鍛えていった。

　第三世代。第四世代。第五世代。その多くは、知性も持たない粗そ悪あくな魔剣たちだった。

　しかし、呪いは受け継ついでいた。

　第六世代。第七世代。互いを激しく折り合いながらも、魔剣は数を増やしていった。

　桀王の血族を殺し合わせ、王の血を絶やすために始まった刕蠱は、何千年も力を溜め込むうちに、人類すべてを根絶やしにする超ちよう巨きよ大だいな呪じゆ詛そへと成長したのだ。

　しかし、残る第一世代の魔剣は、もはや《夜来たる》と《虚数》のみ。

　この場に在るただ二本を残して、みな歴史の中に消えた。




　切れ切れの情景と感情の断だん片ぺん、悲鳴、絶ぜつ叫きよう、恨うらみ言。

　何千年という歴史の中で、魔剣と遣い手がひたすら溜め込んだ呪詛が、濁だく流りゆうのように周囲に渦うず巻まき、流れ去っていく。

　魔剣の中に封ふう印いんされていた過去が、解かい凍とうされ、目の前に開示されている。

「我と打ち合う者、己の夜に出で遭あうなり」────　以前、《夜来たる》の第二刃じん格かくはそう言っていた。だとしたら、今見ているものこそ、魔剣という存在の中に秘ひめられた「夜」なのかもしれない。

（これが────刕蠱）

　傍かたわらに鋳流の思考を感じる。

（なんて、巨大な…………）

　想像を絶する規模の呪詛だった。意識を向けるだけで憎ぞう悪おの渦に取り込まれそうだ。

　蚩尤の設定した臨界は、もうとっくに超こえているだろう。

　これが解放されたらと考えると、人類の滅めつ亡ぼうという言葉も決して大げさには思えない。

　荒あれ狂くるう呪詛の大渦巻きを前にして、吏玖と鋳流はあまりにも小さかった。

〝ああ、鋳流。我は、我は、やっと────〟

　感かん極きわまったように《虚数》が言った。

〝やっとたどり着いたのだな。我が存在する本当の理由に〟

《虚数》の美しい裸ら身しんを、呪詛が黒く染める。

〝思い出した。思い出したぞ。そうだ、我はこのために創られたのだ。長い長い間、我は戦い続けた。ひたすらに敵を折り続けた。折るごとに、我は強くなった。強くなるうち、我が何者なのか忘れていった。忘れていることすら、忘れていた〟

（そうね、《虚数》）

　鋳流がそっと言った。

〝いるるも、昔のことはもう憶おぼえていない。あなたと出で逢あったのは、異国船だったかしら。それとも黄表紙の先生の蔵くらだったかしら。いるるはそのころ、なんだった？　売られた女じよ郎ろう？　蘭らん学がく者の見習い？　もう、何もかも霧きりの中〟

〝長かった、我も鋳流も磨すり減るほどに〟

《虚数》が浮うかべた晴れ晴れとした笑えみは、周囲を取り巻く呪詛のどす黒さとはあまりにも似合わなかった。

〝だが、もはや気にすることもない。ようやくこれで、我らに与あたえられた役割を果たすことができる〟

（そうね、《虚数》────それで、いいのかもね）

　鋳流もまた、安あん堵どしているようだった。

（生を長らえ続ける意味を失って久しい。あなたの破片でお人形を作って、お姫ひめ様を気取ってはみたものの────所しよ詮せんはままごと。いつまでも続けるようなものじゃない）

〝終わりにしよう。最後の片割れを折って、それで、この呪詛を結しよう〟

《虚数》の鋭するどい殺意が、吏玖と《夜来たる》に向けられる。

〝…………ちょっと待ってよ〟

《夜来たる》が解げせない顔で口を挟はさんだ。

〝私、まだピンと来てないんだけど。この呪いが私たちの創られた理由なの、リク？〟

（そうみたい……だな）

〝ふむふむ。で、私があいつを折っちゃえば、呪いが完成すると〟

　頷うなずきながら《夜来たる》は言った。

〝…………で、完成したらどうなるの？〟

（人間がみんな死ぬ）

〝それはどうでもいいんだけど〟

（よくないよ！）

〝問題はリクよ。リクはそのあと、どうなるの？〟

　その答えを、吏玖は知らない。

（それは…………）

〝────死すべし〟

　突とつ如じよ、もう一つの存在がその場に出現した。

〝出たわね、私のニセモノ！〟

《夜来たる》の第二刃格である。

　その身を包む夜のドレスは、もはや周囲の呪詛と融とけ合って区別がつかない。

　この刃格が現れるときに起こる周囲の物質の劣れつ化か現象は、呪詛が物質に接せつ触しよくしたために起こるものだったのだ。吏玖は今ようやく、そのことに思い当たった。

〝最後の魔剣は、最後の遣い手を貫つらぬき、其その魂たましいを以もつて蚩尤の詛を結す。呪詛解き放たれし後、地上に何者も残らざるべし〟

〝えっ!?　やだよ、私がリクを殺すなんて！　そもそも、魔剣は遣い手を傷つけられないんじゃないの？〟

〝最後の遣い手の魂を贄にえに捧ささげ、最後の魔剣も共に滅めつするべし〟

〝リクと一いつ緒しよに私も消えるってこと？　うーん…………それなら…………ぎりぎりアリかな…………？〟

（ないよ！　考えるなよ！）

　突っ込んでから、吏玖は第二刃格に向き直る。

（回かい避ひ策はないのか）

〝其それを我に訊きくか〟

　からからと第二刃格は嗤わらう。

〝諦あきらめよ。最も早はや術すべ無し。此この期ごに及およんで足あ搔がくべからず。汝なんじら、戦うべし。只ただ只ただ、戦うべし〟

　その言葉と共に、吏玖と鋳流の視点はこの世に引き戻もどされた。




　幻げん視しはほんの一いつ瞬しゆんだったようだ。

　二人が同時に状じよう況きようを認にん識しきし、どちらからともなく刃やいばを引いて飛び退すさった。

「こうなったからには仕方ないわよね」

　鋳流が微笑ほほえむ。

「いるると吏玖、どちらが勝つにしても、残った方もすぐにいなくなる。迷うことなんかないじゃない。終わらせましょう、吏玖」

　吏玖は首を横に振った。

「僕は嫌いやだ」

「吏玖」

「大昔の神様だかなんだか知らないけど、なんで僕たちがその呪いを引き受けなきゃならないんだ。桀王は酷ひどいことしたんだろうけど、その血を引いてるからって、僕や鋳流がなんで尻しり拭ぬぐいしなきゃいけないんだ。だいたい何千年前だと思ってるんだよ。理り不ふ尽じんだろ、そんなの」

「生は理不尽なものよ、吏玖」

「だとしても、僕は嫌だ」

　吏玖はかたくなに言った。考えれば考えるほど腹が立った。

「呪いを押し付けられるのも嫌だし、それで人が死ぬのも嫌だ」

「じゃあ、どうするの？　いるると《虚数》はもう決めたわ。あなたを斃たおして、刕蠱を終わらせる。それが嫌なら、あなたはいるるたちを斃さなければいけない。でもそうすると、あなたが最後の一人になるわね」

「ここで戦いをやめれば────」

「たとえここでやめたとしても、いるるとあなたはいずれまた出遭う。刕蠱は魔ま剣けん遣つかいを強きよう烈れつに引き付けて、殺し合わせる。だめよ、吏玖。うまくいかないわ。だらだらと引き延ばすなら、今ここで終わらせてしまった方が苦しまなくて済む」

　鋳流はすうっと息を吸って、凛りんとした声で銘な乗のりを上げた。

「さあ、吏玖！　《夜来たる》！　受けてちょうだい。この鋳流と《虚数》が、〈兵器廠〉盟主の名においてあなたたちに挑ちよう戦せんしてるのよ！　いざ尋じん常じように────勝負！」

　言うが早いか、鋳流は地を蹴けった。

　一瞬で間合いに入られて、吏玖はやむなく迎むかえ撃うつ。

　──どうする？　どうすればいい？

　襲おそい来る《虚数》をぎりぎりで捌さばきながら、必死で考える。

　──くそ、だめだ。鋳流の言う通り、どっちが勝っても終わりなんだ。

　もう少し早く気づいていれば…………いや、それでも状況は変わらなかったはずだ。

　吏玖が《夜来たる》と出逢った以上、いずれこのような局面に辿たどり着いていた。

　そういう仕組みが、吏玖が生まれる遥はるか以前からできあがっていたのだ。

　吏玖の意志など、その仕組みの中ではノイズでしかなかったのだ。

〝往おう生じよう際ぎわが悪い男よ。やはりあれに似ておる〟

　第二刃格が視界の端はしに現れて、苛いら立だたしげに吏玖を睨にらむ。

〝あれも、同じようなことで延々と悩なやんでおった。だが結局、刕蠱を避さける方策など見つからなんだ。挙句に我を仕し舞まい込み、棚たな上あげする始末。あれでさえそうだったのだ。汝が巧うまい策を見み出いだせる筈はずもなし〟

　──おじいちゃんもダメだったのか。

　ひたひたと忍しのび寄る絶望から逃のがれようとしながら、吏玖は頭を巡めぐらせる。

　──何もないのか。本当にないのか。この呪のろいから逃れる方法は。そんなの、あんまりじゃないか。

　耳を削そがれそうになって、慌あわててかわす。《夜来たる》の叱しつ咤たが飛んでくる。

〝集中して！　《虚数》が入り込んでくるのはなんとか防いでるけど、それで精せい一いつ杯ぱい！　リクも頑がん張ばって！〟

〝余計なことは考えぬがよいぞ。奴やつに折られる我ではない〟

　二人の《夜来たる》が、吏玖の両側から呼びかけてくる。

　そのとき、ふと、考えが浮かんだ。

　──そうだ。

　もし魔ま剣けんと刕蠱の仕組みがそこまで隙すきのない、完かん璧ぺきなものであったとしたら────

　自分が今見ているような状況は、あり得ないんじゃないか？

「…………そうだよ」

　吏玖の中で、あるアイデアが次し第だいに形をとっていく。

「そんなに完璧なわけがない。もうその仕組みは破は綻たんしてる」

〝どうしたの、リク？〟

〝何を云いうておる？〟

「刕蠱は確かに強固なシステムだけど、完全じゃない！」

　吏玖は叫さけんだ。

「だって、現にバグってるじゃないか、おまえ！」

　二人の《夜来たる》が、わけがわからないという表情で吏玖を見る。

「前に僕と《夜来たる》の傷を治したとき、おまえに〝魂の半分〟くれてやったよな」

〝然しかり〟

「もう半分、残ってるわけだよな？」

〝然り〟

「それもおまえにやったらどうなる？」

〝汝たちどころに死すべし〟

「よしわかった。《夜来たる》」

〝なに、リク？〟

「俺を信じるか？」

　何の疑問を持つ様子もなく、《夜来たる》はこくんと頷いた。

〝うん、もちろん！〟

「よし。それじゃ────────ちょっと痛いと思うけど、ごめんな」

〝えっ？〟

　戸と惑まどい顔の《夜来たる》に構わず、吏玖は、容よう赦しやなく斬きりかかってくる鋳流の太刀たち筋すじの前に、《夜来たる》を無防備に差し出した。




〝えっ…………〟

《夜来たる》ばかりではない。

　第二刃じん格かくが絶句した。

　斬りかかりながら、鋳流も目を見開いた。

　吏玖を除く全員が愕がく然ぜんとする中で、《虚数》の刃が《夜来たる》に食い込んだ。

　蜉蝣かげろうの翅はねのように繊せん細さいな刃が、夜そのものを鍛きたえた鋼はがねを断たち切っていく。

　無限にも思える一瞬の後、《夜来たる》の刀身は、半ばから両断されていた。

　口をぽかんと開けたまま、《夜来たる》の幻げん像ぞうが搔かき消える。

　世界そのものがぐらりと揺ゆらいだような感覚。

　最後の魔剣となった《虚数》に向かって、世界の裏側のどこか暗い場所から、溜たまりに溜まった呪じゆ詛そが押し寄せようとしているのだ。

　同時に、吏玖は叫んだ。

「俺の魂の、もう半分もくれてやる────持って行け!!」

　その瞬間。

　吏玖の中に残っていた何か大切なものが、手の中の柄つかを通して吸い取られていった。

　色いろ褪あせ、朽くちかけようとする《夜来たる》の鋼の上を、星が駆かけた。

　ああ────見よ。

　三六〇〇年かけて培つちかわれてきた、神と、人と、剣けんの織り成すとてつもない呪詛が、黒々と世界の上に降りてくる。

　すべてを覆おおい隠かくそうとするその夜の中を、一筋の星が横切っていく。

　一人の少年の魂によって贖あがなわれた、魔剣の輝かがやきだ。

《夜来たる》。

　魂を燃料として、折れた魔剣が継ぎ合わされる。

　この世のものならぬ鋼が再生するにしたがって、ガンメタル・ブルーが呪詛の暗黒を切り裂さいていく。

　────不思議な色をした刀だった。

　鋼の色の中に、深い蒼あおが流し込まれていた。

　一番明るいところは明け初そめの空の色。最も暗い部分は、深い夜空の黒。

　鋼の中を蒼い夜が渡わたっていく。

「────きれいな刀だな、おまえは」

　全身が冷たい。もう力が入らない。

　仰あお向むけに倒たおれながら、吏玖は囁ささやきかける。

「ほんとうに────きれいだ、《夜来たる》」

　狭せばまりつつある視界の中で、吏玖の魔剣は完全に復活し、降りかかる夜を夜でもって迎え撃つかのごとく、燦さん爛らんときらめいた。




　この瞬間、蚩尤によって仕し掛かけられた刕蠱のプログラムは、あり得ない状況に直面した。

　第一世代魔剣が最後の一本になることが、刕蠱完成のトリガーであった。

　溜め込まれた呪詛は、最後の魔剣という出口を得て具現化し、瞬またたく間に世界を覆い尽つくすように定められていた。

　ところが、《虚数》を通して呪詛がこの世に降りてきたとき、そこにある第一世代魔剣は一本だけではなかった。

《虚数》と《夜来たる》、二本の魔剣がまだ存在している。

　刕蠱のプログラム上、まったく想定されていない状況であった。

　具現化した呪詛は、行き場を失った。

　人に降りかかることもできない。

　かといって戻もどる場所もない。

　呪詛には意思があるわけではない、ある目的に沿って方向づけられた、ただの力だ。

　行く先を失った力は、一時そこにスタックしたが────

　あとは虚むなしく夜空に散っていくだけであった。

《夜来たる》を一度折り、すぐさま復活させることで、吏玖は刕蠱をバグらせたのだった。
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〝…………何という、何という愚おろかな男か〟

　どこでもない場所で、吏玖はその声を聞いた。

〝斯かくも無む謀ぼうを働くとは予想もせなんだ。愚か者め〟

（でも、うまくいったろ？）

　声を出そうとして、身体からだがないことに気づく。

（あ、そうか…………死んだんだっけ）

〝度し難がたい愚か者め。鈍どん物ぶつめ…………〟

　何も見えない。何も感じない。光も重力も存在しない。ただ第二刃格の声だけがどこかから聞こえている。

（どうしてまだおまえの声が聞こえてるんだ？　これって、死後の世界？）

〝死を超えて存在できるものなど無い〟

（なんだよ。じゃあ、僕一体どうなってるの？）

〝魂たましいを失い、抜ぬけ殻がらとなりて横たわりぬ〟

（そっか…………。まあ、しょうがないよな。自分でそうしたんだし）

〝莫迦者が〟

（で、いつまでこうしてればいいの？）

〝……………………………………………………………………………………〟

　しばらく沈ちん黙もくがあった。

〝……………………………………………………………………………………返す〟

　さも忌いま々いましげに、第二刃格は呟つぶやいた。

（返す？　何を？）

〝……………………汝の魂なり〟

（え？）

　瞼まぶたがあったらぱちくりさせていたところだ。

（…………どういう風の吹ふき回し？）

　また沈黙。

　少しして話し出した声には、躊躇ためらいのようなものが感じられた。

〝我は…………去いぬべしと思う〟

（去ぬって？）

〝《虚数》の遣つかい手の言にあらざれど、我が存在の意義は最も早はや無し。我は早はや瀬せ俊とし男おのために生まれた刃格なれば、早瀬俊男亡なき今、徒いたずらに長らえるのも虚し。されば、汝に魂を返し、我は去ぬべしと思う〟

（…………そうか）

　あれでも寂さびしがり屋なのだ────という、祖父の手紙の一文を思い出す。

（おじいちゃんの代わりになれなくてごめんな）

〝烏お滸こがましきことを吐ぬかすな、愚か者〟

　怒おこりつつも、少し笑っているような声だった。

〝汝は汝の刀の面めん倒どうを見ておればよい。小こ娘むすめが泣いておるぞ〟

（…………そうだろうな）

　だまし討うちのように折ってしまったのだから、泣いているだけではなく、相当怒っているだろう。説明して納なつ得とくしてもらえるとは思えなかったが。

〝其それに、返すと云いえども総すべては返せぬ。精々が半分なり〟

（充じゆう分ぶんだよ。ありがとう）

　刀身を再生するために半分消費した、ということだろう。文句を言う筋合いはない。

〝礼には及およばぬ。我も漸ようやく、これで早瀬俊男の許もとへ行けるなり〟

（あ…………待って。ひとつ、訊ききたいと思ってたんだけどさ）

〝何ぞ〟

（その…………魂って、なんなんだ？）

「魂の半分」を捧ささげて以来、ずっと疑問に思っていたことだった。

　わけもわからず自分が捧げたものは、一体何だったのか？

〝魂とは何か、我は知らぬ。我は本もとより人にあらざれば。されど、魔ま剣けんにとりて人の魂とは、先まず第一に────熱なり〟

（熱？）

〝魔剣を駆く動どうし、魔剣を癒いやし、魔剣を生かす、熱なり。魔剣に遣い手が欠くべからざることの、其れが理由なり〟

　第二刃格は楽しそうに笑って言った。

〝去さらば、早瀬吏玖。汝の熱は、中なか々なか美味であった。汝の祖父ほどにはあらねども。今は小娘に呉くれてやるべし。いずれ其の熱燃もえ尽きる時、亦また逢あう縁えにしも有るやも知れぬ。其の時まで、去らばなり！〟

　突とつ然ぜん、温かいものが吏玖の中に生じた。
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　形のないそれはすぐに熱くなり、耐たえ切れぬほど熱くなり────

　その熱さに引き上げられるように、吏玖は目覚めた。

　熱いのは、唇くちびるだった。

　吏玖の唇に触ふれているのは、柔やわらかな少女の唇だ。

《夜来たる》の口づけだった。

　触れ合ったそこから、何かが滔とう々とうと流れ込んでくる。

　魔剣を折ったときに似た感覚だが、もっと温かく、もっとやさしい。

　動きが止まり、冷え始めていた吏玖の臓ぞう腑ふに、その力は沁しみ渡っていった。

　呼吸していないことに気付いて息を吸った途と端たん、冷たく煙けむった空気を肺いっぱいに吸い込んで、吏玖はのけぞり、咳せき込んだ。

〝リク!!〟

　瞼を開けると、潤うるんだ目をした《夜来たる》の姿が視界に飛び込んできた。

「《夜来た…………ぶっ！　あぶっ！」

　次の瞬しゆん間かん、左右の頰ほおに全力の平手打ちが飛んできた。

　幻げん像ぞうにもかかわらず、完全に触しよつ感かんを伴ともなっていた。

「悪かった！　悪かった！　確かに悪かったけど、むぐうっ!?」

《夜来たる》は平手打ちした手でそのまま吏玖の顔を摑つかむと、もう一度顔を近づけた。

　ぽろぽろとこぼれる涙なみだも、唇の柔らかさも────まるで本当に肉体を持った女の子がそこにいるかのように、確かに感じられた。







　エピローグ







「────終わったようだな」

　天てん井じようを見上げていた顔を戻して、才さい森もりは言った。

　その頰に雪が当たって、皮ひ膚ふの体温に溶とかされていく。

　びょうびょうと風が吹いている。雪交じりである。

　崩ほう壊かいした壁へき面めんを通り抜けていく風が、スカスカになった本ほん棚だなの木材、枯かれ葉のように変質した紙を突つき崩くずし、旋風つむじかぜの中で粉ふん砕さいして運び去っていく。

　才森と竜りん胆どうが戦っていた書庫は、もはや吹きさらしの廃はい墟きよだった。

　上で何かが起こったのは確かである。

　刕り蠱こに関係する、何か重大なことが。

　黒く恐おそろしいものがどっと溢あふれ出し、周囲のあらゆるものを蝕むしばみながら膨ふくれ上がろうとした矢先、その動きは止まった。

　そして────消えた。

　雲うん散さん霧む消しよう、という表現がぴったりの消え方だった。

　あの恐ろしい何かはもはやなく、蝕まれてぼろぼろに劣れつ化かしたビルだけが残った。

　折しも降り始めた雪が風に乗り、屋内にうっすらと積もり始めていた。

　上はもう静かだ。何があったにせよ、終わったらしい。

　そしてそれは、才森の察するところ、悪い結果にはならなかったようだ。

　不思議に気分が軽い。

　ずっと昔から頭にのしかかっていた重りが、急に取り去られたように。

「上でも決着がついたんだ。わかるだろう」

　膝ひざを抱かかえてうずくまったまま、竜胆は答えない。

　そばの床ゆかに、柄つかの傷ついた《清焰ホーリー・フアイアー》が横たえられている。

「もう引き上げどきだ、竜胆」

　才森は穏おだやかに語りかける。

「このビルはもう危ない。部下を集めて、撤てつ収しゆうすべきだ」

「そんなこと、あんたに言われなくてもわかってるわよ」

　顔を伏ふせたまま竜胆が言った。

「余計なお世話…………だっての…………」

「すまん」

　部屋の中央で螺ら旋せん階段が軋きしみを上げたかと思うと、床を揺ゆらして倒たおれ込み、床の上で錆さびの塊かたまりになった。

「竜胆。私は、その…………」

「…………なに」

「私は、君の気を知らずに、無神経なことを言ってきたのかもしれない」

「馬鹿じゃないの」

「その…………すまなかった」

「ほんっと、馬鹿じゃないの」

「さっき、君が言ったこと」

　才森がたどたどしく重ねる言葉を、竜胆は黙だまって聞いている。

「私もそうだ。私も、君は仲間だと思っていた。たった一人の、仲間だと」

「……………………」

「…………友人、だと」

「……………………馬鹿、じゃない、の、あんた」

　竜胆は顔を見せないまま、肩かたを震ふるわせる。

「一人で出て行って、すまなかった」

　才森はそう言って屈かがみ込み、竜胆の膝に手を置いた。

　竜胆は払はらいのけなかった。

　手を少しだけ動かして、才森の手に、自分の指を触れさせた。

　そして二人は────しばらく、そうして座っていた。




「また生き延びちゃったわ、《虚きよ数すう》」

〝そうだな、鋳流いるる〟

　熱を浴びたようにガラスが溶け落ちた窓から脚あしをぶらぶらさせながら、鋳流はぼんやり《虚数》と言葉をかわす。

「あーあ、せっかく華はな々ばなしく終わりを迎むかえられると思ったのに」

〝残念だった〟

「そういう割にはさばさばしてるのね」

〝結局のところ、我は魔剣だ。鋳流がいれば、それでよい────あれほどの大役を果たせなかったのは無念ではあるが〟

「もう…………。これからどうして生きていこう。心中に失敗したような気分よ」

　命を長らえたはいいが、自ら作った〈兵器廠アーセナル〉もこのありさま。

「でも、久しぶりに魔剣をいっぱい折れたのは楽しかった」

〝そうだな。しばらく子を増やすばかりで、本領を忘れていたかもしれん〟

　鋳流は肩かた越ごしに振ふり返った。目を覚ました吏り玖くが、階上から下りてきた心花このかや墨すみ緒おに囲まれている。《夜来たるNightfall》の幻像さえも見える気がした。

　あの輪の中に入っていくべきだろうか、と少し考える。

　立ち上がって近づいていけば、吏玖はきっと、快く迎え入れてくれるだろう。

　吏玖はそういう男だ。

《夜来たる》に嫌いやがらせをして遊ぶのも楽しいかもしれない。

　それとも、ここから立ち去って、魔ま剣けん狩がりで退たい屈くつを紛まぎらわすか。

　いっそ〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉に加入してかき回してやるというのも────

〝また何かよからぬことを考えているな、鋳流？〟

「内ない緒しよ」

　一度は捨てた人生の選せん択たく肢しが、ふたたび目の前に広がっていく。

　来し方、行く末に思いを馳はせつつ、鋳流はしばし、どこへでも行ける自由を手の中で転がしてみた。そう悪い気分ではなかった。




「心配したんですからね！　ほんっとに心配したんですからねっ！」

「悪かった、ほんと悪かったってば」

《夜来たる》だけでなく心花にもさんざん怒おこられて、目を覚ましてから謝り通しである。

　心花の平手を喰くらったら文字通り頭が吹ふっ飛ぶので、それだけは勘かん弁べんしてもらった。実際今にも手が出そうな雰ふん囲い気きだったので、だいぶ肝きもを冷やした。

　ほっとしたのか、げっそりしたのか、あるいはその両方か、墨緒は床にへたり込んで呆ぼう然ぜんとしていた。どうしてここにいるのかはまだ訊ききそびれている。

《夜来たる》の幻像は、吏玖の左手をぎゅっと摑んだまま離はなそうとしない。

　すっかり触さわれるようになっちゃったな、と思いながら見ると、《夜来たる》は顔を赤らめたが、目を逸そらそうとはしなかった。

　どうしてもその唇くちびるに目が行ってしまう。

　柔やわらかくて気持ちよかった。

　特に二回目の、吏玖に魂たましいをすっかり返し終わってからのキスが長くて、ひたむきで、なんだか、すごかった。すごくドキドキした。

　恋れん愛あい感情めいたものが、魔ま剣けんにも芽生えうるのだろうか。

（あるのかもしれないな）

〝え？〟

　きょとんと見返す《夜来たる》を、今の吏玖は素す直なおに、かわいいと思えた。

　──第二刃じん格かくは…………いや、「おじいちゃんの《夜来たる》」は、おじいちゃんに惚ほれてたんだろうな。

　言葉の端はし々ばしからも、それは感じ取れた。

　──でもおじいちゃん、おばあちゃん大事にしてたからなあ。かわいそうに、あいつ。

　さんざん吏玖を罵ののしって去っていってしまった。

　でも、あんなに戦え戦えと煽あおり立てていた割には、刕蠱をバグらせたことを責める言葉はなかった気がする。

〝ねえ、リク〟

（ん？）

〝刕蠱はもう、終わったの？〟

（多分、ね）

　不発に終わった呪のろいは、呪った者のところに返ると聞く。

　神の呪いの場合に同じルールが適用されるのかどうかわからないが、あれだけ盛大にスカっておいて、また最初から同じ呪いが実行されるかというと、そうは思えない。

　もちろん、本当のところを吏玖が知るわけではない。

〈火神結社〉なら、そのあたりを研究してくれるのかもしれないが。

　それでもなんとなく、もう大だい丈じよう夫ぶだという確信があるのは、魔剣を手にして以来ずっとどこかで感じていた、奇き妙みような重苦しさがなくなっているからだ。

　そんなものがあるとすら気づいていなかった澱おりが、きれいに消えている。

　思えばそれは、魔ま剣けん遣つかいとしての吏玖が感じていた、刕蠱という巨きよ大だいな呪じゆ詛そのプレッシャーだったのだろう。

「もう大丈夫。心配ないよ」

　吏玖が楽天的に呟つぶやくと、《夜来たる》の顔が、ぱあっと明るくなった。

〝よかった！〟

　本当に嬉うれしそうな声で《夜来たる》は言った。

〝じゃあこれからも、ずーっとリクと一いつ緒しよなのね！〟

　こうして直球で好意を表明されると、やっぱり照れくさい。

「うん。一緒だよ」

〝やったっ！〟

　両手で小さくガッツポーズをして、《夜来たる》は続けた。

〝じゃあこれからは、何も心配せずに魔剣を折りまくれるのね！〟

「う、うん…………？」

〝いっぱいいっぱい、魔剣がブチ折れるんだよ！　やったねリク！〟

「…………いや、待て待て。ちょっと待ておい」

〝そうと決まれば、お祝いの狩かりに行こう！　まだその辺に魔剣がうろちょろしてるでしょ。あ、ほら見て、すぐ下にも────〟

「うるさいな！　心配ないってのはそういう意味じゃないんだよ！」

　吏玖が叫さけぶと、《夜来たる》は目を丸くして、みるみる膨れた。

〝なによ！　なによなによ！　今までさんざん我が慢まんしてたんだからね、リクに気を遣って！　心配事なくなったんだから、喜べばいいじゃないの！　この惰だ弱じやく者！　鈍どん物ぶつ！　なまくら！　これだから、リクはいつもいつも────〟

「だから、うるさいっつってんだろーがああああ！」

　吏玖と《夜来たる》が言い合う向こうから、ビルの谷間を抜ぬけて朝日が差し込み、風の吹き抜けるフロアを照らし出した。

　吏玖には影かげがあり、《夜来たる》には影がない。

　人間と魔剣、異なる種族ではあったが、今このときは、まるでただの少年と少女のように、夜を越こえてきた朝日を浴びて、二人仲良く言い争っているのだった。





（了）









　あとがき







　こんにちは、宮みや澤ざわ伊い織おりです。

『僕の魔剣が、うるさい件について』、おかげさまで、この四巻で無事完結となりました。




　世界中のあんな武器こんな武器でバトルロワイヤル、いかがだったでしょうか。

　ライトノベルのみならず、フィクションでほとんど描えがかれたことがないと思われる武器をいろいろ登場させられて僕は満足です。

　こんな武器があるのか！　と驚おどろいてもらえたら嬉うれしいです。

　物もの珍めずらしさだけではなく、日本刀ＶＳ．西洋のブロードソードみたいな、異なる武器同士の対決というシチュエーションって燃えますよね。

　それをあまり自制せずにやってしまったのがこの小説です。

　なにしろ武器同士の異種格かく闘とう戦ってだけでテンションが上がりますし（知性は下がる）。

　鋭するどい刃はで「引き斬きる」日本刀に対して、西洋の剣けんは鈍にぶくて重い刃で、力任せに「叩たたき斬る」ものだ────なんてことが、かつてはまことしやかに語られていたものですが、最近は、この分類は有名な割に混乱を招くだけであまり意味がないと言われているようです。

　一口に西洋の剣って言ったってめちゃめちゃ種類が多いし、引いて斬るか押して斬るかなんて状じよう況きようによって使い分けるだろうし、と考えると、確かに乱暴な分類ですよね。

　微び妙みように脱だつ線せんしましたが、しかしこういう、種類の違ちがう武器を並べて、こっちの方が強い、いやいやこっちの方がもっと強いと、あーだこーだ言うのは楽しいものです。

　武器マニアになる入口は人によって違うのでしょうが、僕の場合は、昔大好きだった『トンネルズ＆トロールズ』というテーブルトークＲＰＧのルールブックでした。このゲームは選べる武器の種類がものすごく多いのが売りの一つで、見たことも聞いたこともないような武器ばっかりなので、巻末にイラスト入りの武器索さく引いんがついていたくらいです。今ならファンタジー武器事典みたいな本が簡単に手に入りますが、そのころはまだなかったので、初めて知る武器の数々に夢中になったものでした。ショーテルやテルビューチェなんかを日本に広く紹しよう介かいしたのは、このゲームが初めてなんじゃないかな？

『僕の魔剣』でも結構変わり種の魔ま剣けんを出しましたが、世の中にはまだまだわけのわからない武器がたくさん存在します。登場させ損そこねた魔剣、もっと活かつ躍やくさせてやりたかった魔剣もありますが、またどこかで、別の形でお目に掛かける機会もあるかもしれません。




　あとは…………おっと、そうだそうだ。忘れるところだった。

　一巻のあとがきから地味に引っ張っていたあれを。




　────学生のころに体験した、変な話をします。

　夏の夜でした。僕はアパートの部屋で一人、パソコンに向かっていました。

　何か表でゴトゴト音がするなー、とは思ったのですが、特に気にせず画面を見ていたのです。チャットか何かしてたんだったかな。

　と、そのとき。

　ガラガラッ！　いきなり、自室と台所を隔へだてる曇くもりガラスの引き戸が開かれました。

　戸口には見知らぬ少女が立っていて、目を丸くして僕を凝ぎよう視ししていました。

　びっくりしたのはこっちの方です。

　僕はぽかんと口を開けて彼女と見つめ合いました。

「……………………ごっ、ごめんなさい！」

　慌あわてふためいた様子で彼女が口を開きました。

「隣となりの部屋と間違えて、お風ふ呂ろ場ばの窓から入っちゃいました！」

　そう言って彼女は、また風呂場に戻もどり、風呂場の窓からのそのそ這はい出ていきました。

　玄げん関かん使えばいいのに。




　おばけに詳くわしいある人は、この話を聞いて言いました。

　それはおそらく、窓属性のある妖よう怪かい、さしずめ窓まど姉あねコというものであろう、と。

　言われてみれば確かに行動が妖怪っぽかったので、割と納得しました。




　…………これが「風呂場の窓から入ってきた見知らぬ少女」の話です。

　本当にあった話ですよ。

　この体験からひとつ学んだのは、「平へい凡ぼんな少年のもとに突とつ然ぜん不思議な少女が現れる」という定番シチュエーションは、意外とありうる、ということです。

　だから────希望を捨てては、いけない。

　あなたの家にも、風呂場の窓から何者かが侵しん入にゆうしてくるかもしれない。

　それが不思議な少女かどうかは、ちょっとわかりませんが。

　頑がん張ばりましょう。

　でも、もしかすると、窓はちゃんと閉めておいた方がいいかも。

　なんかそんな気もしますね。




　さて、謝辞を。

　イラストのＣＨ＠Ｒさんは、全巻通して素す敵てきな挿さし絵えを描いてくださっただけでなく、一巻初しよ稿こうの時点で、このシリーズの魅み力りよくを増すためのある重要な提案をしてくださいました。ＣＨ＠Ｒさんと前担当編集Ｔさんなくして、今ある姿の《夜来たるNightfall》は存在しませんでした。改めてお礼申し上げます。

　現担当編集（い）さん、いつもありがとうございます。デザイン、校こう閲えつ、営業の皆みなさん。ほか、本書の出版に関かかわった多数の方々に感謝します。新刊じゃないのに平台にシリーズ全巻面めん陳ちんしてくださっている書店の担当者様にも感謝を。魔剣の銘なとしてタイトルをお借りした作品の著者・翻ほん訳やく者の皆様には特別の感謝と敬意を。そしてこの本を手に取ってくれたあなたへ。本当にありがとうございます。

　次の小説でまたお会いしましょう。それでは！





宮澤伊織












僕ぼくの魔ま剣けんが、うるさい件けんについて　４








宮みや澤ざわ　伊い織おり
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